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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おはよう」

　僕は彼女に声を掛けた。

「あ、お、おはよう」

　古ふる里さと学園の冬服を着た背中がたどたどしく応こたえた。

　朝あさ陽ひの中でなお輝いているのは、僕ん家ちの隣となりに住んでいるアイドル声優、音おと無なしまどかさんである。

　待ち合わせているわけじゃないけど、家が隣で、目的地も同じとなれば、登校時間がかぶるのはよくあることだ。決して時間を見計らって家を出ているわけではない。

　僕は小走りで彼女に追いつき、横に並んで歩きだす。

　とはいえ、こちらから話しかけることはあまりない。挨あい拶さつ以外の言葉を交わさずに学校へ着くことなんてざらである。

　古里学園指定のカバンを肩から掛けている音無さん。

　手を伸ばしてようやく相手へ届く距離に、僕は並ぶ。

　髪をおろして、眠たそうな彼女の顔をちらりと盗み見る。昨夜ゆうべも遅くまで台本を読んでいたのだろうか。声優のお仕事に加え、ユニットまで結成して歌に踊りにとこれまで以上に忙しそうだもんな。

　おっと、僕の視線に気づいたみたい。音無さんの歩くスピードがわずかに上がった。ならば僕も、追いかけるように少しだけ歩幅を大きくしてみる。

　早歩きになってずれたのだろうか、カバンを肩に掛け直す。髪を挟はさんでしまったようで、手でふわりと払った。そんな音無さんの何気ない仕草ひとつで、見慣れた通学路に光の粒が舞う。僕にはそう見える。たしかに見えた。

　朝晩は肌はだ寒ざむさを覚えるようになってきた十月の後半。いつもの、常つね村むら良りよう人とと音無まどかの登校風景である。

　ひとつだけ変わったことがあるとすれば、僕の「おはよう」と音無さんの「お、おはよう」かな。

　僕と音無さんが出会ったばかりの頃ころは、まるっきり逆だった。

　音無さんが「おはよう！」と元気よく挨拶をすれば、僕は「あ、お、おはよう」と目を逸そらしながら応えていた。ほんの数ヶ月前はそうだった。

　アイドル声優音無まどかのファンで、音無さんのことが大好きだった僕は、彼女の存在に圧倒されていたのである。緊きん張ちようするし、目も合わせられないし、まともに挨拶を交わすこともできなかった。

　それが僕の数ヶ月前。

　そして、音無さんと出会ってからの数ヶ月。

　たったそれっぽっちの期間だったなんて思えないほど色んなことがあった。

　ラジオのお仕事を知り、司会のお仕事を知り、声優のお仕事を知り、一人の同い年の女の子である音おと無なしまどかのことを知り、またべつの意味で好きになり、ついにはその想おもいと正面から向き合えるようになった。

　その結果が、いまの音無さんと僕の、手が届きそうで届かない距離。

　でも、手を伸ばせば届く距離。

　お互いの体の間にカバンがふたつ。お互いがカバンを反対側の肩に掛ければもっと近づけるのに、そうしない距離なのだ。

「最近、よく会うじゃない」

　今日きようはめずらしく音無さんの方から話しかけてきた。最近ではあまりなかったことだ。厳密に言うなら、イベントのあとくらいからかな。カルミアというユニット結成を発表したイベントの辺りからである。

　そういえば、音無さんがすんなりと挨あい拶さつを返してくれなくなったのもそのくらいの頃ころだったような気がする。

　心あたりは…………なくはない。

　だから、これまでとちょっと違う音無さんの態度をあえて指摘したりはしない。努めて普通に、一人のクラスメイト、友人として返すのだ。

「は？　そりゃ、同じクラスだし、収録は毎週あるし」

「そういうことじゃなくて！　朝！」

　朝？　登校する時ってことかな。

　そんなに言うほどいつも一緒かな？

「昨日きのうも、一昨日おとといも、一緒に学校行ってる気がする！」

　そうだったかねぇ？　覚えてないけど。

　さすが音無さん、記き憶おく力りよくいいね。そんな些さ細さいなことを覚えてるのか。普段からセリフを覚えたりしてるから脳が鍛きたえられてるのかな。

　ただひとつ、確かめておきたいことがある。

「…………嫌いやなの？」

　恐る恐る尋たずねてみた。

「……………………嫌じゃない、けど」

　じゃあいいじゃない。なんでそっぽを向くのさ。

「ほ、ほら！　周りの人に誤解されちゃったら困るじゃない!?」

　あー、それはたしかに。音無さんはアイドルだもんな。しょっちゅう同じ男と一緒に登校して、こいつら付き合ってるんじゃないか、とか噂うわさ立てられたら…………。

　好きな人がいるとか、付き合うとか、やっぱりマズイんだよな…………。

　うん、そうだよね…………。

　だから僕は、一歩引いているというのに。

「…………ごめん。配はい慮りよが足りなかった」

「なっ!?　いや、それはべつにいいんだけど」

　いいのかよ！　どっちなんだよ！

「あー、もう、調子狂うなー」

　こっちのセリフなんですけどね、ええ。

「隣となりの客はよく柿かき食う客だ！」

「え!?　いや、うちそんなに柿ばっかり出してないけど」

　突然なにを言いだしたの音おと無なしさん。まだ寝ぼけてるの？

「違うわよ！　発声練習よ！」

「急に!?　たしかにきれいに言えてたけども」

「朝やると滑かつ舌ぜつ良くなるのよ」

「へー、そうなんだ」

「知らないけど」

「あのね、音無さんは声優なんですよ？　声優の音無さんがそういうこと言ったら、ものすごい信しん憑ぴよう性せいだからね？」

　信じる人続出だから、そういうウソはやめてね？

　少なくとも、いま僕は信じちゃってたから。

「ほら、あんたもやっておきなさいよ」

「ウソなんでしょ？」

「確信がないだけよ。やらないよりはやった方がいいでしょ」

　そりゃそうだけど。

　しょうがない。ちょっとやってみるか。

　通学路のど真ん中だけどな！　周りにあんまり人がいないからいいけど！

「隣の客はよく柿食う客だ！」

　おお、言えた。たぶんまぐれだな。

「いやー、うちもあんまり柿は出さないけど」

「天てん丼どん！」

「天丼も出した憶おぼえないけど」

「そういうことじゃねえよ！　お笑いの『天丼』！」

　同じネタを繰り返して笑いをとることである。

「隣の客はよく天丼食う客だ」

　音無さんがいい声で意味の分からないことを言い始めた！　滑舌を良くする練習にはまったく向いていないと思う！

「天てん丼どんは高くつくなー。お茶菓子でなんとかなりませんかね」

「具は間違いなくかき揚あげね」

「あ、うまい！」

　柿かきとかけたんですね。なるほどなるほど。

「ちょっ、ツッコみなさいよ！」

「え？」

「感心されることほど有効なボケ殺しはないのよ…………」

　たしかに…………。これは僕が悪かった。

　音おと無なしさんのボケに頼ってばかりではダメだもんな。こちらから次のボケに誘ゆう導どうするくらいでいなくては。

　あと、とにかく乗っかること。これ結構大事。

　うむ…………。

「良りよう人とさま、まどか、おはようございます」

　心の中でひっそりと基本の確認をしていたら、背後から声を掛けられた。

　小走りでやってきたその人は、僕を挟はさむように音無さんと反対の位置に並ぶ。

「しぐれさん、おはようございます」

「おはよ」

　僕は元気良く、音無さんはやはり眠そうに挨あい拶さつを返した。

　二学期から僕らの通う古ふる里さと学園に転校してきた、天あま乃の川がわしぐれさんである。音無さんと同じく、世間からはアイドル声優と呼ばれている。

　クセひとつない、さらさらな長い髪を揺ゆらして、僕に微笑ほほえみをくれる。挨拶には挨拶を返した。ならばここは、微笑みには微笑みを返すべきであろうか。えーっと、笑顔ってどうすればいいんだっけ。

「なに鼻の下伸ばしてんのよ」

「し、してない！　してないから！」

　音無さんから鋭い指摘が。笑顔を作ろうとしただけなんです。でも、中途半はん端ぱににやついた顔にしかならなかっただけなんです。せめて精一杯の努力は認めてほしいところです！

「違うんですよ、しぐれさん！」

「はい、承知しておりますわ」

　必死に取り繕つくろう僕。しぐれさんはカバンを両手で持ち、体の前へと持っていく。カバンが無くなったぶんだけ、一歩僕に近づいた。

　あと、しぐれさんはなにやら大きな包みを持っている。アレはいったいなんだろう。今日きようは体育の授業ないしなあ。まあいいか、そんなことを気にしている場合じゃない。

　だって、だってさ…………！

　まさに両手に花!!

　僕はいま、美少女二人と一緒に登校している。なんて幸せな時間なのだろうか。

　さてさて、この幸せな時間をより良いものにするため、お話をしようじゃないか。トークをしようじゃないか。ただ黙だまって歩くだけじゃあ、もったいないもんね。時にはそういうのもいいのかもしれないけど、今日きようの僕は違うぜ！

「えっと…………しぐれさんは天てん丼どんとか柿かきとか好きですか？」

「天丼と、柿ですか？」

「あんたね、話にはもうちょっと脈絡ってもんがあんでしょ」

　言われなくても分かってるよ、音おと無なしさん。自分でもどうかと思うよ！

　なんとか話を振ろうと焦あせった結果がこれなんだよ。しょうがないじゃないか！

「どちらも大好きですわ。食欲の秋ですものね」

　一いつ瞬しゆん目を丸くしたしぐれさんだが、僕の変な質問に答えてくれただけではなく、フォローまでしてくれた。

「あー、やめてしぐれ。お腹なかが空すいてくるから」

「あら、朝ご飯はしっかりとらないといけませんよ？」

「軽くは食べてるけどさ、最近、秋の味覚のせいで…………」

　拳こぶしを震ふるわせる音無さん。

　もしかして、太ったのだろうか。

　いやでも、そんな風には全然見えない。元々すごい細いしな。むしろ、少しくらいは肉をつけた方がいいんじゃないかって思うんだけど。

「太ったのですか？　でも、見た感じは変わっていないような…………」

「しぐれ、どこ見てんのよ」

　どんなに秋の味覚がおいしくても、残念なことに、そこに肉はつかないんだよな。

「あんたもどこ見てんのよ！」

　音無さんは肩に掛けていたカバンを胸に抱だく。

「ち、違うって。お腹を見ただけだって」

「それはそれでどうなのよ…………」

　ですよね、太った太らないの話で女性の体を舐なめるように見るとか、失礼極まりないですよね。まあ、音無さんのご指摘通り、真っ先に見たのは胸なわけなんですが。

　この流れはいかん。誰だれか助け船を出してはくれないだろうか。しぐれさん、さっき僕にしてくれたように、フォローお願いします！

　僕の想おもいが伝わったのか、カバンを抱く音無さんへ、しぐれさんの一言が。

「いけませんわ、まどか。そんな外から押しつけるようにしては」

「そうだよ音無さん！　ただでさえ…………あ」

「ただでさえ、なんだって？」

「いや、その…………」

　違うんです！　トークの基本に忠実に従っただけなんです。とにかく乗っかろうとしただけなんです。

　ああっ、音おと無なしさんが恐こわい！

「そういえばまどか、先日のあれ、今日きようも着けているのですか？」

「あれ？　あれってなによ」

「ダンスレッスンのあと、お着替えの時に目に入ったのですが、あの時着けていたのって、いま話題の寄せて上げる…………」

「きゃああああ、なに言ってんのよ！　着けてないわよ！」

「…………そのようですわね」

「だからどこ見て言ってんのよ！」

　見えないところで努力してるんだな、音無さん。

　うんうん、しぐれさん、言わぬが花ってやつですよ。スタイルの維持とか、台本の読み込みとか、見えないところでの努力を欠かさない人だからな、音無さんって。きっとバストアップもその一環なんだよ。涙ぐましいね、本当に。

「しぐれ！　ちょーっと二人で話したいことがあるんだけど」

「ここでも構いませんわよ？」

「あたしが構うの！」

　音無さんがしぐれさんの手を取り、駆けだした…………と思ったら、こちらに振り返った。

　頰ほおを赤くして、「べっ」と舌を突きだす。

　怒っているのだろうか。それとも、照れ隠しだろうか。どっちでもいいか。音無さんのかわいいあっかんべーが見られたことだし。

「良りよう人とさま」

　今度はしぐれさんが振り返った。音無さんにぐいぐいと手を引っ張られながらである。転ばないように気をつけてくださいね。

　もしも転んで、しかも音無さんを巻き込んで、美少女二人が折り重なるようになってしまったら…………。顔と顔は超接近。上になったしぐれさんのさらさらな髪が音無さんの首筋を撫なでたりなんて。

　そんでそんで、「あいたた」なんて言いながら起き上がろうとしたら、スカートがめくれ上がっていて、後方にいる僕からその中が丸見え…………なんてことにならないように、絶対に、絶対に転ばないでくださいね！

　しかし僕の期待は叶かなわず。

　しぐれさんが僕に声を掛けたので、音無さんも彼女を引っ張る力を弱めたようである。きちんと立ち止まってから、しぐれさんは言った。

　その内容は、僕のイケナイ妄もう想そうを簡単にかき消すものだった！

「あの、今日きようはお弁当を作って参りました。もしよろしければ、お昼休み空あけておいてくださいね」

　お弁当ですか。手作りですか！

　そうか、その手に持っている大きな包みはお弁当だったんですか！

　おお…………マジか。

　前回作ってきてくれた時は色々あって食べられなかったからな。

　これは嬉うれしい。またしてもしぐれさんの手作りお弁当をいただくチャンスがやってこようとは。

「ありがと、しぐれ！」

　ちょっ、音おと無なしさん！　僕が幸せを嚙かみしめてる間になに言ってんの。しぐれさんは僕に作ってきてくれたんだよ？

「はい、たくさん作って参りましたので、もしよろしければまどかもご一緒に」

　むむ、しぐれさんがそう言うならしょうがないな。独り占めしたいって気持ちも多少はあったけど、しぐれさん、音無さんと三人でランチタイムが過ごせるってのもそれはそれで楽しそうだもんな。

「ありがとうございます！　お腹なか減らしておきますね！」

　僕がお礼を言うと、しぐれさんはぺこりと一礼。が、その礼が終わらないうちに音無さんがまたしてもしぐれさんを引っ張って行く。

　二人の姿が遠ざかる。美少女二人が手を繫つないで登校だ。見ようによっては花びらが舞いそうなシチュエーション。もちろん百ゆ合りの。

　少なくとも、僕にはそう見えていた。




　昼休みを告げるチャイムが校内に鳴り響ひびき、授業中の緊きん張ちよう感かんがふわっと和やわらいだ。

「あれ？　もうそんな時間？　これ授業終了の鐘かねかねー？　なんちゃって」

　中でも、うちのクラスは緩ゆるみまくっている気がする。先生のダジャレのせいだ。

　あと、授業が思うように進んでいないのは先生がダジャレばっかり言ってるからです。

　だいたい先生のせいなんです。反省は…………しなくていいです、もう諦あきらめました。

　これだからいつも試験が大変なんだよな。頼むから授業中くらいはダジャレを言うのをやめてくれないかなぁ。生徒たちからの切実な願いですよ。

　この先生の授業はいつも大変なのだ。板書をしつつ、息を吐くように繰りだされる先生のネタの中から重要な部分を聞き分け、心の中でツッコミを入れる。明らかに普通の授業とは違う大変さがある。

　でも、それももう終わった。

　お昼休みだ。

　つまり、待ちに待ったしぐれさんの手作りお弁当タイム！

　前回と同じ轍てつは踏ふまない。たとえ呼び出しがかかったとしても、無視してやる。昼寝してました、とか、言い訳はいくらでも思いつく。

　教科書やノート、筆箱を机の中に押し込んで、しぐれさんの姿を探す。まだ自分の席で片付けをしている様子。

　さて、どうしようか。僕からあちらへ行くべきかな。がっつきすぎかな？　だったら、しぐれさんがお弁当を持ってこちらへお誘さそいに来てくれるのを待つか？

　いやいや、こっちから行くのが男ってもんだよな。紳士ってもんだよな。

「おーい、良りよう人と」

　立ち上がろうとした僕の肩を、友人の高たか見み沢ざわがぐっと押さえ込んできた。がたいのいいやつなので、体重を乗せられるとなかなか抜けだせない。

「な、なに？」

「昼飯どうする？」

「今日きようは別々で」

　再度立とうと足腰に力を込める。が、友人が僕を押さえる力は尋じん常じようじゃなかった。

「まあまあ、そうつれないこと言うなよ」

　なんだって言うんだ。たしかにおまえとはよく一緒に昼飯をとっているけど、毎日そうしているってワケじゃないだろ？　おまえだって他ほかの友達と食べる日もあるじゃないか。

「なあ、良人、今日はちょっとな、大事な話があってだな」

「またにしてくれないか？」

「いや、どうしても今日がいいんだ」

「じゃあいま言ってみてよ。相談に乗るから」

「こんな人の多い場所じゃあなぁ…………」

　はっきりとしない物言いだ。

　確信した。こいつはすべてを知っている。

　しぐれさんが今日、お弁当を作ってきていて、それに僕が招待されていることを知っているんだ。

　朝、そこそこ人通りのある通学路で、わりと大きな声でやりとりしてたもんな。聞いていたとしてもおかしくはない。

「なんだなんだ、人に聞かれたら恥ずかしい話なのか？　じゃあ僕は相談相手としては向かないな。口軽いし、なにかおもしろそうなネタだったらラジオで全世界に向けてしゃべりたくなっちゃうし」

　僕が出ているのはウェブラジオなんだぞ。聴きこうと思えば、世界中のどこにいたって聴けちゃうんだぞ。インターネットの力ってすごいな！

「まあ、それならそれでいいさ」

「どっちなんだよ！　じゃあいまここで言ってもいいじゃないか」

「知ってるやつに聞かれるのと知らないやつに聞かれるのでは違うんだよ」

　うむ、まあそれは分かる。

　僕が出演しているラジオだって、知らない人に聴かれるのは構わない。むしろ、どんどん聴いてほしいって思うくらいだ。

　でも、知ってる人に聴かれるのはどこか恥ずかしい気持ちがある。最初の頃ころと比べたら、だいぶ慣れてはきたけどね。

　でもそんなことでは騙だまされない。

　僕に相談したいことがあるなんて、絶対ウソだからだ。

「そうだ、いいこと思いついた。そんなに人に聞かれたくないならさ、今晩電話するよ。それが一番いいだろ？」

「それじゃあ遅いんだよ。いま、相談したいんだよ」

　埒らちがあかない。このままでは同じことを繰り返すだけで、ただただ時間が過ぎ去ってしまう。それはつまり、しぐれさんや音おと無なしさんと過ごす幸せなランチタイムが減ってしまうということだ。なんとかしなければ。

　仕方がない。この状況を打破するために、一手打とう。

「あ、パンチラ」

「ははは、良りよう人と、そんなことで俺おれの気を逸そらせられるとでも思っているのか？」

「うん、普通に逃げられたけど」

　あっさり脱出成功である。我が友人ながら情けない。

　ただ、男としてなら、いまのおまえの行動は正解だ。賞賛と同情を持って惜しみない拍手を送るよ。

「待て！　良人！」

「悪いな、高たか見み沢ざわ。自慢話でよければ、今度聞かせてやるよ」

「くっ…………良人！　俺はおまえに、どうしても伝えたい想おもいがあるんだ！」

「誤解を招くようなことを叫ぶな！」

　教室がしーんとしたじゃねえか！　みんなこっちを見てるじゃないか。

　どうしてくれる、この空気。

『良人！　俺はおまえに、どうしても伝えたい想いがあるんだ！』

　静まりかえった教室に、またしても高見沢の告白にも似た心の叫びが響ひびき渡った。ただし、その声は高見沢本人の口から出たものではない。

　いつの間にか、教室には嘉か保ほう芽め愛あ璃りの姿があった。

　彼女は古ふる里さと学園新聞部部長。校内のありとあらゆる情報は、彼女の元へと集まるという。そんな噂うわさ、冗談であってほしいと切に願う。

　背は小さいのに、女性的な特徴はこれでもかと派手な嘉保さん。その手には、音声を録音するレコーダーが載っていた。

「……………………くふふ」

　嘉保さんがにやりと笑う。次の校内新聞のネタにする気だ。普段無表情な彼女が破顔するのは、いいネタをゲットした時のみなのだから。

「……………………常つね村むら良りよう人と」

「な、なに」

　足音をたてずに目の前までやってくる。外にはねた髪の毛の先はぴくりとも揺ゆれない。もちろん胸部のふくよかなものも、揺れたりはしない。

　いったいどういう歩き方をしているのだろうか。

「……………………話がある」

　話…………？

　嘉保さんが、僕に？

　しぐれさんに顔を向ける。立ち上がってこちらを見ていた。手には大きな包みが。あちらの準備は万端のようである。

　しぐれさんの方から僕を連れ去ってくれれば一番なのだけど、きっとそういうことはしないだろうなぁ。奥ゆかしい女ひ性とだから。

「嘉保さん、いまじゃないとダメなんですか？」

「……………………情報は鮮度が命」

　早い方がいい、ということだろうか。

「その話ってのは、すぐ終わるようなことですか？」

「……………………？」

　首をかしげるな。どうなんだよ。

　いや待てよ。すでに作戦は始まっているのか？

　こうしている間にも、確実に時は刻まれている。もしかすると、嘉保さんも僕を邪じや魔まするために…………？

　いやいや、それは考えづらいんだよな。嘉保さんだったらむしろさっさと行かせて、しぐれさんに「あーん」とかされてる僕の姿を首から下げているゴツいカメラで納めたいと考えるはずだ。

　高たか見み沢ざわを見る。こいつが嘉保さんとグルになっている可能性はある。長年友人をやっている高見沢なら、僕の恥ずかしいエピソードなんてたくさん持ってるからな。それを教える代わりにってのは、考えられないことじゃあない。それくらいには、高たか見み沢ざわは狡こう猾かつだ。

　どうしたもんか…………。

「あー、しぐれ、それ朝言ってたお弁当？」

　むむ、いつの間にか音おと無なしさんがしぐれさんのところに。

「ええ」

「じゃあ、行こ行こ。なんかあいつ忙しそうだし」

　お、音無さん！　なんてことを!!

「で、でも…………」

　音無さんが渋しぶるしぐれさんの背中を押し始めた！

　こうしてはいられない。これ以上モタモタしていたら、前回同様音無さんにお弁当を全部食べられてしまう！

「ごめん！　嘉か保ほうさん、話はあとで!!」

　嘉保さんに背中を向ける。が、嘉保さんは引き留めるようなことはしなかった。

「……………………あ」

　小さい声が聞こえたけど、そのすぐあとに嘉保さんの声をかき消すほど大きな声で高見沢が叫んだので何を言っているのか聞き取れなかった。




　しぐれさんと合流してからは、高見沢の邪じや魔まも入らなくなった。

　もちろん男子たちからの恨うらめしげな視線は常に突き刺さっているけど、彼らに割って入るだけの度胸はないらしい。

　それもそのはず、しぐれさんだけじゃなく、音無さんまで同席しているのだ。「混ーぜて」って言えるくらいアグレッシブなやつなら、もっと早く音無さんやしぐれさんにモーションをかけているだろう。そして、そういうやつらはだいたい彼女たちが転校してきて数日の間に玉ぎよく砕さいしているのだ。

　そんなわけで僕は、古ふる里さと学園の中庭で、朝の登校風景と同じく両手に花の状態を再び味わっているのである。

　そしてこれから、しぐれさんの手作り弁当も味わうのである。

　なんて幸せなんだろう。

　たまに吹く風は冷たいけれど、秋晴れの今日きようはベンチに座っていても寒さまでは感じない。もし今日が祝日なら、絶好の行楽日和びよりと天気予報のお姉さんも言うことだろう。

「ではいただきましょうか」

　しぐれさんが包みを開いた。

　黒くて四角い箱が三段。重箱というやつだろうか。使う物が渋いな、しぐれさん。いや、しぐれさんらしいとも言えるか。

　一段ずつ、ゆっくりと広げられていく。

　そこには────光り輝くお弁当の真の姿がっ!!

　一番下の段に敷き詰められているのは、小振りなおにぎりの数々。きっとこのおにぎりの大きさがしぐれさんの手のサイズなのだろう。ちょこんと巻かれた海の苔りがまたかわいい。

　食べ物に「かわいい！」とか言っちゃう女子の気持ちがちょっと分かった。

　二段目と三段目はおかずだ。

　肉、魚、野菜、色とりどり。匂においのつくものや、汁しる気けの多いもので段を分けている。細やかな気配りまで行き届いていて、しぐれさんの几き帳ちよう面めんさをうかがい知ることができる。

　よくうちの母親は弁当箱の半分を野菜炒いためで埋めて、申し訳程度のお漬つけ物を白米に載っけただけの弁当を作ってたりしたけど、それとは比べものにならないくらい種類が豊富である。

　いや、母さんにも感謝はしてるよ？　毎日毎日メニュー考えるの大変だもんね。だからさ、白と茶の二色しかないお弁当だった時にも、文句なんて言ってないさ。

　しかし、こんなお弁当を目まの当たりにしたらどうしても比べてしまうよ。

「おお…………」

　思わず声を漏もらした僕に、しぐれさんは照れながら言う。

「お口に合えばいいのですけれど」

　合いますとも。合わないわけがないじゃないですか。もし万が一合わなかったら、僕の口をしぐれさんの味付けに合わせるわ。

「おにぎりの具は、梅うめと鮭さけと昆こん布ぶですわ」

　いいね、変に奇をてらわずに、間違いなくおいしいもの。

「あ、あと…………」

「はい？」

「愛情が、入っておりますわ」

　顔を真まっ赤かにして、もじもじしながら言うしぐれさん。

　っくぁ────!!　たまりませんな！

　入ってるんですか。入れちゃったんですか！

　いいの？　食べちゃっていいの？　この僕が、しぐれさんの愛情をいただいちゃっていいのかい？　もったいなくない？

「いただきまーす…………あ、おいしい」

「ちょ、音おと無なしさん！」

　お弁当を前に感動を味わっているというのに、横から手を伸ばしてきておにぎりにかぶりついている。

「んぐっ」

　ん？　なんか急に音無さんがのどを押さえだした。

「うううう、苦しい。のどにつっかえた！」

　がっつくからだって。大だい丈じよう夫ぶかな？

「あ！　飲み物買ってくるの忘れてた！　ちょっとあんた買ってきて」

　僕の心配をよそに、平気な顔で指図する音おと無なしさん。

「なんで僕が！」

「あたしいま、のどにつっかえてて苦しいからさ」

「そのわりにはずいぶん流りゆう暢ちようにしゃべってるけど!?」

　演技でしょ、それ！　僕を追っ払ってしぐれさんのお弁当を独り占めする気か!?

「いやあ、なんかあんたのにやつく顔を見てたら胸やけしてきちゃってのどに詰まった」

「胸やけしてのどに詰まったって、もうなんか意味が分かんないんだけど！」

　僕がツッコんでいる間に、しぐれさんはカバンから水筒を取りだすとカップに注ついで音無さんへと差しだした。重かっただろうな。本当にありがとうございます。

「まどかは良りよう人とさまにお弁当を作ってきたことはないのですか？」

「はぁ？　あるわけないでしょ」

　音無さんの心の底からの「はぁ？」いただきました。なかなか聞けないレベルの「はぁ？」だったよ。

「どうして？」

「どうしてもこうしても、なんであたしがこいつに弁当作ってこないといけないのよ」

　箸はしで指すな、箸で。

　そうだ、前にも訊きいたことがあるかもしれないけど、改めて音無さんに質問してみよう。

「そもそも、音無さんって料理できるの？」

「できるに決まってんでしょ！　簡単よ、あんなの」

　まあ、作るだけならね。どこまでおいしく作れるか、が問題なんだと思うけど。

「ですわよね、おもちを焼くのはお上じよう手ずですもの」

「しぐれ、うっさい」

「餅もちって…………正月くらいしか食べないけど。しかも焼くだけなら誰だれだってできるんじゃ」

「あんたは…………なんっか、本当にイライラするわね！」

「なんで!?」

　僕の疑問には答えを出さずに、ガツガツと食べ始める音無さん。

　こうしてはいられない。僕もいただこう。

　えっと、じゃあ煮に物ものにしようかな。割り箸を割って狙ねらいを定める。よし、お弁当に彩いろどりを添える、鮮やかに輝くにんじんにしよう。

　きちんと面取りまでしてある。見事だ。

「いただきまーす」

　口に入れる前から分かっていた。おいしいということは。

　しかし、想像以上のものがそこにはあった。正直、僕の中でハードルはめいっぱい上がっていたのだ。

　だって、あの大人気アイドル声優の天あま乃の川がわしぐれさんが作った料理である。大和やまと撫子なでしこと言われている彼女が作った、これぞ日本の味と言っても過言ではない煮に物ものである。期待が膨ふくらむと同時に、ハードルが上がってしまうのは仕方のないことだった。

　ただ、しぐれさんの作った煮物は、それを軽く越えてくれた。

　染しみ込んだ風味豊かな出だ汁し。そしてその中でなお感じる素材の甘さ。鼻から抜けていく香りまでまさに完かん璧ぺき。

「おいしい」

　それ以上の言葉が見つからなかった。

　評論家でもなければ、プロの料理人でもない僕があれこれ言ったところで、その感想は薄うすっぺらくなるだけだろう。

　だからこそ、一言に気持ちをすべて込めるのだ。

「めちゃくちゃうまいです、しぐれさん」

「ありがとうございます」

「ん、おいひい、おいひい」
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「まどかも、ありがとうございます」

「音おと無なしさん、食べるかしゃべるかどっちかにしなよ」

「………………………………」

「だろうね、そうだと思ったよ！」

　やっぱり食べる方を選んだか！

　ゆっくり味わいたいところだけど、こりゃあのんびりしてたら音無さんに全部食べられてしまいそうだな。

　ここはひとつ牽けん制せいしておくか。

「音無さん、よく食べるね」

「だっておいしいもん」

「でもさ、よく嚙かんだ方がいいよ？」

「ちゃんと嚙んでるわよ」

「今け朝さ、体重がどうとか言ってなかった？」

　量もそうだけど、よく嚙んで食べないと太るって言うもんね。

「……………………う」

　あ、箸はしが止まった。作戦成功だ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ！　炭水化物を摂とりすぎなければ」

　片手におにぎりを持ちながらこの人はなにを言っているのだろうか。もうそれ、二個目だよね。ひとつが小さいとはいえ、二個目ですよね。

　再び音無さんの箸が動きだす。が、さっきより明らかにペースが落ちている。

　よしよし、これで僕も落ち着いて食べられそうだな。

「「……………………」」

　普通、おいしいご飯を前に気の置けない仲間が集まったりしたら、話にも花が咲くってもんだ。でも僕は気づいたよ。ご飯がおいしすぎると、みんな食べるのに集中して話なんてできないんだって。

　黙もく々もくと食べ続ける音無さんと僕である。

「あれ？」

　もうひとつ、僕は気づいた。食べるのに夢中で最初は気づかなかったけど、少ししてようやく気づいた。

「しぐれさん、食べないんですか？」

「ええ…………あの、お箸を二膳ぜんしか用意していなかったみたいで」

　む、そうだったのか。困ったな。僕も今日きようは弁当じゃないから、箸は持ってないしな。

　音無さんはどうだろ。

「しぐれ、いつもみたいに袖そでから出てこないの？」

「すみません、制服ではさすがに…………」

　ゴスロリとマジックが趣味のしぐれさんは、袖そでからなんでも取りだすことができる。どういうトリックになっているのかは分からないけど、どうやら今日きようは用意していないらしい。

「しょうがないわね」

　音おと無なしさんが、ふう、と息を吐く。

「あんたの箸はしを一本しぐれにあげなさい」

「ん？　まあいいけど」

　はて、どうするつもりなんだろうか。

「で、あたしが使ってる箸をしぐれに一本あげるわ」

　まあ、しぐれさんにお弁当を作ってもらったわけだからね。苦労を労ねぎらい、感謝の気持ちをお返しするためにも、施ほどこしを受ける側の音無さんと僕が、しぐれさんに一本ずつ箸を渡すことになんの異論はない。

　で、僕たちはどうするんだい。一本になった箸を、爪つま楊よう枝じのようにして使うのかい？

「あんたの箸をあたしによこしなさい」

「なんでだよ！　意味が分からん。音無さんに箸を渡す理由は？」

「一本では食べにくいから。あたしが」

「僕は？」

「知らないわよ」

「横暴にも程ほどがあるでしょ、音無さん」

　強引に箸を奪うばわれた！

「さ、しぐれも食べないと。午後の授業でお腹なか空すくわよ」

「で、でも…………」

　しぐれさんがちらちら僕を見る。

「授業中にお腹が鳴ってもいいの？」

「そ、それは恥ずかしいですわ…………」

　いいんです、いいんですよ、しぐれさん。僕のことをは気にせず、どうぞ食べてください。しぐれさんはまだなにも食べてないんですから。

　どうぞどうぞ、と手を差しだすと、ようやくしぐれさんも食べ始めてくれた。

　さて、僕はどうしよう。手に持ったおにぎりにかぶりつく。

　音無さんが箸を返してくれる素振りはない。

　いかん、このままではおにぎりしか食べられないぞ。いや、おいしいんだけど。おにぎりも充分おいしいんだけど、やっぱりおかずも食べたいじゃない。せっかく目の前にあるんだからさ、お腹いっぱいになりたいじゃない。しぐれさんの愛情で胃袋を満たしたいじゃない。

　いっそ手づかみでいくか？　さすがにマナーが悪いか。いやでも、食事のマナーなんて国によって様々だ。素手で鷲わしづかみにして食べるのが正しい作法だという国だってある。

　でも、ここ…………日本だよなぁ。

　そしてこのお弁当、和食がメインだよなぁ。

　どうしようかなぁ。

「良りよう人とさま」

「はい」

「こちら、お豆とう腐ふのハンバーグです。どうぞ」

　おおお、しぐれさん。

　しぐれさんが差しだす箸はしには一口大に取り分けられた豆腐ハンバーグの姿が。とろみのある餡あんのおかげだろうか、キラキラと輝いている。

　まさかこれは、「あーん」ってやつですか。

　食べさせてくれるんですか！

　しぐれさんの手作りお弁当を、自らのその御み手てで僕の口に運んでくださるということなのか！　なんたる光栄！

「い、いいんでしょうか」

「…………？　なにがでしょうか」

　ですよね、いったい僕はなんの確認をとったのだ。しぐれさんが「あーん」ってしてくれているんだから、いいも悪いもないだろうに。

　ではでは!!

「あーん」

「餌え付づけみたいね」

「音おと無なしさん、うるさい」

　あ、しまった、ツッコんでしまった。これではしぐれさんも僕の口に入れられない。

「バカみたいに無防備に口開けちゃって。この葉っぱでも入れてあげましょうか」

「それただの枯れ葉だよね!?」

「平気よ。ちょっとお腹なか壊すかもしれないけど」

「それ一般的には平気って言わないよね!?」

「あの、良人さま」

　いかん。しぐれさんが豆腐ハンバーグを持ったまま困っている。音無さんにツッコんでる場合じゃないな。

　口を開けておとなしくしてないと。

「きゃあああああああ」

　今度はなんだよ音無さん！

「露ろ出しゆつ狂きようよ！」

「どこがだよ！」

　ツッコまずにはいられない！

「陰部を女の子に見せて興奮する変態よ！」

「のどちんこのことかな!?」

「きゃあああああああ、卑ひ猥わいな言葉を吐いたわ！　セクハラよ！　本格的な変態よ！」

　やめて音おと無なしさん。よく通る声で悲鳴なんてあげないで。人が集まってくるから！

「まどか、少々度が過ぎますわ。それに女の子がお食事中にはしたないですわよ。お食事のマナーを粗そ末まつにすると、男性の印象が悪くなりますわ」

「あ…………う…………」

　あ、しぐれさんにやんわり注意された。

「はい、良りよう人とさま」

「いただきます！」

　さすがにもう音無さんは邪じや魔ましてこなかった。ふくれっ面つらである。いや、食べ物を口に詰め込みすぎただけかな？

　ようやくしぐれさんに「あーん」してもらえた。

　ぱくり、と一口。とろみのついた餡あんが舌をなぞる。

　ああ、もう、本当においしいなぁ!!

「いかがですか？」

「おいしいです!!　感動で涙が溢あふれそうです!!」

『カシャ』

　ん？　なんだいまのシャッター音。

　あまりのおいしさにどこかへぶっ飛んでいた思考と視界を現実へと引き戻す。

　と、目の前にごついカメラを構えた嘉か保ほうさんの姿が。

「いつの間に!?」

「……………………常つね村むら良人、音無まどかと天あま乃の川がわしぐれの同時間接キスに『感動で涙が溢れそうです!!』……………………ふふふ」

　次の新聞の見出しですか、それ！

　あと、僕は味としぐれさんの「あーん」に感動しただけであって、間接キスなんてまったく考えてなかったからね！

　でも言われてみればそうだわ。

　音無さんはしぐれさんに箸はしを一本貸した。

　そして、僕もしぐれさんに箸を一本貸した。

　で、しぐれさんは音無さんと僕の箸を一本ずつ借りて、使った。

　そしてそして、僕はしぐれさんの使っていた箸で「あーん」してもらった。

　一方は音おと無なしさんの使っていた箸はし。一方はしぐれさんの使った箸。

　その二本が同時に僕の口の中に!?

　なんだそれ！

　箸万ばん歳ざい！　二本の箸で食べるっていう日本の食文化万歳!!

「嘉か保ほうさん、シャッターチャンス」

『カシャ』

「はっ!?」

　いかんいかん。子供じゃないんだから、間接キスくらいでなにを考えてるんだ僕は。あと音無さん、嘉保さんに余計なこと言わなくていいから。

「子供じゃないんだから、間接キスくらいでなに鼻の下伸ばしてるのよ」

　音無さん、うるさいよ！　いままさに心の中で反省したところだよ！

　宿題をやろうとしてたところに、母親から「宿題やりなさい！」って言われた気分だ。反省する気も失うせるわ。

　ここはひとつ、嘉保さんにツッコむことで話題を変えよう。

「っていうか、箸を渡した経けい緯いまで知ってる嘉保さんはいつから見てたんですか！」

「……………………話」

　ああ、さっき教室で言ってたこと？

「それで追いかけてきたってわけですか」

「……………………そう」

「じゃあ早く声掛けてくれればいいのに」

「……………………おもしろそうやったから」

　大事な話があるんじゃないのかよ！　わざわざ追いかけてくるほどのさ！

　あと、その相変わらずのエセ関西弁がなんか余計に腹立つ！

「そうですか…………で？　話ってなんですか？」

　いまなら話くらい聞きますよ。

「……………………見て」

　嘉保さんがスマホの画面をこちらへと向けた。

　どこかの掲示板のようである。

「……………………画像」

　たしかに小さな画像が貼はり付けてある。でも、小さくてよく見えない。これ、拡大とかできるのかな。

　なんて思っていたら、嘉保さんがその画像を軽くタッチした。

　ほんの少しの読み込み時間のあと、画像が大きく表示された。

「これ…………音無さん？」

　僕と同じくスマホの画面を覗のぞき込んでいた音おと無なしさんに尋たずねた。

「んー？　後ろ姿でいまいちはっきりとは分からないけど、あたしっぽいわね。っていうか隣となりにいるのって…………」

「僕、かな」

　制服姿の音無さんと僕が並んで歩いている写真だ。

　掲示板には、音無さんと並んで歩いているのはラジオで共演している村むら人びとＢだ、とまで書かれていた。

　いつ撮られたんだろう。

　朝、学校行く時に音無さんと一緒になることはたまにある。逆に、下校の時は別々のことが多いかな。まあ、帰る道が同じだから一緒になることもあるけど。

　あー、でも、音無さんは授業が終わったらそのまま仕事に行くことが多いから、二人で帰ることはあんまりないかな。

「これ、嘉か保ほうさんが撮ったんですか？」

「……………………違う」

　その言葉をどこまで信じるべきか。日ひ頃ごろの行いがアレだからな、この人。

　まあ、自分で撮ったんなら、こんな膨ぼう大だいなネットの海の隅すみっこに書かずに、校内新聞とかに使ったりするか。

　それに、本人がわざわざ「アップしたよ」なんて報告に来るのもおかしいし。

　どれどれ、画像は分かった。

　で、これがなんだっていうんだい？

　掲示板には、音無まどかと村人Ｂがただの共演者ではないんじゃないか、と書かれていた。

　なるほどね。

　正直なところ、「またか」って感じである。

　この手のゴシップネタはあとを絶たない。人気のある人であればあるほど、こういう書き込みは増えるものだ。

　だから僕は、ラジオの感想とかをネットで検索したりはしない。たしかに貴重な意見もあるかもしれないけど、リスクが大きすぎる。

　かつて音無さんは、そういう批判にたいしてこう言った。

『気にするなとは言わないわ。慣れなさい』

　たしかに数ヶ月ラジオをやって、少しは慣れてきたところもある。耐性ができてきた、と言った方が正しいかもしれない。

　でも、僕はまだまだ音無さんのように強くはなれていない。

　だから見ないのだ。自分を守る方法として、ね。

　それに悪いところがあればスタッフさんが指摘してくれる。スタッフさんは、僕の代わりにそういう感想もちゃんとチェックしてくれているだろうしね。お互い仕事をやってるんだから、そこで気を遣つかったりなんてしてほしくない。色んな意見や感想をチェックした上で、僕に至らないところがあればきちんと指摘してくれると信じている。

　そんな、まだまだメンタルを鍛きたえ途中の僕だけど、この手のネタは相手にしない方がいいことは分かっている。

　以前、音おと無なしさんと流りゆう星せいさんが噂うわさになったことがあった。あの時は相手が天あま乃の川がわ流星という人気男性アイドル声優ってことで色々あったけど、流星さんの適切な対応のおかげで早くも忘れ去られようとしている。くやしいけど、かっこいいんだよな、流星さんは。決めるべきところは決めてくるからさ。

　もちろん、僕の目や耳に入っていないだけで、流星さんとのことはいまだにどこかで噂されているのかもしれない。

　そういうのって、ネット社会のいいところでもあり、悪いところでもあるよな。熱しやすく冷めやすい。けど、一度ネットにアップされた情報はいつまででも残り続ける。ややこしい世界だよ、まったく。

　ひたすら耐えるしかないってのがツライところでもあるけど、相手にしてもしょうがないんだったら、無視して放っておくのが一番なのかもしれないよな。

　さて、嘉か保ほうさんはこれを僕に、僕たちに見せてどうしようっていうんだろうか。

「……………………気をつけて」

「は、はあ」

　おやおや、これはちょっと驚おどろいた。

　もしかして嘉保さん、心配してくれているのだろうか。たしかにね、知らないうちに写真撮られてるのは気持ち悪いよな。

「……………………他人にネタを取られるのは、くやしい」

　ああはい、そういうことね。ですよね。

　一いつ瞬しゆん嘉保さんに感謝してしまいそうになったじゃないか。

　最後に、もう一回写真を見てみる。

　音無さんも僕も後ろ姿で、顔が写っていない。この男子生徒が村むら人びとＢかどうかなんて分からない。第一、僕は顔をイベントでしか出してないしな。そりゃあ、ありがたいことに何度かステージには立たせてもらってるから、分かる人には分かるだろうけど、そんなの一握りだろう。いや、一握りいればいい方だろう。

　一方の音無さんは…………後ろ姿でも分かるかな？　熱心なファンなら分かるかも。でも、普段の髪型と違うしな。仕事の時は頭のサイドに髪を結う音無さんだが、プライベートの時は下ろしている。

　制服姿のこの時も、当然髪は下ろされている。

　見ようによっては、どこにでもいる高校生の登下校風景だ。

　もしなにか言われたとしても、誤ご魔ま化かす余地はいくらでもあるだろう。

　うん、気にするほどのことでもないな。

「忠告、ありがとうございます」

　音おと無なしさんとしぐれさんはまだ問題の画像をじーっと見つめていたけど、僕は顔を上げて嘉か保ほうさんにお礼を言った。一応ね、一応。

「……………………ほな」

　音無さんとしぐれさんはまだスマホの画面を見つめたままだったが、嘉保さんは構わずポケットへとしまってしまった。

　そして、背中を向ける嘉保さんに僕は声を掛ける。

「どこ行くんです？」

「……………………帰る。教室に」

「本当に？」

「…………………………………………」

　どうせ帰らないんでしょ！

　そこら辺に隠れて、また僕らの写真を撮ろうっていうんでしょ。さすがの僕でもそれくらいは分かりますよ。

　だったらもう、いっそのことここにいればいいのに。

「……………………ほな」

　どうやらそうもいかないらしい。

　やはり足音もたてず、嘉保さんはどこかへと行ってしまった。

　さてさて！

　楽しい楽しいランチタイムを再開しましょうかね！

「あれ？　どうしたの、音無さん」

　なにやら神妙な面持ちである。

「ちょっと急用を思いだしたから、電話してくる」

　立ち上がった音無さんはしぐれさんを見ていた。こくりとひとつ、しぐれさんも頷うなずいてみせる。

「仕事のこと？」

　しぐれさんとアイコンタクトとってたから、ユニット関係のことかな、なんて。

「んー、まあ仕事っちゃあ仕事かな」

「…………いまの画像のこと？」

「ん、まあ」

　ばつの悪そうな顔で頷く音無さん。

　さすがに僕だって気づくわ。

　写真に僕も写ってたから、気を遣つかってくれたのかな。

「僕なら、気にしないよ、あれくらい。だいたい、あの写真だけじゃあ僕だなんて分からないし」

「うん、まあ、なんていうか…………大事を取って芹せり沢ざわさんに連絡しておくだけだから」

「そっか」

　仕事の現場において、「ホウレンソウ」が大事らしいってのは聞いたことがある。

　報告。

　連絡。

　相談。

　の頭文字をとって、「ホウレンソウ」だ。

　どんな些さ細さいなことでも、マネージャーの芹沢さんに報告しておこうってことなんだろうね。

「はい、箸はし」

「お、さんきゅ」

　むむむむむ、音おと無なしさんが使った箸を受け取ってしまった。他ほかに代わりの箸はないし、仕方ないよな。

「ちなみにあたし、逆さにして使ってたから」

「は？」

　逆さに？　僕が口をつけた方は使ってないってこと？

「な、なんだよ！　子供じゃないんだから、とかバカにしてたわりには、一番気にしてんの自分だったんじゃないか！」

「ウソに決まってんでしょ」

「う、ウソ…………？」

　渡された箸を見る。たしかに使われた形跡があるのは片方の端だけだ。

「じゃ、ちょっとあっちで電話してくるから」

「ぐっ…………はいはい、ごゆっくり！」

　いちいち僕をからかうの、そろそろやめてもらえないだろうか。まあ、僕も音無さんにイジられるのを本気で嫌いやがってるわけじゃ…………って、いやいや、それを認めてしまうのはなんか癪しやくだ！

　こうなったら、帰ってくるまでに食べきってやる！

　音無さんの後ろ姿を見送ってから、僕はものすごい勢いで弁当を貪むさぼった。
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　すべての授業が終わり、帰る支し度たくをしている僕の元へ一通のメールが届いた。母さんからのようだ。

『ちょっと音おと無なしさん家ちにお呼ばれされてお茶してるんだけど、もうすぐうちに宅配便が来る予定になってるから、早く帰ってきて』

　もうすぐ来るんだったら、一回帰って宅配便を受け取ってからもう一回お邪じや魔ますればいいだろうに。なんで僕が早く帰らないといけないんだよ。

　音無さん家は隣となりなんだぞ？　家が離れてるわけじゃないんだからな。

　あれ？　もう一通メールが来た。

『言いつけを守らないとまどかちゃんのお母さんにバラすからね』

　なにをだよ！　母親だからこそ知ってるような息子むすこの秘密を他よ所そにバラすとか酷ひどすぎるだろ。あと、身内の恥をバラして母さんはなんとも思わないのかよ！

　…………待てよ。要は、家に人がいればいいんだろ？　いいことを思いついた。さっそく返信しよう。

『愛あ好こに言って』

　よし、すべて妹に任せた。

　本屋寄って帰ろうかな。いや、友達を誘さそってゲーセンでも行くか？　カラオケとかでもいいな。もちろん、アニソン・ゲーソン・声優ソング縛しばりで。

　おっと、またスマホがぶるぶる震ふるえてる。

　今度は妹の愛好からだ。

『ハハ　キチク　スグカエレ』

　電報かよ。

　母さん…………愛好にも僕と同じようなメールを送ったのか。

　んー、しょうがない、まっすぐ帰るとするか。振っておいてなんだけど、愛好は学校が遠いからな。

　中身がほとんど入っていないカバンを持って立ち上がる。

　音無さんはクラスの女子とおしゃべりをしている。今日きようはお仕事じゃないのかな。

　友人たちからの遊びの誘いを断って、後ろ髪を引かれながらも教室を出る。もちろん、しぐれさんに改めて弁当のお礼を言うのも忘れなかった。

　足早に廊下を進み、玄関へ。

　靴くつを履はき替えようとしたところで、またしてもメールが届いた。また母さんか。

『早く』

　どんだけ急せかすんだよ、母さん。

『ダッシュ！』

　どんだけメール送ってくんだよ母さん！　暇ひまそうだな！

　小走りで校門を出る。

　って、またメールだ！

　何回送ってくれば気が済むんだよ。

　そろそろしつこい…………お？　今度は愛あ好こからか。

『兄さん、早く！　早くしないと、二段目の引き出しの奥にアレを隠してること、おかーさんがバラしちゃうよ！』

　やめろ！

　ってか、なんで愛好がそれを知ってるんだよ!!　ついこの前、隠し場所を変えたばっかりなんだぞ。

　あれか、もしかしておまえが母さんに教えたのか。

　ええい、ちくしょう。

　急ぎますよ。全速力で帰りますよ。それでいいんだろ！

　普段はゆっくり歩く通学路を本気で走る。もう十月も後半とはいえ、制服を着たまま走れば暑いし、汗もかく。それでも僕は拭ふくこともせずに一生懸命走った。

　学校から家まではそんなに遠くないから、すぐに我が家が見えてきた。

　む、家の前に宅配便のトラックが。もう着いていたか。

　ラストスパートをかけて、インターホンの前に立っている男の人に声を掛ける。なんとか間に合ったわ。この家の人間だと伝えて、無事に荷物を受け取った。

　って、この荷物母さん宛あてのじゃないか。

　どうせまたテレビの通販だな。恐らくまたダイエット用品の類たぐいなんだろうけど、どうせ長続きしないんだから諦あきらめればいいのに。

　家のカギを開けて中に入る。本当に誰だれもいない。僕が間に合わなかったら、どうするつもりだったんだよ。宅配便のお兄さん、二度手間になるところだったんだぞ。

　母さんがいるであろうお隣となりの音おと無なし家の方向を睨にらんで、玄関に荷物を置く。

「あっちぃ」

　昼間の陽気がこもっているのだろうか。家の中はじんわりと暖かい。秋の空気を感じられなくなって、一気に汗が噴きでてきた。

　二階にある自分の部屋へ帰る前に、洗面所に行ってタオルを一本取る。

　さすがにいまシャワーを浴びるのはちょっと面倒くさい。とはいえ、着替える前に汗くらい拭いておかないと気持ちが悪い。

　きれい好きな女の子なんかは、きっとここでシャワーを浴びたりするんだろうね。これは僕の幻げん想そうだろうか。夢から覚めた方がいいんだろうか。誰にも迷めい惑わくがかからないなら、夢くらいは見させてほしいものだ。

　タオルを手に、自分の部屋へ。

　階段を上がるのもしんどい。全力ダッシュなんて普通に生活をしてたらそうそうやらないもんな。体育の時間に走ることはあるけど、勤勉な生徒ではない僕はそこで必死になったりはしないのだ。省エネ省エネ。

　ようやく自室へと帰ってきた僕は、一気に制服を脱ぎ捨てる。

　汗を拭ふいて、パンツ一丁で仁に王おう立ち。

　うむ、実に清すが々すがしい気分だ。

　いっそのことパンツも脱いでしまおうか。その方が、より清々しさを感じることができるかもしれない。それに…………風呂に入るわけでもないのに部屋で裸はだかになるって、なんかイケナイことしてる気分でドキドキする。僕だけだろうか。

　さすがに人に見せたいっていう露ろ出しゆつ願望はないけれど、誰だれにも見られないならばこの身に纏まとうすべてから脱却して開放的な気分に浸ひたるのもまた一興、というやつである。

　部屋に窓はあるけど、常にカーテンを閉めているので外から見られることはないしな。

　…………そういえば、もうずいぶん開けてないな。

　隣となりに家を建てる際に業者が設計をミスってしまったらしく、音おと無なしさん家ちの窓とうちの窓が異様に近くなってしまったのである。

　しかもそれが、僕の部屋の窓と、音無さんの部屋の窓だったのだ。

　これのおかげで何度かおいしい目に…………いやいや、大変な迷めい惑わくを被こうむった。だもんだから、僕の部屋のカーテンは常に閉めっぱなしなのである。

　待てよ？　いま僕は、ずいぶん急いで学校から帰ってきた。となれば、音無さんはまだ帰宅していない可能性が高い。いまならカーテンを開けてもいいんじゃないだろうか。

　それにさ、最初の頃ころはまだお互いこの環境に慣れていなくて、音無さんの着替え現場を何度か目撃してしまったこともあるけれど、いまは向こうだって注意してカーテンを閉めているはず。まあ、こっちがカーテンを開けないから、普段音無さんがどうしてるのかってのをまず知らないわけだけど。

　少なくとも、いまは家にいないはずだよな。

　…………開けてみるか？　いいのか？　本当にいいのか？

　よく考えろ。

　ただ開放的な気分を味わうためだけに負うリスクか？　これは。

　っていうか、いったい僕はさっきから長々となにを考えているんだ？

　アホらし。さっさと服着ようっと。

　脱ぎ捨てた制服をハンガーに掛け、これから着る服を取りだす。

「あれ」

　見慣れた服の中に、愛あ好このものが。母さんが洗せん濯たくして畳たたんでおいてくれたものを、ごそっと持ってくる時に混ざっちゃったのかな。あとで返しておかなくちゃ。

「兄さん、ただいまー」

　おや、当の本人がドアの外から声を掛けてきた。

　いつの間に帰ってきたんだろう。結構早かったじゃんか。

「入るよー」

「ちょっ」

　返事をしようとした僕よりも早く、ドアが開け放たれた。

　いや、まあ、兄妹きようだいだからいいんだけどさ。パンツははいてるし。リビングでパンツ一丁になってるわけじゃないし。まあ、風呂上がりってわけでもないけど。

「兄さん、お客さんが…………あ」

「お兄さん、こんにち────ふぇ？」

「せんぱいっ、お邪じや魔ましま────きゃっ」

　待て待て待て！

　全然良くないぞ。愛あ好こ一人じゃないのかよ！

　部屋に入ってきたのは、愛好の友達の霜しも月つき幸こ春はるさん、そして二人の学校の先せん輩ぱいであり、今年アイドル声優としてデビューしたばかりの木こ立だち陽ひ菜な乃のちゃんだった。

　計三人の女子中学生が、着替え中でパンツ一丁の僕の目の前に！

「おまっ、だからいつもすぐ開けるなって言ってんだろ！」

「ごめんごめん。これ逆だよね。普通は中学生の女の子三人が着替えてるところに兄さんが入ってきちゃうパターンだよね。ごめんごめん、逆でごめん」

「どこ謝ってんだよ！　そういうことじゃねえから！」

「で、兄さんはなにやってたの？」

「着替えてたんだよ！　見れば分かるだろ！」

　と、手に持った服を前に突きだす。

　しかし、その手にあったものは…………。

「兄さん、それ…………わたしの服だけど」

「はっ！　いや、違うんだこれは」

「改めて訊きくけど、兄さんはナニやってたの？」

「ああっ、言葉は同じだけどなんかニュアンスが違う！」

「くんくんしてたの？　ぺろぺろしてたの？」

「そんなことするわけないだろ！　第一これ、洗せん濯たく済みのやつだし」

「洗濯前だったらするの？」

「するわけないだろ！　なんで妹の服でそんなことを」

「妹のじゃなければするんだ」

「しないって言ってんだろ!?　僕は変態か？」

「パンツ一丁で妹の服を持ってる時点で、状況証拠はこれ以上ないってくらい揃そろってると思うけど」

「本当に誤解なんだって！　信じてくれよ！」

「ごめんごめん。これも逆だよね。普通は妹のわたしが兄さんのシャツの匂においを嗅かぎながらベッドの上でもぞもぞしているところに、兄さんが入ってきちゃうパターンだよね。ごめんごめん、逆でごめん」

「意味分かんねーからそれ！」

　そんなことしたことあんのかよ。

　…………ただ、どうしてか悪い気はしない。一回くらいならそんな現場に遭そう遇ぐうしちゃってもいいかな、って思うくらいである。愛あ好こにはそんなこと絶対言わないけど。そ、そんなシチュエーションを、妄もう想そうなんてしないぞ!!

　愛好とひなのちゃんがニヤニヤと僕を見ている。完全に僕をからかって楽しんでる顔だな。一方、霜しも月つきさんはきょとんとしている。愛好の言ってることがどういうことか分かっていないんだろう。

　というか、三人ともそんなに見ないでくれますか。

　僕、いま、ほぼ裸はだかなんだよね。

「…………とりあえず、服を着させてください」

「はーい。じゃあ終わったら声掛けてね。廊下で待ってるから」

　散々僕をイジって満足したのだろうか。やっと部屋を出ていってくれた。

　急いで着替える。男の着替えにそれほど時間はかからない。まあ、すでに脱ぐものはすべて脱いでいて、あとは着るだけだったからね。

　すぐに三人を再び部屋へと招き入れた。

「で？　なんの用だよ」

　てきぱきとテーブルの用意がなされ、それを囲んで座る女子中学生三人。

　三人ともグレイス女学院という超お嬢さま学校の制服を着ている。学校から直接うちに来たのだろう。

　愛好も霜月さんもひなのちゃんもグレイスの生徒ではあるが、取り巻く環境はそれぞれまったく違う。

　まず、度の入っていないメガネを掛けている妹の愛好は庶しよ民みん。これでもかってくらい庶民。女子校に通ってみたいという本人の希望と、少々過保護が過ぎる父親の愛で中学からグレイスに入ったのである。

　対して、霜月さんはお金持ちの家に生まれた正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢さま。肩くらいまでの長さのふわふわの髪をしているが、その中身もだいぶふわふわしている。あと、超方向音おん痴ち。なんでこんな女の子が愛好と友達になったのか、いまでも不思議で仕方がない。

　最後に木こ立だち陽ひ菜な乃のちゃん。施設で育った、両親の顔も知らない女の子。そんな境遇でも、夢は叶かなえられるんだと証明するために勉強をがんばって超難関と言われるグレイスの奨しよう学がく生せいになり、さらには全国オーディションで優勝を勝ち取ってアイドル声優としてデビューまで果たしている頑張り屋さんである。

　愛あ好こと霜しも月つきさんが二年生で、ひなのちゃんがひとつ上の三年生だ。

「みんなでおしゃべりしようと思って」

　愛好が飲み物やお菓子をテーブルに並べながら言った。

「自分の部屋でやれよ」

　もしくはリビングでもいいぞ。母さんもいないし。

「今日きようはこはるんの希望で、これがあるんだよね」

　どん、と愛好がテーブルの上に大きな円筒状の物を置いた。

　透明なプラスチックのケースにオレンジ色のキャップ。中には、串くしに刺さった酢す漬づけのイカが入っている。

　駄だ菓が子し屋とかでよく見るやつだ。一本、十円とか二十円とかのやつ。

　なるほど、霜月さんが興味を抱いだくのは分からんでもない。お金持ちの家ではまず食べないだろうからね。

「で？　これと僕の部屋となんの関係が？」

「これ、結構匂においきついじゃん？」

「僕の部屋ならまあいいやってことか！」

　たしかに、お酢の匂いとイカの匂いがかなり強きよう烈れつだ。下へ手たしたら部屋に染しみ込む勢いで。

「兄さんの部屋なら最初からイカ臭くさいし、ちょうどいいかなって」

「なにがちょうどいいんだよ！　まずイカ臭くないから！」

「どれどれ」

「嗅かぐな！　なんか恥ずかしい！」

　臭くはない。断じて臭くはない。でも、意識して嗅がれるのはやはり恥ずかしい。

「ふがっ」

　ひくひくさせている愛好の鼻を軽くつまんでやった。まったく、ろくなことをしないやつだ。

　と、ひなのちゃんが僕の肩をぽんぽん叩たたいてきた。

「まあまあせんぱい、中学生のガールズトークをそこで聞いてていいから。特別ですよっ」

「え!?　場合によっては僕、自分の部屋から追いだされる可能性もあったの!?」

　っていうかひなのちゃん、いつの間に愛好や霜月さんとそんなに仲良くなったのさ。同じ学校に通ってるとはいえ、学年も違うのに。

　今日は仕事お休みなのかな。だったらさ、霜月さんはいいとしても、愛好と過ごすのはとても有意義とは言いにくいよ？

「でも、ここがせんぱいのお部屋なんですねっ」

　そっか、ひなのちゃん来るの初めてか。きょろきょろと見回している。大だい丈じよう夫ぶだ、変な物は出しっぱなしにしていない…………はず。

「せんぱいはひなちゃんのお部屋に来たことあるし、これでおあいこですねっ」

「え!?　兄さんそうなの？　いつの間に…………」

「そうなの愛あ好こちゃん！　色々見られちゃったんだよ」

「そうだったんですか…………ひなちゃん先せん輩ぱい、兄が大変失礼しました」

　謝るな妹よ。あと、なんだその呼び方。「ひなちゃん先輩」って…………本当にいつの間にそこまで仲良くなったんだよ。

　そしてひなのちゃん、僕が見ちゃったのって、音おと無なしさんのＣＤとか音無さんのインタビューやグラビアが載った雑誌の数々だよね。本人に言うのは恥ずかしいから黙だまっててほしいってお願いしてきたわりには、「色々見られちゃった」とか自分でネタにしてるじゃないか。

「じゃあひなちゃん先輩、代わりと言ってはなんですが、そこの二段目の引き出しの奥にちょっとした物が入ってるんで、見ていいですよ」

「おい！　あっさり僕の秘密をバラしてんじゃねえよ！」

　バラされたくなくて、急いで帰ってきたというのに！

「えー!?　どれどれ？」

「嬉き々きとして見に行くんじゃない！」

　引き出しを開けようとするひなのちゃんを制止する。

　で、思わずため息とともにぽろりと口から出てしまった。

「ああ…………なんかもう、帰ってくれないかな」

「えぇー！　まだ来たばっかりなのに！」

　じゃあ、ひなのちゃん、大人おとなしくしてくれるかな？　愛好の変な誘さそいに乗っちゃダメだよ？

「そうだよ、兄さん！　ひなちゃん先輩がせっかく忙しい中来てくれたのに」

　忙しいんだったらさ、ゆっくり放課後を過ごさせてあげるのも優やさしさだと思うよ？

「あのあの！　やっぱりお兄さんにご迷めい惑わくだったんじゃ…………」

「いや！　いいんです。大丈夫ですよ、霜しも月つきさん。冗談ですから！　本気で言ったわけじゃないですから！」

　にやにやと僕を見る愛好とひなのちゃん。

　こいつら…………連携がとれてやがる。

「はあ…………」

　なんか疲れた。がっくりと肩を落とす僕に、愛好がぽんと手を置いて。

「そんなに落ち込むなよ、サン」

「お、親父おやじ…………って、どこ見て言ってんだよ！　太陽はあっちだ、僕の下半身に太陽はねえよ！　そんなんじゃ全然慰なぐさめられないよ」

　ノリツッコミをさせるな、余計に疲れる。

「え…………慰めてほしい？　だったらやっぱり、このしょぼくれた太陽の方が正解じゃ…………」

「急に女の子に戻るな！　さっきの父親の設定はどうしたんだよ！　あと、しょぼくれてないからな！」

「え!?　お父さんに慰めてほしいの？」

「視線を上げろ。そしてまずはまともに会話をしようじゃないか。難しいことは言わない。意思の疎そ通つうから始めよう？　な？」

　愛あ好ことひなのちゃんを改めて座らせる。

　もうなんでもいいよ。観念しました。どうぞ僕の部屋を使ってください。

　折りたたみ式のテーブルを囲む少女たちの輪には入らず、僕は自分の机に座った。

　床に座る女の子たちを、少々高いところから眺ながめる。まあ、あれだ。ガールズトークっていうものに、興味がないわけじゃないからな。

　愛好が飲み物をコップに注ついでいく。僕の分のコップは、もちろんない。あとで自分で取りに行くか。

　そうしてる間にも、まずは霜しも月つきさんが口を開いた。さてさて、じゃあガールズトークってもんがどんなものなのか、しっかり聞かせてもらおうじゃないか。きっと、当の本人たちはおもしろくても、端はたから聞いていたらなんでもないような、ガールズトークってそんな他た愛わいもない内容だと思うけどね。夢見過ぎかな？

「この前幸こ春はる、フライングヒューマノイドを見たのですが…………」

　いきなりすげー話だ！

　たしかに夢のある話だけれども!!

　え？　巷ちまたの女子中学生っていつもそんなＵＦＯをマジメに研究している偉えらい先生たちみたいな話してるの!?

「そういえばこはるん、見に行くって言ってたね」

　見に行くってなんだよ。フライングヒューマノイドの多発地帯でもあんのかよ。今度ぜひ僕も連れてってほしいんだけど！

「ひなちゃんはまだ一回も見たことないよー」

　ええ!?　なに、そんなに簡単に見られるものなの？　日常に存在しているものなの？

「あんまりテレビとかではやらないですもんね」

　いやいやいや、やるわけないだろ。もし映像で捉とらえることができたら世紀の大発見だよ？

「でも、やっぱり生で見ると迫力が違ったのですよ！」

　そりゃそうだろうね！　霜月さんが鼻息荒くする気持ちはよく分かるわ。

「他ほかにも、バトンを回すクマさんとか、ボールに乗るゾウさんとか、とってもかわいかったのですよ」

　クマ？　ゾウ？

　ああ！　そっか、なるほど。

　サーカスの話か！

　とすると、フライングヒューマノイドって空中ブランコとかの話なのかな。だったらそれ、ヒューマノイドじゃないから。ヒューマンそのものだから。やっぱり霜しも月つきさん、英語が苦手なんだなぁ。それでも使いたがるから、いつもちょっと間違えてるんだよな。

　っていうか誰だれかツッコめよ。よくそれで会話が成立するな！

「あ、ちなみに兄さん、フライングヒューマノイドっていっても、男の人が発射するアレのことじゃないから」

「分かってるわ！」

　なんだよその余計な補足。

　それこそヒューマノイドじゃなくてヒューマンそのもの、ある意味人間の種みたいなものじゃないか。あと、そんなに言うほどフライングはしねえよ。

「よし、じゃあそろそろコレ、開けよっか」

　愛あ好こがオレンジ色のキャップを回してふたを開ける。とたんに、鼻にツンとくる匂においを少し離れている僕でも感じた。

　口の中がよだれでいっぱいになる。

「す、すごい匂いなのですね…………」

「気をつけてね、こはるん。一気に吸うとむせるよ」

「は、はいなのです」

　ふたの辺りを手でぱたぱた扇あおいで匂いを嗅かいでいる霜月さん。化学の実験でもしているようだ。そんなに警戒しなくても、普通に食べられているものだから大だい丈じよう夫ぶですよ。

「ひなちゃんはこれ大好きだからいいけど、嫌いな人にとってはこの匂いってキツいかもねっ」

「ちなみに兄さんの好きな匂いは？」

「は？　なんだその質問。考えたことないけど…………」

　香水とかもつけたことないしな。

「でも前に、女の子の枕まくらに顔を突っ込んですーはーすーはーしたいって言ってたじゃん」

「言ってねえよ！」

「へー、せんぱいってそんな匂いが好きなんですか」

「いや、違うからね、ひなのちゃん」

　考えたことはあるけど口に出してはいないから！

　相も変わらず僕をイジることに余念のない愛あ好ことひなのちゃんを他よ所そに、霜しも月つきさんはどうやら酢す漬づけのイカに興味津しん々しんのご様子。

「あの、いただいてもいいですか？」

「どうぞどうぞ、串くしに気をつけてね、こはるん」

「はいなのですよ」

　串を一本手に取ると、恐る恐る口に入れた。一いつ瞬しゆん、ぴくっと肩が跳はねた。

「すっぱい…………けど、不思議な味なのです」

　どうやら嫌いな味ではないようだ。

「でも、これすごく硬いのですが」

「しゃぶってれば少しずつ軟らかくなるよー。アレと逆で」

　アレってなんだアレって。

「アレはしゃぶってると硬くなるもんね？　兄さん」

「僕に訊きくな僕に」

　おまえの発言、なんだか最近特にエグくなってきてないか？

「でも、本当にすごい匂においだよね。ちょっと窓開けて換気しよっか」

　ひなのちゃんが立ち上がって、ひとつしかない僕の部屋の窓へと近づく。

「あ！　ちょっと待って！」

[image: ]

　遅かった…………。

　ひなのちゃんの手によって、勢いよくカーテンが開けられてしまった。

「あれ、まどかせんぱい？」

　ひなのちゃんが窓を開けながら言った。

　むむ、音おと無なしさん帰ってたのか。ひなのちゃんには、音無さんが隣となりに住んでるってこと言ってたっけ。あれこれと説明が面倒くさいなぁ。

　しかもまた、タイミングの悪いことに、音無さんは部屋で着替え中じゃないか…………え、ちょっと待って、着替え中!?

　制服から着替えてるところだったらしい。スカートはすでに脱いでいて、ブラウスの前のボタンがすべて開けられている。

　モロに下着姿というわけではなく、ちらちらと見える。それがまた男心をくすぐるんだよね。まったく見えないんじゃなくて、ちょっと見えるってのが、興味がそそられるんだわ。前に見てしまった時もちょうどこの瞬しゆん間かんだった気がする。

　ただ、今回はなぜか音無さん窓まど際ぎわに立ってるからさ。近いのなんのって。下着に施ほどこされた刺し繡しゆうまでしっかり見えちゃうんですけど。

　それにしても相変わらずスタイルいいな、音無さんは。

　肌はだもキレイだし。

　そしてなんでこんなタイミングがいい…………じゃなかった、悪いんだよ音無さんは。っていうか、なんでカーテン開けて着替えてるの！

「きゃああああ！　変態！　えっち！　すけべ！　覗のぞき魔！」

　カーテンにくるまりながら、音無さんが僕を罵ば倒とうしてくる。

「いやいやいや！　違うって！　開けたのひなのちゃんだし！　だいたいなんでカーテン開けて着替えてんの!?」

「だ、だって…………着替えようと思ったら部屋に熱がこもってたから、換気しようと思って…………そっちカーテン閉まってたし、窓だけ開けてカーテン閉め直せばいいかなってところであんたが…………って、あれ？」

　ようやく僕以外の人の存在に気づいたようだ。

「まどかせんぱいっ、おつかれさまでーっす」

「なんでひなぶーがこいつの部屋に…………」

「え？　…………そんな、理由を訊きくなんて野や暮ぼじゃないですか」

　ひなのちゃん、いまちょっと考えたろ。考えてからどうとでもとれるような言い方にしただろ。まーた、説明がややこしくなったわ。

「違うよ!?　愛あ好こが連れてきたんだよ！　学校で仲良くなったらしくて」

　僕が言うと、愛好と霜しも月つきさんがたて続けに音無さんと挨あい拶さつを交わす。一応、そこに関しては納なつ得とくしてくれたようだ。

「でもすごいですねっ、この窓。見たい放題、見せたい放題じゃないですかっ」

「見てないからね!?」

「見せてないからね!?」

　二人で同時にひなのちゃんへとツッコむ。あとでちゃんと事情を説明しないとな。普段どうしているかも含めて。

「まどかせんぱい、今日きようはオフですかっ？」

「まあ、一応…………」

「じゃあ、まどかせんぱいもこっち来ませんかっ？」

「えっと…………」

　音おと無なしさんが僕を見る。一応、僕ん家ちだし、僕の部屋だからな。

　もちろん大歓迎さ。自分の部屋に男が一人、女の子が三人なんて滅めつ多たにないシチュエーションだぞ。そう考えれば幾分テンションも上がるってもんさ。もちろん妹の愛あ好こは勘かん定じように入っていない。

　ただ、愛好に霜しも月つきさんにひなのちゃんに音無さん…………となると、僕一人ではツッコミきれないかもしれない。このメンバーでツッコめるのは僕だけだ。あっちにツッコんで、こっちにツッコんで、なんてやってると、音無さん負けず嫌いだからな。自分も自分もと激しくなる一方だろう。もう代わる代わるの乱れ打ちだね。

　ここは男として、覚悟して臨のぞまなければ。

「じゃあ、着替えたらそっち行くから」

「あ、まどかせんぱいっ」

　ひなのちゃんが音無さんを引き留める。

「なに？　早く着替えたいんだけど」

　ですよね、そのくるまってるカーテンの下は下着姿ですもんね。

「枕まくら持ってきてくださいっ」

「は？　枕？　なんで枕なんか」

「せんぱいが女の子の枕の匂においを嗅かぎたいんだって」

「言ってねえし!!」

　もうその話はいいだろうよ！

「…………あたし、だいぶあんたのこと分かってきたつもりだったけど、まだまだだったわ」

「音無さん、ひくのだけはやめてもらっていいかな!?」

「己おのれの認識の甘さを反省するわ。ごめんなさい」

「謝らないで！　なんかもう、本当に僕の方こそごめんなさい！」

　またしても着替えを見てしまったし、ひなのちゃんが変なお願いをしちゃったし。

「で、まどかせんぱいっ、枕まくら持ってきてくれますかっ？」

「絶対、嫌いや」

　デスヨネー。




「せんぱいっ、お願いします」

「わ、分かった」

「じゃあ、まずはこっち」

「えっと、僕、あんまり経験がないんだけど、どうすれば」

　小さい頃ころ、愛あ好こに同じことをしてやったことがあるけど、もうあまり覚えていない。

「そんなに恐こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶですよっ。ゆっくり、優やさしく、ね」

「う、うん。こう、かな」

「あっ、もうちょっと下」

「し、下？」

「うん。あっ、そう、その辺り」

　くすぐったそうに、鼻にかかったような声を出すひなのちゃん。

「よ、よし」

「あっ、ちょっと強い」

「ごめん！　痛かった？」

「ううん、平気です。せんぱいのしたいようにしてくださいっ」

「こう…………かな」

「せんぱいっ…………上じよう手ずですね。初めてとは思えない」

「そうかな、はは」

「はい…………とっても、イイ感じですっ」

「なら、よかった」

「せんぱいっ、こっちもしてください」

「え？　こっちも？」

「はい…………せんぱいに、してほしいんです」

「しょうがないな」

「さっきと同じように…………そうですっ、優しく、丁てい寧ねいに」

「…………うん」

「ああっ、イイですっ！」

「ちょっと!!　あんたたちなにやってんのよ!!」

　あ、音おと無なしさんがやってきた。あと、すいません、ドアを勢いよく開けすぎです。壊れたらどうするんですか。

「え？　ひなのちゃんの髪を結ってただけだけど」

「せんぱいにリボン着けてもらいましたっ。右と左、どっちもですっ」

「え？」

　ひなのちゃんに隣となりが音おと無なしさん家ちだということを教えたり、窓と窓が接近した造りになってしまった経けい緯いを話していたら、ひなのちゃんのリボンが解ほどけていることに気づいたのである。

　で、なぜかひなのちゃんが僕に結ってほしいとお願いしてきたので、やってあげていただけである。

「あ、そう…………」

　どうしたんだろ、音無さん。

　…………あれ、いま一いつ瞬しゆん睨にらまれた気がする。ひなのちゃんの髪を結ってあげたのがそんなに気に入らないのだろうか。

　肩で息をしながら、なぜかお怒りの音無さんを見る。確認のしようがないので分からないけど、服の下には恐らくさっき見てしまった下着を身に着けているのだろう。一日にそう何回も替えたりはしないだろうからね。

　でも、意識すまいと思えば思うほど意識してしまう。それだけさっきの光景が鮮せん烈れつだったからな。

　私服姿の音無さんを思わず舐なめるように眺ながめていたら、深呼吸していた彼女の口から次の一言が。

「イカくさっ」

「ごめんなさいまどかさん、兄さんの部屋なので勘かん弁べんしてください」

　愛あ好こ、そのネタはもういいから。いい加減しつこいから。

「違うからね、酢す漬づけのイカを食べてたからだから」

　入れ物を指さして音無さんに説明する。いくらなんでもこんなに強烈な匂においはしないよ。

「あ、なんか懐なつかしい！　もらっていい？」

「どうぞどうぞ」

　さらっと輪の中に入っていく音無さん。なんとか機嫌を直してくれたようだ。よかったよかった。一安心。

「みんなでなんの話してたの？」

「兄さんにガールズトークっていうものを実じつ践せんして見せてあげてたんですよ」

　妹よ、そんなメガネを指でくいっとさせながら答えるほど、さっきのガールズトークに自信があったのかい？

「いやいや、それがさ、音無さん聞いてよ。酷ひどいんだよ。まったくこれっぽっちもガールズトークの片へん鱗りんなかったんだから」

「ガールズトークかぁ…………よし、じゃああたしがこれぞっていう話をしてあげるわ」

　音おと無なしさんも混ざってのガールズトークか。うん、不安ばかりが膨ふくらんでいく。

「なんで男の人ってあんなに女の子の身体からだをじろじろ見てくるんだろうね？」

　ん？　さっそく変な雰ふん囲い気き。

　まあ、でも…………ガールズトークってものが女の子同士でする話ってことなら、たしかに意味としては合ってるのか？

「あたし、ついこの前もじろじろ見られてさ」

　ちら、と音無さんが僕を見る。

「でも、まどかさんかわいいからしょうがないですよ」

　ちら、と愛あ好こが僕を見る。

　なんだなんだ、ついこの前って本当にさっきのことか。

「まださ、こっちが下着姿とかだったら分からなくもないのね？　でも、服着ててもじろじろ見てくるんだよね」

　それはさ、もうさ。なんていうか勘かん弁べんしてもらえませんか。

　あのー、別の話題に変えてもらっていいですかね？

「まどかせんぱい、まどかせんぱいっ」

「なに？　ひなぶー？」

「まどかせんぱいは、いつもどこを見られるんですか？」

「どこ、かあ。そうだなぁ…………」

　ちら、またしても音無さんが僕を見る。

「ひなちゃんは、お仕事を始めてからミニスカートをはくことが多くなったんですけど、そのせいか脚あしを見られることが多い気がします」

　ちら、ひなのちゃんまでこっちを見てきた。

「あー、たしかに脚はよく見られるわね」

　二人してちらちらこっち見んじゃねえよ！

　ああそうだよ、見てるよ。悪かったね！

「まどかせんぱいも脚ですか？」

「そうね、脚を見られるのは多いかも」

「他ほかに見るところないですもんねっ」

「……………………どういうことかな？」

　おっと、さっきまで僕をちら見していた音無さんの視線がひなのちゃんにロックオン。

　こっから先は、触らぬ神に祟たたり無し。座して状況を見守ることにしよう。

　おや、愛好もテーブルを離れたな。輪を抜けて僕の隣となりにやってきた。危険を察知したんだろうか。

　霜しも月つきさんはというと、一人でもくもくと酢す漬づけのイカを嚙かんでいる。ずいぶんお気に召したようだ。

「脚あし以外だって見られるから！」

「へー、たとえばどこですか？」

「…………………………………………」

　音おと無なしさん、とっさに次の候補が出ませんね。

「しょうがないですよね、他ほかのところは、服着ちゃったら隠れちゃうくらいのモノしかないわけですし」

「そんなことないわよ！　服の上からだって充分！」

　音無さん、急に胸を張りだしました。

「まどかせんぱい…………せめて鳩はと胸むねだったら、まだ…………」

「まだ、なによ！　まだ、なんなのよ！」

　誤ご魔ま化かせたのにね。と、僕が心の中でひなのちゃんの言葉を引き継いでおきましょう。

「そっか、それでさっきみたいに服を脱いで直じかに見せるっていう最終手段をとったわけですね」

「さっきのは事故でしょ!?　なんであたしが自分から見せた、みたいな流れになってんのよ！露ろ出しゆつ狂きようの痴ち女じよじゃないんだから！」

「まどかせんぱい…………堕おちるところまで堕ちてしまったんですね…………おいたわしや」

「勘かん違ちがいの同情はやめてくれる!?」

「それもすべておいたわしいお胸のせいで…………」

「言ったわね!?　さっきまで遠回しに遠回しにしてたのに、ついにはっきり言ったわね!?」

　おいたわしいお胸ってなんだよ。ちょっとネットで調べてみるか。

　ほうほう、なるほど。「おいたわしい」って言葉には、気の毒とか、不ふ憫びんな、って意味があるのか。

　つまりこの場合は、気の毒なおっぱい。不憫なおっぱい。

　あ、でも他にも意味があるぞ！

「音無さん！　『おいたわしい』って言葉には、大切に思うとか、いたわって大事にしたいって意味があるらしいよ！　だから音無さんの胸はおいたわしくてもいいんだよ！」

「やりましたね、まどかせんぱいっ！　おいたわしいお胸で良かったじゃないですかっ」

「いやああああ、おいたわしいおいたわしい連呼しないで！　なんか『板』って言われてるみたいでへこむから！」

「お胸がですか？」

「気分がよ!!」

　小さいのはしょうがないとしても、へこむのは嫌いやだね。

「元気出してください！　ひなちゃん、まどかせんぱいのそんな痛々しい姿は見たくないですっ！　板いた々いたしいお胸でもきっと大だい丈じよう夫ぶですって！」

「板々しい胸ってなによ!?」

　そうだよ音おと無なしさん。気にしたってしょうがないじゃないか。それにさ、ひなのちゃんが言うほど小さくはないから安心して。普通だよ、普通。服の上からでも、充分膨ふくらみは見て取れるからさ。

「あと、あんたもしょうもないこと調べてんじゃないわよ！」

　いやあ、ちょっと気になっちゃって。

「だいたいね、あたしは声優なんだから。アイドルとかなんとか言われてるけど、基本は声優なんだから、声と演技で魅みせればいいのよ」

　正論ですね、音無さん。それを言われちゃったらさすがのひなのちゃんもこれ以上イジれないよ。

「…………せんぱいっ」

「ん？」

　なんだい、ひなのちゃん。余計なことを言うんじゃないよ？　ただでさえ音無さん気が立ってるんだから。それともまさか、今度はこっちに矛ほこ先さきを向けたんじゃないだろうね。それは勘かん弁べんしてくれよ？

「せんぱいは、まどかせんぱいのことを音無さんって呼んでるんですか？」

「そうだけど」

　なんだい改まってそんなこと。べつにおかしなことはないよね？

「まどかせんぱいは、せんぱいのことなんて呼んでるんですか？」

「こいつ、とか、あんた、とか。ラジオでは村むら人びとくん、かな。学校とかでは、普通に苗みよう字じで常つね村むらくんって」

　あと、「素人しろうと」って呼んだりするよね。

「もう何ヶ月も一緒にラジオやってるのに、いまだにお互い苗字で呼び合ってるんですか？」

　そう言われてみれば、呼び方なんて最初に会った時からずっと変えてないもんな。意識して変えようと思ったこともないし、そもそもそんなタイミングなかったし。

「もしかして、実は仲悪いとか？」

　おい、ひなのちゃん。僕の気持ちを知ってるくせに、なにを言いだすんだい。

「べつに、その…………普通、だよね？」

　音無さんに視線を送りながら答える。

　思わず「普通」と言う前に間を作ってしまったのだが。

「うん、まあ…………普通じゃない？」

　音無さんまで同じように間を作って答えた。

　なんとなく気まずい雰ふん囲い気き。音無さんも、僕の気持ちを知っちゃってるからなぁ。

　急に静かになってしまったので、霜しも月つきさんもイカを食べるのをやめて音おと無なしさんと僕を交互に見る。

「あのあの…………仲、悪いのですか？」

　いや、違うんだよ霜月さん！　言い淀よどんだのはそういうことじゃないんだ。事情を知らない霜月さんには、まったく正反対の受け答えに聞こえてしまったかもしれないけど、仲が悪いわけではないんだ！

「じゃあせんぱいとまどかせんぱい、下の名前で呼び合ってみたら？」

　し、下の名前で？

　まどかさん？

　…………まどかちゃん。いや、「ちゃん」はないな。

　…………ま、まどか。

　呼び捨てとか！　呼び捨てとか！　うああああ、なんだこのムズ痒がゆい感じは！

「な、なに言ってんのよ、ひなぶー」

「いいじゃないですかっ。試しに一回呼んでみてくださいよ。で、しっくりくるようなら今後もそうしていけばいいじゃないですか」

「べ、べつに呼び方なんてどうでもいいでしょ？」

「あれれー？　やっぱり仲悪いんですか？　一回試すことすら嫌いやなんですか？」

「そ、そんなことは…………」

　ひなのちゃんめ…………!!

　霜月さんは目をうるうるさせて音無さんと僕を見てくるし。これは、呼ばないといけない流れか？

　音無さんと目が合う。見つめ合う。

　…………ど、どっちだ。どっちから言う？

「ど、どうぞ」

　なんか恥ずかしくて譲ゆずってしまった！　ほんっとに、男気ってもんがないな、僕には。自分でも情けなくなるよ。

「そ、そっちから先に言ってよ」

　あ、音無さんもこの反応。かなり恥ずかしがってるみたいだ。

　なんでだろう。ただ名前を呼ぶだけなのに。なんでこんなに…………。

　そう、そうだよ。ただ名前を呼ぶだけなんだよ。なにを僕は緊きん張ちようしてるんだよ。普通に呼べばそれでいいだけのことじゃないか。

　よ、よし！

　音無さんの姿を真っ正面から捉とらえる。

　ごくり、とつばを飲んで覚悟を決める。なんで名前を呼ぶだけなのに覚悟が必要なのかは分からないけど。

「じゃあ…………言うよ？」

「…………うん」

　こくん、と頷うなずく音おと無なしさん。

「…………ま、まどか、さん」

　言った！　言ったぞ。

　あああああああああああああああ、恥ずかしい！

　よし、次は音無さんの番だ。

「ヤだ。呼び捨てで呼んでほしい」

　ちょおっ!?　音無さんなに言ってんの！

　しかも、ガラにもなく超ぶりっこじゃないですか。

「は？　え、あの…………その」

　僕は大混乱である。ただでさえ振り絞っている勇気を、さらに振り絞れというのか。そんなにしたら僕の心が千切れちゃうんじゃないだろうか。

「だめ？」

　なんで急にノリノリなんですか、音無さん。しかも、その、なんかかわいいし。

　男ってこういうの弱いよね！　ぶりっこ使ってるなってのは分かってるんだけどさ、かわいいからオッケーなんだよね。

　あーもう、みんなもニヤニヤしながら見てるし！

「ま、まどか…………」

「ありがと、良りよう人とくん」

　ふぉあああああああああ！　んぬおぁぁぁぁぁぁ!!

　きっと僕、いま顔赤くなってんだろうなぁ。これでもかってくらい真まっ赤かになってるんだろうなぁ！

「はい、これでいい？」

　音無さん変わり身早いな！

　もうちょっと味わわせてよ！

「恥ずかしいセリフなんてね、仕事でこれでもかってほど言ってんの。いまさらこんなことで照れるわけないでしょ？」

　そう言う音無さんは、手でぱたぱたと顔を扇あおいでいる。心なしか、頰ほおが赤くなっているような気もする。

「あー、暑い。なんか今日きよう暑いわね」

　そうだね、暑いね。十月も後半だけど、今日は暑いよね。

　僕も着ているシャツの襟えり首くびを持ってぱたぱたと空気を送り込む。




　その後も、果たしてガールズトークなのかそうでないのか微妙な話に花を咲かせる女の子たちにツッコミを入れながらも楽しい時間は過ぎていった。

　気づけばもう日も沈みそうな時間。日が短くなったせいもあるけど、おしゃべりに夢中になってると、時間ってアッという間に過ぎていくからね。うん、いつもラジオの収録が押しまくってるからよく分かる。

「あ、もうこんな時間か」

　愛あ好こも気づいたようだ。

「こはるん、帰りは車だよね？」

「はいなのですよ」

　さすがお金持ち。友達の家に遊びに行くのでも、送迎付きですか。

「じゃあちょっとくらい遅くなっても大だい丈じよう夫ぶだよね、ご飯食べていきなよ！」

　む…………愛好、べつにいいんだけどさ、うちのような一般家庭で出る普通の晩ご飯が、果たして霜しも月つきさんの口に合うだろうか。そんなすごいものは出せないよ？

「えっと…………いいのでしょうか」

　霜月さんが僕を見てくる。

　んー、まあいいか。

「たいしたものは出せないと思うけど、霜月さんが大丈夫ならいいよ」

　門限とか平気かな。それが問題なければ、うちはべつにいいんだけど。

「連絡さえしておけば大丈夫なのですよ。陽ひ菜な乃の先せん輩ぱいも、車で送っていきますし、いかがですか？」

　霜月家のお嬢さまに、いまをときめく新人アイドル声優の女の子をあんまり遅くまで引き留めるのは気がひけるけど、ボディガードが一緒なら帰り道に関しては問題ないか。

　とはいえ、あまり遅くなりすぎないように時計は見ておいてあげないとな。

「じゃー、お言葉に甘えちゃおっかな」

　ひなのちゃんも大丈夫か。

　となると、自然な流れで愛好が音おと無なしさんにもお誘さそいを。

「まどかさんも、ぜひ！」

「うん。じゃあ、もうちょっとお邪じや魔ましちゃおうかな」

　よし、そうと決まったら…………って、母さんまだ帰ってないみたいだな。

　音無さん家ちにいるんだっけ？　電話してみるか。

　音無さん、霜月さん、ひなのちゃん、そして僕。四人が一いつ斉せいに電話タイムに入る。

「もしもし？　母さん？　いまうちに友達来てるんだけどさ、晩飯うちで食べてくことになったから」

『あらそうなの？　じゃあ、冷蔵庫に色々入ってるから、適当にやっといて。あと、ご飯なら炊たいてあるから』

　帰ってくる気はさらさらないんですね。

「あんまり長々とお邪じや魔ますんなよ？」

『分かってる分かってる。母さんも音おと無なしさん家ちでご飯いただいて帰るから。よろしくね』

「はいはい」

　電話を切ると、他ほかの三人もちょうど終わったところの様子。なので、さくっと事情を説明する。

「どうしようか。ファミレスにでも行く？　弁当かなんか買ってきてもいいし」

　そして、もうひとつの選せん択たく肢し。

「冷蔵庫には色々入ってるらしいから、作ってもいいけど…………あんまり料理は得意じゃないんだよなぁ」

　自分で食べる簡単なものなら少しくらいはできるけど、人に食べさせるようなのはとてもできない。

「わたしも料理は…………ごめん」

　愛あ好この料理をしている姿も見たことないしな。

「兄さんのおかずになることくらいしかできないや」

　うん、それもしなくていいからな？　大人おとなしくしてなさい。

　さてどうしようか、と思っていたら、なんと立候補が。

「はい！　じゃあ、ひなちゃん作ります！」

「作れるの？」

「家ではいつもやってますから」

　さすがひなのちゃん。子供たちに作ってあげてるのかな。本当に、この娘こはなんでもできるんだな。感心感心。偉えらいぞ。

「へー、すごいな」

「えへへー。それに、お料理できる女の子の方が男の人的にポイント高いでしょ？」

「そうだな、できないよりはできる方が嬉うれしいかな」

　必ひつ須すスキルではないけどね。どちらかといったら、って話だ。

「…………あ、あたしも作る！」

　うお、意外な人が立候補したんですけど。

「お、音無さん…………？」

「なによ」

「無理しなくていいんだよ？」

「は？　無理なんてしてないし。ひなぶーだけには任せておけないからね」

　どういう気の迷いだろうか。あの音おと無なしさんが料理を作ってくれるなんて。

　ひなのちゃんもたいそう驚おどろいたようで、目を丸くしている。

「まどかせんぱい、どういう風の吹き回しですか？」

「あたしが料理作るの、そんなに意外!?」

　いやいや、作ること自体には驚かないんだけどさ、自ら立候補してくるとは思ってなかったからさ。

「この前しぐれせんぱいが『良りよう人とさまにお弁当作っていくんです』って言ってたけど、それと関係ありますか？」

「まったく、これっぽっちも関係ないわね」

「お料理得意なんですか？」

「得意ってほどでは、ないけど…………」

「あ、自信ないんだ？」

「そんなことないわよ！」

「…………大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ついに心配され始めたんだけど！」

「だって、気になる男の子の前で料理が下へ手たなところなんて見せられないじゃないですかっ」

「はあ？　ねえ、ひなぶー、気になる男の子って誰だれのこと？　意味が分からないんだけど！　だいたいね、料理なんてちょろいのよ。ぱぱっとおいしいもの作ってあげるわ」

「じゃあまどかせんぱい、勝負しましょっ」

「…………勝負？」

「はいっ。ひなちゃんとまどかせんぱい、どっちの料理がおいしかったかで判定してもらうんですっ。で、みんなが審査員ね！」

　僕と愛あ好こと霜しも月つきさんで二人の作った料理を審査するのか。

　ひなのちゃん、そんなに料理に自信があるのかな。そうでなかったら勝負なんて自分から申し込まないもんね。

「受けて立とうじゃない」

　さすが負けず嫌いの音無さん。普通にはできるって前に言ってたと思うけど、自信満々のひなのちゃんの挑戦を受けたぞ。

「ひなちゃんがみんなのほっぺた、落っことしてあげますっ！」

「あたしの腕前、とくと味わわせてあげるわ…………」

　こうして、音無さんとひなのちゃんの料理対決が勃ぼつ発ぱつしたのである。

「兄さん、なんか嬉うれしそう」

「ほっときなさい」

　嬉しくないわけないだろう！




「さて、場を移しまして、常つね村むら家のキッチンへとやってきました。本日の舞台はこちらとなります」

　キッチンが見えるリビングのテーブルへと着いた愛あ好こが、芝しば居いがかった口調で僕へと話を振ってくる。

「本日の実況解説は常村良りよう人とさんにお願いいたします」

「あ、僕そういうポジションなのね。あれ？　僕、審査員じゃなかったっけ」

「兼任しております」

「兼任なのね。はいはい、了解しました」

　愛好に並んで座ると、一ひと際きわ大きい声を出し始めた。

「お二ふた方かたの準備が整ったようです。それでは、『第一回、兄さんの胃袋を摑つかむのは誰だれだ！』お料理バトル!!　開かい催さいです！」

　ぱちぱちぱち、と拍手で音おと無なしさんとひなのちゃんを迎え入れる。なんなのこのノリ。僕もノらないといけないの？

　しょうがない。やってやるか。

　相あい方かたが愛好っていうのが、不安ではあるけども。

「選手の二人がキッチンへと入場してまいりました。色鮮やかなエプロン姿です。うちにあんなエプロンがあったことに、僕はまず驚おどろいております」

　フリルのついた色違いのエプロンを二人は身に着けていた。あんなのいつ買ったんだよ。見た感じ新品っぽいけど。母さんが使ってるのも見たことないしな。

　これから料理をするということもあり、二人とも髪をひとつに束ねている。見慣れない姿に、正直ドキっとした。

「まどかさんは私服の上に、ひなちゃん先せん輩ぱいはグレイス女学院の制服の上にエプロンを着けてますね。まずはこの格好、いかがでしょーか!?」

「いやー、素晴らしいと思いますよ。エプロンというのはそもそも、料理をする時に身に着ける衣装でありますから、清潔さってのがイメージにあるわけなんですよ。もうそれだけで好感度はプラスですよね。でもエプロンってのは、どうしても母親のイメージが強くて仕方がありません。ただ、そこで今回のひなのちゃんなんですが、制服の上にエプロンを着けていますよね。見ている人に母親をイメージさせてしまうエプロンと、中学校の制服っていうアンバランスさがまた────」

「はい、ありがとうございました」

　おい、切るなよ。いまいいところだっただろ。

「要約すると、裸はだかエプロン最高ってことですよね」

「一回も言ってないだろ、そんなこと！」

「おっと、選手のお二人、まずは手を洗っていますね」

「基本ですね」

「兄さんとしては、むしろ洗わずに汗のついた手のままで調理を開始してほしかったところですよね。これは減点の対象になりますか？」

「なるわけないだろ！」

「なるほど、むしろ『僕がぺろぺろしてきれいにしてあげる』ってことですか」

「どこまで変態なの!?」

「兄さん────兄として、減点です」

「ああっ！　僕の点数が下がった！　言われもない事実で家庭内のポジションが危うい！」

　あと、いつの間に得点制になったんだよ。

　しょうもない愛あ好このボケにツッコんでいる間にも、キッチンでは次の展開が始まっていた。

「冷蔵庫を開けましたよ、兄さん。食材の確認ですね」

「今回のルールでは、冷蔵庫に入っている食材のみを使ってなにかを作るということになっております」

「山やま芋いも、うなぎ、すっぽん、まむし、などなどは入っているでしょうか」

「家の冷蔵庫にそんな精の付きそうなものばっかり入ってたら嫌いやだろ…………」

　色々疑っちゃうよ。これ以上弟や妹が欲しいなんて言った覚えはないぞ。二次元の姉と妹なら欲しいけど。

　僕もまだどんな食材が用意されてるのか知らないけど、そんな突とつ飛ぴなものは入っていないと思う。普通にスーパーで買えるような食材しか入っていないはずだ。

「それにしても、なぜか今日きようのうちの冷蔵庫はパンパンですね」

「常つね村むら家の財政状況で見み栄えが張れて良かったですね…………おっと兄さん、まどかさんがなにかを取りだしましたよ？」

　手に載るくらいの小さな筒状のものを持っている。真剣な顔でつぶやく音おと無なしさんの声が聞こえてきた。

「冷蔵庫に入ってるものなら、なに使ってもいいのよね…………」

　これは…………僕がツッコまないといけないのか。

「電池だぁ────!!　音無まどか、まずは電池を取りだしたぞ！」

「じゃあ、ひなちゃんはこれ！」

「対するひなのちゃんが取りだしたのは────なんと、まさかの、瞬しゆん・間かん・接・着・剤！　いったいこれらを使ってどんな料理を作るのか…………って、おい！　工作でも始めるつもりかよ！　そんなボケいらないから料理に集中してください！」

　冷蔵庫に入れておくと持ちがいいって聞いたから入れてるんだよ！

「ちなみにまどかせんぱいっ、お料理の『さしすせそ』ってなにか知ってます？」

「おっと、これはひなのちゃんから音おと無なしさんへの牽けん制せいでしょうか」

「非常に高度な情報戦が繰り広げられてますね、兄さん！」

　そんなことはねえよ！

　料理の『さしすせそ』って有名でしょ。

　砂糖、塩、お酢す、しょうゆ、味み噌その五つの調味料のことだな。基本だよ。

「それくらい知ってるわよ！　常識でしょ？」

「じゃあ、『さ』は？」

「砂糖よ」

　おー。本当に知ってるんだ、音無さん。

「『し』」

「しょうゆ」

　ん？　そこでしょうゆ出た？　雲行きが怪しくなってきたぞ。

　これ、音無さん間違いやすい典型的なパターンに入っちゃったんじゃないの。

「ほうほう、『す』」

「お酢」

「『せ』は？」

「『せ』…………あれ、『せ』ってなんだったっけ」
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　あー、やっぱりここで詰まっちゃったか。さっき『し』でしょうゆって言っちゃったから余計に混乱してるな。

「石油？」

　せめて食べ物にしろよ！

「じゃなかった！　じゃなくて…………えっと、背せ脂あぶら？」

　ねえよ！　一般家庭で背脂を常備してる家なんて滅めつ多たにないよ！

「あれ？　なんだっけ。知ってるはずなんだけど…………」

　ダメだ、音おと無なしさんドツボにはまってる。

「分かる人いますかー？」

　ひなのちゃんがこちらに問いかけると、意外にも霜しも月つきさんが手を挙げた。

「聖水！」

　ファンタジー！　錬れん金きん術じゆつでもするんですかね!?

「ふふふ、ひなちゃん、お料理の『さしすせそ』も知らない人に負ける気しないなー」

「くっ…………」

　音無さん、これはボケたんじゃなくて本当に間違えたっぽいな。

「うーん、これは、思った以上にひなのちゃんの挑発が効いてそうですね」

　なんて言ってるうちに、二人とも食材のチェックに戻ったようだ。

「ちなみに、愛あ好こは分かるか？」

「あったりまえじゃん！」

　おまえも女の子だからな。知っておいた方がいいぞ。

　よし、確認してやろう。

「じゃあ、『さ』は？」

「サックス！」

「料理の『さしすせそ』だっつってんだろ！　なんでいきなり楽器が出てくるんだよ」

「味わい深いハーモニーとか言うでしょ？　いいから最後まで訊きいてよ」

「しょうがないな、じゃあ『し』」

「シックス」

「…………『す』」

「スックス」

　スックスってなんだよ！　そんな言葉存在しねえよ！　ボケるにしても、せめて存在する言葉にしろよ！

　えーっと、次は。

「……………………『そ』」

「ソックス！　って、あれ？　なんで『セ』抜かしたの？」

「なんでもだよ！」

「えー、とっても甘い愛のスパイスなのに」

「やかましい。っていうか最後の一個前でオチちゃってんじゃん！」

　せめてオチは最後にもってくるようにしなさいよ。だいたい、料理の『さしすせそ』で最後が「ソックス」ってどういうことだよ。女の子がはいた靴くつ下したで出だ汁しでもとるつもりか。変態すぎんだろ。

　おっと、んなこと言ってる場合じゃない。キッチンの様子は……っと。

　音おと無なしさんが調味料をしまってある棚たなから、一本の瓶びんを取りだした。

「ねえ、このお酢す腐くさってない？」

「ん？　大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「でも、なんかすっぱい匂においするよ？」

「そりゃお酢だからねぇ!?」

「あ、そっか」

「素す!?　お酢だけに素!?」

「いまのダジャレを入れたツッコミは減点の対象になるわね」

「実況解説にも減点ってあるの!?　…………って、だからボケてばっかりいないで料理をしろよ!!」

　さあ、そろそろ二人ともなにを作るか決めてもらわないと。

「えーっと、ここでひとつ問題があるのですが…………」

「そうですね。問題がありますよね。兄さん、説明してやって！」

　本当に問題点に気づいてるのか、こいつ。

　まあいいや。

「うちのキッチン、そんなに広くないですから。コンロの数も限りがありますし。二人が同時に調理をするのは難しいです」

「そのとーり！」

　愛あ好このやつ、乗っかってるだけだな。

「どちらが先に調理を開始するか、を決めてもらわなくちゃいけません」

　音無さんとひなのちゃんがお互いを見合う。食材も豊富にあるわけじゃないからな。先に使い切られたりしたら、メニューを考え直さないといけなくなるだろう。

「ひなぶー、先にどうぞ」

　音無さんが先を譲ゆずったぞ。先せん輩ぱいとしての懐ふところの広さを見せた感じか？

「いーんですかぁ？」

「お手並み拝見といこうじゃない」

「じゃあ、ひなちゃんからいっきまーっす」

　音おと無なしさんが一歩引き、ひなのちゃんがキッチンへと立った。

「先攻はひなのちゃんに決まったようです。さて、まず用意したのは小こ鉢ばちですね」

　食器戸と棚だなの中から小鉢を取ったひなのちゃんは、そのまま冷蔵庫へと向かう。

「次に…………冷蔵庫からチューブ状の物を取りだしたぞ？　あれは、カラシですかね？」

「いや、兄さん、絵の具かもしれないよ」

「その可能性はゼロですね。おっと、あのチューブはカラシではないぞ。ショウガだ！」

　すり下ろされたショウガの入ったチューブだ。いちいちすり下ろさなくていいなんて、便利な時代になったものだ。風味の点でいえば劣るだろうけどね。まあ、そんな味の違いが分かるような舌を持つ者はこの常つね村むら家にはいないから問題ない。

「さて、ひなのちゃんはあのショウガをどうするのか」

　ショウガの行方ゆくえを見守る僕らだったが、ひなのちゃんはまず先にフライパンを火にかける。次を見越しての行動だろう。手て際ぎわがいい。

　小鉢にショウガをひねりだすひなのちゃん。さらにそこへ、しょうゆ、みりん少々も加えた。分量を量ったりはしていない。

「ひなちゃん先せん輩ぱい、手慣れてますねー。ところで今回の対決は、料理の手際も審査で考こう慮りよされるのでしょうか」

「あー、どうしますかね」

　腕を組みながらこっちを見てくる音無さんと、各種調味料を入れた小鉢を手に、菜さい箸ばしで軽くかき混ぜながらこっちを見るひなのちゃん。

　審査に手際も加味するとなれば、ひなのちゃんの圧倒的有利な気がする。なんとなくだけど。

「ひなちゃんは、お料理上じよう手ずな女の子なら手際もよくないとダメだと思いますっ」

「そ、そうね！　それでいいわよ」

　…………音無さん。いいのかな？　負けず嫌いもほどほどにしないと、勝ち目がなくなっちゃうよ。

「分かりました。じゃあ、手際も採点対象になるということで」

　楽しそうに、かつ自信たっぷりに「はーいっ」と言ったひなのちゃんは、再び冷蔵庫へと向かう。

「今度は何を取りだすのか…………あのパックはお肉ですかね？」

「美容用品でないことはたしかだね」

　愛あ好このボケをスルーして、ひなのちゃんが取りだしたパックの中を覗のぞき込んでみる。

「お肉ですね。豚肉でしょうか」

　なるほど、分かったぞ。

　豚肉にショウガにしょうゆ。もうあの料理しかないだろ。

　とはいえ、ここで答えを言ったら興きよう醒ざめだ。

「さあ、ひなのちゃんはなにを作るつもりなのか！」

　みんなももう答えは分かっているだろうけど、煽あおれるだけ煽らないとね。って、僕はなにを本気で実況してるんだ。ただのお遊びだったはずなのに。

　フライパンに油をひいて、豚肉を一枚一枚、開きながら手早く載せていく。

　軽く焼き色がついたところで、先ほどの小こ鉢ばちを投入。じゅーっという音とともに、しょうゆとショウガの焦こげるいい匂においが食欲を刺激する。

「あー、この香りたまりませんね」

「うん、わたしもよだれが止まらないよ。上も下も」

「……………………ああ、舌がってことですね！」

「ううん、そういうことじゃなくって…………」

「あ、説明は結構です」

　僕と愛あ好こがアホな話をしている間も、ひなのちゃんは肉が焼けるのをただ見ているだけではなかった。フライパンを傾けながら、スプーンでたれを肉へとかける。少しずつたれの色が肉へと染しみ込んできた。

　音、匂におい、色、三つの要素すべてが、この場にいる者を空腹へと誘いざなっていく！

「はい、できましたっ」

　早い！　もう完成か。

　なんなのこの手て際ぎわの良さは。本当に普段から作ってるんだろうな。

　お皿に盛られたひなのちゃんの料理が僕の目の前へと運ばれてくる。もういまこの瞬しゆん間かんにでもかぶりつきたいところだが…………。

「えっと、どうしようか。先にひなのちゃんのを食べる？」

　冷めちゃったら悪いしなぁ。

「待って」

「どうしたの音おと無なしさん」

「先にあたしに作らせて」

「いや、でも…………」

　熱いうちに食べた方が…………はっ！　まさか、音無さんが後攻をとったのって！

「勘かん違ちがいしないでよ。そんなセコいこと考えてないから」

「じゃあなんで？」

「この対決、手際も採点の対象になるのよね？」

「う、うん」

　さっきそう決めたね。

「だったら、ひなぶーの料理が冷める前にあたしが一品作ることができたら、かなり手際がいいことになるわよね？」

　たしかにそれは手て際ぎわがいいと言えるかもしれない。

　しかし、そんなに早く作れるのだろうか。

「それに、二品一緒に食べた方が比べやすいでしょ。大だい丈じよう夫ぶ、すぐできるから」

　うーむ。たしかに審査する側としてはその方が助かるけど。

　ここは、ひなのちゃんの判断に任せるか。

「いいですよっ」

　自身が使った調理器具を洗いながら、ひなのちゃんが答える。すごい、後片付けまで完かん璧ぺきじゃないか。さりげなくポイントアップですよ？

「よし、じゃあちゃちゃっとやっちゃうから」

「分かりました。では、音おと無なしさん、調理にとりかかってください！」

　まず音無さんは冷蔵庫を開ける。

「さあ！　音無さんは冷蔵庫から、なにやら袋を取りだしたぞ!?」

　あれは…………。

「野菜ミックスだ！」

　野菜ミックスとは、キャベツ、にんじん、もやし、などなどのあらゆる料理に使える野菜が、一口サイズに切り分けられてひとつの袋に入っているという、忙しい主婦の心強い味方なのである！

　包丁もまな板も使わないし汚れない。時間短縮になるし、生ゴミも出ない。変な量を残してしまうこともない。

　だがしかし、これは!!

　果たして手際がいいと言えるのか!?

「冷蔵庫にあるものを上う手まく使って手早く作るのも、テクニックのひとつよね？」

「……………………そう、ですね」

　うん、まあそうなんだけど。でも、なんなんだろうか。この、心の奥底にわずかに発生する、もやっとした感じは。

　料理が得意な女の子というよりは、やり手の主婦って感じがするんですけど。お母さんって感じが…………そこはかとない家庭のイメージが…………。いや、それも魅み力りよくっちゃあ魅力なんだけども！

　彼女にするならひなのちゃん。結婚するなら音無さん、みたいな？

　普通にやったら勝てそうにないから、そういう手できたのか。

　これは審査が難しいぞ。どう判断したらいいんだ！

「えーっと、それから…………」

「音無まどか、次はなにを取りだすのか!?」

「あれ？　アレない？」

「アレ？　アレとはなんでしょう」

　音おと無なしさんがある有名な合わせ調味料の名前を言う。

「あー、アレか。愛あ好こ、うちにあったっけ？」

「おかーさんがテレビで見て、使ってみたいねーって言ってたけど、結局まだ買ってなかったと思うよ？」

　たしかにテレビで紹介しているのを見て、試してみたいとは言ってたな。中華料理の素もとなんだけど、基本的にはどんな料理にでも使えるらしい。噂うわさによると、お湯で溶かせばラーメンのスープにもなるとか。万能すぎるだろ。赤い缶のやつだったよな。

「ということです、音無さん。アレはうちにはないです」

「……………………ちょっとあんた、うちに行って取ってきて」

「は？」

　僕がですか？

「あたし、この野菜炒いためるのに忙しいから。代わりに行ってきて」

　いやいやいや、僕は実況解説兼審査員なんですけど。

　っていうか、それ以前の問題で。

「冷蔵庫に入ってる食材を使ってってルールでしたよね!?」

「アレは食材じゃなくて調味料よ」

　しれっと言い放ちやがった。たしかに、最初のルール説明の時に僕は「食材」って言ったけどさ！

「早く！　ひなぶーの料理が冷めちゃう！」

「ええ!?」

「お母さんに言えば持ってきてくれるから。ほら！」

　わ、分かったよ。行ってくるよ。

　審査員で、実況解説の人が現場からいなくなるってどんな状況だよ。

　しょうがない。諦あきらめて席を立つ。

『いってらっしゃーい』

　みんなに見送られて、リビングを後にする。

　くたびれたサンダルを履はいて外へ。家の中が暖かかったからか、外がやけに寒く感じる。まだ震ふるえるほど寒くはないけど、薄うす着ぎで出歩いていたら風か邪ぜをひきそうだ。

　さて、急がなければ…………。

「うわ」

　びっくりした。小さい声が漏もれてしまった。なんかうちのすぐ前に黒い車が停とまっているじゃないか。

　しかも、ドアが開いて黒服サングラスのがたいのいい男の人が出てきた！　まっすぐこっちへ向かってくる。

　僕の他ほかに人はいない。サングラス越しでは視線を捉とらえられないけど、男は間違いなく僕を見ているだろう。

　やばい、連れさられる────!?

「常つね村むら良りよう人とさま」

「は、はい」

「いつもお嬢さまがお世話になっております」

「……………………あ、霜しも月つきさんとこの」

　いい加減慣れろよ、僕。そうだよ、霜月さん家ちのＳＰの人だよ。何度か顔を合わせたことあるじゃないか。

「いえいえ、こちらこそ」

　小動物なら睨にらんだだけで息の根を止めてしまいそうな恐こわい人が深々と頭を下げてきたので、僕もそれなりの対応で返す。

　いったいなんの用があってこの人は僕に話しかけてきたんだろう。なぜ僕の家の前にこんないかつい車を停とめていたのだろう。ご近所の奥さま方に変な噂うわさを立てられてしまうじゃないか。

「あ、もしかしてお迎えに？」

「いえ私共はあくまでお嬢さまの身辺を護まもる役目。迎えは後ほど担当の者が参ります」

　そうですか。いったい霜月さん一人のために、何人の大人おとなが動いているのだろうか。さすがお嬢さまである。

「えっと、でしたらなにか…………？」

「実は先ほど、この近くで不審な人物を見かけまして。声を掛けようとしたら逃げられてしまったのですが…………なにかご自宅の方で変わったことなどございませんでしたか」

　不審者だって？

「いや、特になにも…………」

「念のため、セキュリティを通常よりも厳重にしておりますので、なにか気づいた点などあればご連絡ください」

「はい…………」

「では、私共は近所を回っておりますので」

「はあ…………」

　あなたのような黒服サングラスの方々がうちの周りを取り囲んでたりするのかね。そっちの方が不審者なんじゃ…………。通報されないように気をつけてくださいね。

　もう一度深々と頭を下げて、ＳＰの人は車に乗って行ってしまった。

　不審者ねえ。僕は男だからいいけど、一応みんなには気をつけるよう言っておこうかね。霜月さんはＳＰの人がついているからいいかもしれないけど、音おと無なしさんなんかは危険だよな。やっぱ、その、かわいいし。

　愛あ好こは…………あいつは大だい丈じよう夫ぶだろ。イタズラしようとしたらイタズラし返されそうだもんな。気をつけろって伝えるだけ伝えてはおくけども。

　さて、時間とられちゃったし急いで音おと無なしさん家ちに行かなくては。




「判定────ひなのちゃんの勝ち！」

「いっえーい！」

「納なつ得とくいかない！」

　僕が料理勝負の結果を告げると、ひなのちゃんからは喜びの声が、音無さんからは不満の声が上がった。

　ひなのちゃんが作ったのはしょうがやき。もう間違いのないおいしさで、ご飯の進むこと進むこと。ケチの付け所がない出来だった。僕が食べた時には少し冷めてしまっていたけれど、そんなのは些さ細さいな問題。たいへんおいしくいただきました。

　音無さんが作ったのは野菜炒いため。あらかじめカットされた野菜を炒めて、市販の合わせ調味料を加えただけの料理だった。一ひと手て間まも、隠し味を加えることもない直球だった。

　手て際ぎわに関しては、採点するとは言ったけど、もう考えないことにした。冷蔵庫にあるものを上う手まく使って手早く作るという、音無さんの言い分も分かるからだ。なので、もう単純に味で勝敗を決したのである。

「なんでよ！」

　なおも食い下がる音無さんから目を逸そらす。

「なんでって言われても…………」

　そして、皿に残った音無さん作の野菜炒めを見る。明らかに黒い部分が多い。ちなみに、ひなのちゃんのしょうがやきはとっくになくなっている。

「焦こげたのは、あんたが帰って来るのが遅かったせいでしょ!?」

「うん、それはまあ、たしかにその通りなんだけど。だったらだったで、火を消しておくとかさ」

「中華は火力が大事なのよ！」

　うん、たしかに調味料のおかげで中華っぽくなってた。っていうかこの調味料はマジでおいしいね。しかも超便利だわ。だって、この調味料以外に味付けは一切してないって言うんだもん。今度母さんにもオススメしておこうっと。

　霜しも月つきさんも気に入ってたようだしな。「今度うちのシェフにもオススメしてみるのですよ！」とか言ってたけど、そのシェフのプライドのためにも言わないでやってください。

「まあまあ、まどかせんぱいっ」

　ひなのちゃんが勝ち誇った顔で音無さんの肩を叩たたく。

「将来のために、ひなちゃんがお料理を教えてあげましょーか？」

「くっ……………………」

「どうやらひなちゃんだったら、お口に合うものを作れるみたいだしっ」

　ん？　どうしたひなのちゃん。なんで僕を見ながら言う。

「意味分かんないから、それ。ぜんっぜん分かんないから！」

　音おと無なしさんにもひなのちゃんの言っている意味が通じなかったらしい。

「覚えておいた方がいいんじゃないですか？　胃袋を摑つかんで離さないためにも」

「結構です！　だいたい、あたし料理できないわけじゃないから。今日きようはアクシデントのせいでちょっと失敗しただけだから」

「なるほどっ。教わらなくても味の好みくらいはもう知ってるってことですね？」

「そんなこと言ってないでしょ!?」

　なんか二人ともよく分からない話をしてるから、その間に僕はこの残った野菜炒いためを食べてしまおうっと。

　焦こげてて苦いとはいえ、あの音無さんが作った料理だよ？　色々と手間を省いて作られたものだけど、あの音無まどかが作ってくれたんだから。残すわけにはいかないさ。

　ああ、苦いけどおいしい。食べられなくはない。食べられるだけで充分さ。世の中には音無さんの手料理を食べたくても食べられない人がいっぱいいるんだもん。ちょっと苦いくらいで文句言ってたらバチが当たるわ。

「だいたい、どうせあいつは女の子の作ったものならなんだって食べるわよ」

「ん？」

　ちょうど残っていた野菜炒めを口いっぱいに頰ほお張ばったタイミングで、音無さんに指をさされた。

「ほらね？」

　おい、話の流れが分からないけど、なんだか失礼なことを言われた気がするぞ。

「ひなちゃん、せんぱいのことだなんて一言も言ってないんだけどなー」

「あー、もう！　うるさいうるさい！　ほら、さっさと食器片付けるわよ！　もう子供は帰る時間！」

「ひなちゃん子供じゃないもん！　…………あ、そっか、子供を帰したあと、大人おとなの二人はなにするんでしょうね？」

「あたしも帰るに決まってんでしょ！　ほら、ひなぶーも明日あしたは仕事が入ってたでしょ？」

「あ、そうだった」

　気づけばだいぶ遅い時間になっていた。夕食をとりながらもおしゃべりしちゃったしな。なんだかんだで楽しい時間を送らせてもらったよ。

　ごちそうさまをして、今日はお開きにしよう。

「片付けは僕と愛あ好こでやるから、みんなはもう帰った方がいいよ」

「そうだね、片付けは兄さんがやるから、帰った方がいいよ」

　こいつ、やる気ないな。

「むしろおまえこそひなのちゃんに料理教わった方がいいんじゃないか？」

「え？　わたしはいいよー。胃袋じゃなくて、他ほかの袋摑つかむから」

　…………給料袋かな。うん、きっとそうだよな。

　片付けるまでが料理だからと言うひなのちゃんと、いただくだけでなにもお手伝いしていないので、と言う霜しも月つきさんを説得。迎えに来てもらえるように電話をさせた。

　ひなのちゃんは霜月さんが車で送ってくれるらしいし…………じゃあ、僕はこっちだな。

「音おと無なしさん、送ってくよ」

「は？　べ、べつにいいわよ。隣となりだし」

「いや、うちの母さんが音無さん家ちにお邪じや魔ましてるんだよ。そろそろいい時間だし、引き取りに行かないと」

「あ、そ、そういうこと」

　ん？　音無さん急に大人おとなしくなったな。ひなのちゃんとあんなに言い合ってたのに。

「じゃあ、ちょっと行ってくる」

「はーい。兄さん、ごゆっくり」

　ごゆっくりもなにもないだろ。隣なんだから。

　姦かしましい女子中学生たちを家に残し、外に出る。

　静かだ。家の中が騒さわがしかったから、余計に静かに感じる。時間も時間だしな。

　薄うす暗ぐらい街灯にぼんやりと照らされた住宅街に通行人の姿はない。霜月家ＳＰの皆さまの車もない。近所をパトロールに行ったのかな。

　そんな中、音無さんを送っていく僕。とはいえ、しょせんはお隣。夜の帳とばりの中にいて、目で見えるだけの距離だ。

　すぐに音無さん家の玄関前まで辿たどり着いてしまった。

「それじゃ、今日きようはごちそうさま」

「う…………おいしくなかったでしょ」

「うん」

「即答!?」

「いや、ごめん、おいしかったよ」

「本当に？」

「……………………う、うん」

「言い淀よどんだわね!?」

「んー、たしかに今日はちょっと失敗だったかもしれないけどさ、音無さんの作った別の料理も食べてみたいなって思うくらいにはおいしかったよ」

「そ、そう…………」

　おっと、うつむいてしまった。間違えたかな。もっと励はげますべきだったか。

「じゃあ、また今度作ってあげる」

「え、いいの!?」

「だって、このまま料理のできない女だと思われてたら嫌いやだもん！　そういう意味で、今度はちゃんと手の込んだものでリベンジするから！」

「やった、楽しみにしてる」

「…………っ！　嬉うれしそうに言うな、ばか」

　ぷいっと背中を見せてしまった。

「次も失敗してやろうかしら」

　そして不ふ穏おんなことをつぶやいている。

「そうならないように、努力してください…………」

　せめて食べられるレベルのものでお願いします。

「じゃあ、ちょっと悪いんだけど、母さん呼んできてもらえる？」

「ん、おっけー」

　玄関を開けて靴くつを脱ぐ音おと無なしさん。

　あ、そうだ。あれ伝えておかなくちゃ。

　靴を脱ぎ、きちんと揃そろえてから顔を上げた音無さんに話しかける。

「そういえばさ、なんか今日きよう、この辺で不審者が出たらしいよ」

「…………不審者？」

「うん。さっき調味料を取りに外出た時、霜しも月つきさん家ちのＳＰの人が言ってた」

「それで、どうしたの？」

「さあ？　声を掛けようとしたら逃げちゃったって。だから、音無さんも気をつけてね」

　最近はずいぶん日も短くなったしね。音無さんは仕事で帰りが遅くなることもあるだろうから。

「そう…………うん、分かった。ありがと。あんたも気をつけなさいよ」

「僕が？」

　常つね村むら良りよう人とは男ですよ？

「男だから、とか関係ないでしょ」

　まあ、たしかに。もし痴ち漢かんに襲おそわれたらと思うとゾっとする。待てよ、もっと素直に考えて、男を襲う相手が痴女だったとしたら…………恐こわいことは恐いけど、一回くらいは遭そう遇ぐうしてみたいこともないようなないようなあるようなないような？　うーん？

「そんな間の抜けた顔してるから心配してんのよ」

「おっと！　だ、大だい丈じよう夫ぶだって！　でも心配してくれてありがとな」

「…………うん。そうよね、大丈夫よね」

　しまった、恐こわがらせちゃったかな。言わなきゃよかったか？　いやいや、でも知っていれば心構えもできるもんな。いざ遭そう遇ぐうした時に、心構えさえできていれば逃げるにしろ助けを呼ぶにしろ、すぐに行動がとれる。

「あ…………じゃあ、ちょっと待ってて。呼んでくるから」

「うん、頼んだ」

　音おと無なしさんに母さんを呼んできてもらい、一緒に玄関まで出てきてくれた音無さんのお母さんに「遅くまで長々とお邪じや魔ましました」とお詫わびをして、僕は音無さん家ちをあとにした。
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「おつかれさまでーす」

　ラジオの収録日である。例のごとく音おと無なしさんの方が先にスタジオにいる。何度か音無さんより先に来てやろうと考え、実行したことがあるが、ことごとく失敗していた。

「おつかれ」

　こちらに目もくれずに、リスナーからのメールをチェックしている音無さん。一応、挨あい拶さつだけは返してくれる。

「おつかれさまです」

　音無さんの横に座っていたのは彼女のマネージャーの芹せり沢ざわさんだ。ラジオの現場に顔を出す機会はそれほど多くはない。今日きようは時間が空あいてたのかな。

　芹沢さんはいつも凜り々りしくかっこいいスーツ姿である。夏も、冬も同じ格好だ。たしかにスタジオは空調が効いているので一年中快適だけど、外に出ることだって多いだろうに。

　他ほかのスタッフの皆さんにも挨拶をして、僕は音無さんの対たい面めんに座った。

　大きい瞳ひとみがくりくりとよく動く。好物のグミでも食べているのだろうか、口ももごもごと動いている。頭のサイドに結った髪の毛先をくりくりと指でいじる。

　うむ、これだけ凝ぎよう視ししているのに音無さんは顔を上げない。集中しているようだ。ならば邪じや魔ましちゃいけないな。

　えっと、僕の台本はっと…………。そろそろ当日に台本を渡されるのどうにかならないのかな。まあ、いつもテンプレートな内容だから問題ないっちゃあ問題ないんだけど。それで問題がないのが問題な気もする。

「良りよう人とくん」

「はい」

　テーブルの上に散らばった紙の束を端から確認していたら、芹沢さんに声を掛けられた。

「写真のこと、まどかに聞いたのですが」

　ああ、制服で音無さんと並んで歩いているところを撮られたやつね。

「その後、なにか身の回りで変わったことなどありませんか？」

「変わったこと、ですか」

　なんかあったかなぁ。

「そうですね、最近あんまり音無さんに殴なぐられなくなりました」

「あら、それは大事な変化ですね」

「うっさい、殴るわよ」

　言ったそばからかよ。でも実際、殴られることなくなったよな。先日着替えを見てしまった時も殴られなかった。あの時は周りにみんながいたからかな。

　と思ったら、メールの束を思い切り机に叩たたきつける音無さん。

「そういえば芹沢さん聞いてよ！　この前、こいつに着替え覗のぞかれたんだけど！」

「ちょっ、音おと無なしさん！　人聞きの悪い言い方をすんなって！　事故でしょ、事故！」

「まあ、いいんじゃないですか？」

「なんでよ！　一応あたしアイドルよね!?　下着姿見られてんのよ!?」

「良りよう人とくんなら、いいんじゃない？　酷ひどいことはしないでしょうし」

　信頼されてんなー、僕。

　でも僕は見逃さない。そう言いながら僕を見る芹せり沢ざわさんの目は笑っていなかった。信頼という名の鎖で繫つながれては、下へ手たなことできないな。

「他ほかにはなにか気づいたことなどありませんか？」

　んー。…………思いつかないな。

「特にない…………と思いますけど。そもそも、四六時中音無さんと一緒にいるわけじゃないですしね」

「えーっと」

　縁ふちのないメガネの奥で、芹沢さんの目め尻じりがほんの少しだけ緩ゆるんだ。

　少なくとも、僕と一緒にいる時には音無さんの身の回りで変わったことはなかったと思う。

「そうではなくて」

　今度は僕が訊きき返す番だ。

「え？」

[image: ]

「良りよう人とくんの身の回りで、です」

「僕のですか？」

　なんだろう。僕の身の回りで変わったことなんてあったかな。

　ない、よなぁ。

「うーん」

　腕を組んで唸うなる。

「ないのならいいんです。変なことを訊きいてすみませんでした」

「いえいえ」

　心配してくれてるってことですよね。ありがとうございます。さすがマネージャーのお仕事をしてるだけのことはあるわ。

「まあ、僕は男ですし、大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　笑顔に合わせて元気よく言い放ったところで、スタッフさんがやってきて打ち合わせが始まった。










　マイクの前に座る。正面には音おと無なしさんという定位置。

　水、オッケー。

　台本、オッケー。

　筆記用具、オッケー。

　ケータイの電源は切ってブースの外だし、音の出るような物を身に着けてもいない。トイレも済ませた。

　マイクテストも済んだし、段取りの確認程度の打ち合わせも終わった。

　室温はちょっと低めかな、くらい。トークをしていたら暑くなるし、これくらいでちょうどいい。

『では始めまーす。五…………四…………三…………』

　イヤホンのボリュームもちょうどいい。

　さあ集中！

　本番！

「カルミアのイベントの座席とかけまして────」

「は!?　あ、えっと、カルミアのイベントの座席とかけまして」

　なに言ってんの？　音無さん。

　毎度のことで、正直このツッコミにも飽あきてきたんだけど。

「このラジオととく」

「このラジオととく、その心は？」

「どちらもあきないでしょう」

「いぇーい」

「というわけで、カルミアのデビューミニアルバム発売中です！　よろしくね！」

「あ、宣伝だった！　いきなりなにを言いだすかと思ったらこの番組とまったく関係ない自分のＣＤの宣伝だったよ！」

　カルミアってのは、音おと無なしまどか、天あま乃の川がわしぐれ、木こ立だち陽ひ菜な乃のの三人で組んだユニットのことですよね。

「関係なくないでしょ！」

「どこが関係あるんです？」

「カルミアの三人とも、アニメに出てる」

「それだけ!?」

「あとは…………………………………………」

「ほら、他ほかにないでしょ!?　主題歌にも、エンディング曲にも、テーマソングにも挿そう入にゆう曲にもキャラソンにも…………」

「よかったら使ってください、よろしくお願いしまーす」

　ちょっと！　僕まだ言い終わってないでしょうが！　なに被かぶせてきてんの。

「もう遅いよ！　アニメは終わったんだよ！」

「遅くないよ！　ＤＶＤやＢＤが売れれば二期やるもん！　というわけで、そちらもよろしくお願いしまーす」

「ああ！　結局宣伝だ！」

「というわけで、この番組は？」

　音無さんが僕に手のひらを見せながら振ってくる。説明しろってことらしい。

　はいはい、了解ですよ。ここは台本通りにいこう。

「この番組はアニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の告知番組です！」

「パーソナリティの、声優だけど音が無い、音無まどかです！」

「同じくパーソナリティの…………ん？　えっと、すっかりラジオが板についてきて調子づいてきた素人しろうとパーソナリティの村むら人びとＢです！　って、なんですかこれ！」

　台本に書いてある通りに読んだら、変な自己紹介が付け足されていた！

「あ、それあたしが考えたの」

「音無さん!?　僕、調子づいてなんかないですよ」

　謙けん虚きよな姿勢は忘れていませんとも。いまだって本番前は緊きん張ちようするし。

　なんて言っていたら、ブースの外にいるスタッフさんからイヤホンを通して指示が飛んできた。

『あのー、まだタイトルコールしてないよ』

　しまった…………。音おと無なしさんがいきなり宣伝を始めるからすっ飛ばしてた。

「音無さん、タイトルコールしてないって」

「え？　しなかったっけ」

「してない…………みたいですね。じゃあ、あとでオンリー録とって編集で」

「村むら人びとくんが業界人っぽいこと言ってる！　やっぱり調子に乗ってる！」

「音無さんなに言ってるんですかぁ。ちょっと待ってくださいよぉ。調子になんか乗ってないですよぉ。あー、そろそろ僕にも専属のジャーマネつかないかなー」

「一気にウソくさくなった！」

　言葉の使い方が合ってるかどうかも分からないからね。「オンリー」ってのは、ある部分だけ別に録るってことだったと思うけど。「ジャーマネ」はただの逆さ言葉だ。

「えーっと、冗談は置いておいて、どうします？」

「まずは事務所に入らないとね」

「マネージャーの話じゃねえよ！　タイトルコール、もうここに入れちゃいますか？」

「いいよ、後でで」

「はいはい、りょーかい」

　忘れないように台本にメモっとこ。『タイトル後で』っと。

「ところでさ」

　メモりながらも、音無さんの話題に乗っかる。調子に乗ってはいないけど、だいぶ手慣れてはきたと自分でも思う。

「なんですか？」

「イカしてるねって言うじゃない？」

「あんまり言わないですよ、最近」

　よし、メモ終了。音無さんへのツッコミ準備。

「でも、タコしてるね、とは言わないよね」

「別物ですからね」

「でもさ、タコ殴なぐりとは言うけど、イカ殴りとは言わないじゃない？　どういう使い分けなの!?　タコとイカってなに!?」

「動物ですよ」

「だいたい、なんであいつら手とか足とかいっぱいあんのよ！」

「大昔から続いてきた生命の進化に文句を言われましても」

　僕は嫌いじゃないよ。ゲソとか。おいしいし。

　あと、ファンタジーな触しよく手しゆには色々と使い道があるし。

「…………日本人って触手好きよね」

　おおっと、音おと無なしさんの視線が鋭くなったぞ。

「えっと、音無さん、それはどういう…………？」

「村むら人びとくんがいま想像…………いや、妄もう想そうしてる通りの意味だと思うよ？」

　妄想？

　はて、なにかおかしな妄想をしただろうか。

「待ってください音無さん。僕は変なことなんて考えてないですよ？」

「いーや、絶対考えた！　そっか、村人くんも触しよく手しゆ好きなんだ」

「勘かん違ちがいしないでください！　僕が好きなのは触手そのものじゃなくて、触手に襲おそわれてる女の子の図です！」

「やっぱり」

「…………はっ、しまった！」

　上う手まく乗せられて口走ってしまった。

「なにがいいの？　ねえ、なにがいいの？」

「や、やめませんか、この話題は」

「ねえねえ、教えてよ。あんなの気持ち悪いだけじゃん。どこがいいわけ？」

　音無さんが逃がしてくれない！

「長くなるけど、いいですか？」

「うん。ダメだったらカットするから」

「それ切ない！」

　どうせだったら生かしてよ。語らせるんなら使ってよ！

「さあさあ！」

　くっ。

「じゃあ、まず…………触手は大きくみっつに分けることができます。動物系、植物系、機械系です」

「なんかもうこの時点でどうでもよくなってきた」

「もうちょっと聞いてよ！　いいですか、それぞれ特性が違うんですよ。動物系は粘ねん液えきを出して服を溶かします。植物系は毒で相手の身体からだや精神を蝕むしばみます。機械系は振動します」

「あ、なんか変なスイッチ入っちゃった」

「まだまだ細かく分けるとたくさんありますが、大きく分けるとだいたいそんな感じです。それでですね…………」

「はい、もういいでーす」

　ちょっと！　ここからじゃないか！

「えーっと、この番組は────」

　提ていクレを読み始める音無さん。

　ここから、各触しよく手しゆのいいところを挙げていくんじゃない。もう僕の頭の中には完かん璧ぺきにシーンができあがってるんだよ!?

　もちろんモデルは音おと無なしさんでさ。

　動物系の場合はとにかく触手そのものがグロテスクなんだよな。で、とにかくねっとりとしてるのがいいね。粘ねん液えきでべとべとになり、服も溶け落ちていくわけなんだけど、その服の破れ具合に絵を描かく人のセンスが表れるんだわ。

　一転、植物系はシンプル。ただし、毒で身体からだが麻ま痺ひしてしまっていたり、幻げん覚かくを見せられている場合が多いから見た目以上にハードだったりする。

　ハードといえば機械系もだけどね。振動に電流にドリルとかも最近はあるか。

　ただ、どの種類にも言えることだけど、僕はあまり女の子の苦しむ姿は見たくない。最初は嫌いやがっていても、だんだん抗あらがえなくなってきて最後には…………ってのがイイのだ。

　そういえば、触手モノって描くのが大変ってのは聞いたことがある。とにかく色を塗るのが細かくて大変なんだとか。そうやって苦労の末にできあがるものだもの。そりゃイイに決まってるよね。

「というわけで、改めまして音無まどかです」

「え…………あれ？」

「ほら、自己紹介」

「あ、はい。村むら人びとＢです」

　いつの間にＣＭいったの!?

　そしていつの間にＣＭあけたの!?

　全然気づかなかったよ。

　だって僕の頭の中には、抗うことを諦あきらめて、虚こ空くうを見つめながら怪しい笑みを浮かべ、ただ与えられる刺激に酔よう音無さんの姿しかなかったんだもの！

「もう…………村人くんに触手の話題を振るのはやめるね」

「ああっ！　音無さんが生暖かい目で僕を見ている！」

　すみません、本当に。でも、モデルを音無さんにしてたとは口が裂さけても言えないです、はい。

「さて、じゃあちょっとここからマジメな話です」

　音無さんが背筋を正した。僕も思考を正そう。

「最近、視力が落ちたような気がして」

「マジ、目の話だ！　ラジオじゃなくて眼科に行って話してください！」

　マジメな話をするのにひとボケ嚙かませなくていいから。

「えーっとですね。このラジオがまもなく最終回を迎えます」

「ついに、ですね」

「アニメも終わったしね」

「残すところはＤＶＤやＢＤの発売のみって感じですね」

「なんだけど、この番組、毎回ありがたいことにたくさんのメールをいただいてるわけ」

「本当にありがとうございます！」

「でもね、届いたメールの三分の一も読めてないのが現状なのよ」

「申し訳ない！　でも理由ははっきりしてますよね」

「そうだね、村むら人びとくんが妄もう想そうばっかりしてるから」

「違うでしょ!?　音おと無なしさんが関係ないおしゃべりばっかりしてるからですよ！」

「さっきも収録そっちのけでイケナイこと考えてたじゃん！」

「あれは…………その、じゃあお互いさまってことで！」

「なんか腑ふに落ちない」

「音無さん、人生ってそんなものですよ」

　さあさあ進めてください。

　こんなところで躓つまずいている場合じゃないんですよ。

「今日きようはですね！　これまでにいただいたけど読めなかったメールをどんどん拾っていこうと思います！」

「おおー！」

「ただし！　問題はここからだよ村人くん。読めなかったメールには、読めなかったなりの理由があるんだよ」

「あ、時間が足りなくて、とかじゃないんですね」

「そう。これは、救済企画でもあり、パーソナリティであるあたしたちの挑戦企画でもあるわけ。どんなメールがきても華か麗れいに捌さばけるようにならないと一流のパーソナリティにはなれません」

「なんでそんな企画をやることにしたんですか」

　僕はまだしも、音無さんまで試されるような企画を。音無さんはもう立派な一流のパーソナリティでしょ。これまでにどんだけラジオやってきたのよ。

「そうだよね。言われてみればそうだよね。やめよっか」

「やめないで！」

「えー、やる？」

「やりましょうよ、せっかくスタッフの皆さんが考えてくれた企画なんですから」

「しょうがないなぁ」

　やめてどうするのよ。

　フリートークだけで終わらせる気？　そっちの方が難しいわ！

「えーっと…………これから読むメールは、くっだらない、どーでもいい、本当にそれ訊ききたいの？　っていう内容のメールばかりです」

「ちょっ、音おと無なしさん。リスナーの皆さんからいただいたメールですよね？　そんなこと言っていいんですか」

「うん、だからね。送信者の名めい誉よのためにも、ラジオネームは読み上げません」

「なるほどね。せめてもの優やさしさだ」

「そそ、で。そのどうやっても話が広がりそうにないなーってメールを読んで、あたしたちが上う手まく転がさないといけないんだって」

「うわー、難しい」

　パーソナリティというより、トークの力だよな。

「でもさー、こういう企画をやって盛り上がっちゃうと、そういうメールばっかり来るようになるんだよね」

「音無さん、黒い。黒い部分が出てますよ」

「ま、いっか。この番組ももう終わりだし」

「完全にやり逃げですね」

「というわけで、まずは一枚」

　音無さんが紙の束から一枚抜きだした。本当にいっぱいあるなー、ボツメール。読めるだけ読んであげたいね。

「『好きなイモはなんですか？』」

　どんな質問だよ。本当に知りたいのか？　気になるのか？

　できるだけ読んであげたいって思ったけど、こういうのが続くの？

「この質問でトークを転がすのは大変ですね…………」

「あたしは、ほら、あれ。なんかおもしろい名前のやつあったじゃん」

「おもしろい名前のイモ？」

「ほら、あの…………インカの、インカ帝国の秘宝！」

「イモなの!?　秘宝、イモだったの!?　ロマンもへったくれもねえな！」

「違った、インカのめざめだ」

「普段あんまり食べないでしょ」

「村むら人びとくんはどうせ、イモはイモでも妹！　とか言うんでしょ」

「言わないよ！」

　僕はべつに妹が好きではないし、妹キャラが好きなわけでもない。実際に、リアルに妹がいるからね。妹キャラに夢を抱いだく余地すらないのさ。

「じゃあ音無さん、イモ料理だったらなにが好きですか？」

「お、そういう風に広げるわけね。なかなかやるじゃん」

「お褒ほめにあずかり光栄でございます」

「まあ、『好きなイモはなんですか？』の質問と同じレベルで先が見えないけどね」

「早く答えろよ！　ダメ出しはいいから！」

　褒ほめたりけなしたり忙しいな、本当に。

「えっとね、あたしが好きなのは、さつまいものてんぷらかな」

「あー、おいしい！　あれはおいしい」

「村むら人びとくんは？　どうゆう妹が好きなの？」

「そうですねぇ、やっぱり兄を慕ってくれてて、朝とか起こしに来てくれるんだけど、思わずベッドに潜もぐり込んできて一緒に二度寝しちゃうような妹ですかね…………って、イモの話はどこいったんだよ！」

「と、いうわけで、こんな感じで広げていければいいなーって思います」

「広がってたのかな、いまの」

　おっと、音おと無なしさんがメールの束を僕に渡してきたぞ。今度は僕が選んで読めってことかな。

　よーし、じゃあ少しでも広がりそうな話題を…………。

「じゃあ、これにしましょう。『最近のマイブームを教えてください』」

「麵めんを最後まですする」

　間髪入れずに答えたなぁ。意味はよく分からないけど。

「なにそれ」

「途中で嚙かみ切らずに、箸はしで摑つかんだ麵は最後まで一気にすするの」

「几き帳ちよう面めんですねぇ」

「麵だけに？」

「ちげえよ」

「だってさ、途中で切ったらさ、最後短い麵ばっかになって拾うの面倒くさいじゃん。全部食べられないかもしれないじゃん。もったいないじゃん！」

「几帳面かと思ったらセコいだけだった！　売れっ子声優さんでしょ!?」

「いやぁ、それほどでも」

「でれでれすんな！」

「あとね、特定保健用食品にもハマってる」

「おお、健康に気を遣つかってるんですね」

「そうそう、いいよね。とくようひん」

「すいません、トクホって略してもらっていいですか？」

「コクボ？」

「誰だれだよ」

「オオクボ？」

「だから誰だよ！」

「チュウクボ？」

「そんな名前のやつはいねぇよ！」

「エクボ」

「あらかわいい、ってやかましい」

　両手の人差し指をほっぺにあてながら小首をかしげる音おと無なしさんであった。うむ、かわいいはかわいい。

「村むら人びとくんは？　マイブーム」

「僕ですかー。さっきから考えてるんですけど、なにかあったかなぁ」

「ほれほれ、恥ずかしがらずに言っちゃいなよ」

「触しよく手しゆですかね」

　ついさっき話題に上がったばかりの、まさにマイブームだね。

「あ、はい。じゃあもう次のメールいきまーっす」

「流された!?」

　まだまだ語ろうと思ったらいくらでもいけるんだけどなぁ。長くなることを察知されてしまったか。

「えーっと、次はまたあたしが読むね。じゃあ、これ！　『空から女の子が落ちてきたらどうする？』」

　ファンタジーだなぁ。それも、基本のやつ。

　あ、いいこと思いついた。

「僕は…………空から女の子が落ちてきたら、恋に落ちますかね」

「あ、そういうのいらないから」

「ちょっと！　ノってきてよ！」

「落ちる、ってのがかかってるんだよね。はいはい」

「説明すんな！　余計恥ずかしくなってくる」

「で？　どうすんの？」

「そりゃ受けとめますよ」

「その女の子がスカート姿でも？」

「え？　なんか関係あるんですか？」

「だって、パンツに目を奪うばわれてそれどころじゃないでしょ」

「んなわけないでしょ。女の子が落ちてきてんですよ。パンツなんか二の次です」

「二の次にするだけで、見ることは見るんだ」

「だ、だって、見えちゃうもんはしょうがないでしょ…………」

「ふーん」

「ああっ、冷たい目！　もっと見て！」

「…………あたし、村むら人びとくんが空から落っこちてきたら、そっと下に剣けん山ざんを置くわ」

「なんでそんな酷ひどいことをするんですか！」

　大変なことになるよ？　大事件だよ。ロマンスがバイオレンスに早変わりだよ。

「まあ、でも実際に落ちてきたらさ、受けとめる側もタダじゃ済まないよね」

「そこはあれですよ。なんらかの力が働いてゆっくり落ちてくるんですよ」

「ゆっくり落ちてくるなら、受けとめる必要なくない？」

「…………うん。って、いやいや！　『うん』じゃない。反論しろ僕！」

「じゃあさ、じゃあさ、空から落ちてきた女の子がパンツはいてなかったらどうする？」

「特殊な状況すぎてもうわけが分からないよ」

　ギャグだよね。そこまでいったらもうジャンルはギャグだよね。

「空から落ちてきた女の子が男の娘こだったらどうする？」

「いろんな意味で受けとめてあげますよ」

　受け入れはしないかもしれないけど、受けとめてあげるくらいはするさ。

「空から落ちてきた女の子がおネエだったらどうする？」

「それは…………僕には受けとめきれないかもしれません」

「じゃあ、空から落ちてきた女の子が…………」

「もう空から落ちてきた女の子が○まる○まるだったらシリーズはいいよ！」

　これ以上広がらないよ。

　だんだん苦しくなってきたよ。最後の方は女の子ですらなかったし。

「次のメールを読みたいと思います。『朝起きて一番にすることはなんですか』」

　定番の質問である。

　始まったばかりの番組で、スタッフさんが用意した作りメールみたいだ。

「あたしはね、発声練習」

「朝あさ一いちで!?　起きてすぐにですよ？」

「うん。やるよ」

「さすが声優！」

「『おはよう！』って言うよ」

「誰だれでも言うわ！　練習でもなんでもないでしょ」

「村人くん、一人暮らしをしてる人は言わないかもよ」

「ああ、そっか…………って、揚あげ足をとるな！　なんかちょっと寂しくなっちゃったじゃないですか」

「ちなみに、寝ながら発声練習もするよ」

「それただの寝言でしょ!?」

　きりっとした顔で言うな。ラジオじゃ伝わらないよ。

「音おと無なしさん寝言言うんですか」

「いや…………自分じゃ分からないからね」

「そうですよね。まあ、できれば寝てる間くらいはのどを休ませてあげてほしいですけど」

「村むら人びとくんは朝起きて一番になにする？」

「なんですかねぇ…………」

「そういえば、村人くんは枕まくらの匂においを嗅かぐのが好きって言ってたよね？」

「言ってないですね」

「そっか、自分のじゃなくて、女の子の枕の匂いを嗅ぐのが好きって言ってたんだっけ」

「だから言ってないですって」

「あれ？　じゃあ女の子の髪の匂いを嗅ぐのが好きって言ったんだっけ？」

「言ってねえっつってんでしょ!?　誰だれも匂いを嗅ぐのが好きなんて言ってないですよ！」

「あれー？」

　それを言ったのは妹の愛あ好こだ。勝手に僕の性せい癖へきを捏ねつ造ぞうしてあっちこっちでしゃべってるだけだ。なんて厄やつ介かいな存在なんだ。

「じゃ、次のメールいきまーす」

「ちょっと！　せめて、せめて誤解だけは解かせて！」

「『好きな色はなんですか？』」

「ああっ、次のメールいっちゃった。え？　好きな色？　また広げづらいなー」

「あたしはね、赤、青、黄」

「信号か！」

「赤、緑、青」

「光の三原色！」

「シアン、マゼンタ、イエロー」

「それは…………絵の具かなんかでしたっけ？　ちょっと、ちゃんとまじめに答えてくださいよ！」

　それ言いたかっただけでしょ。絶対好きな色じゃないでしょ。いや、そもそも好きな色とか訊きかれてもそうそうないんだけどさ。

「えー？　そうだなぁ。ピュアホワイトとか、スカイブルーとか、ワインレッドとか」

「おしゃれ！　さすが音無さん、言い方がおしゃれ」

「バイオレットとかもいいよね」

　もはや色がどうとかじゃなく、言葉の響ひびきである。

「じゃあ僕は………クリアーかな」

「クリアー？」

「透明ですよ、透明」

　ふふふ、好きな色を訊きかれて「透明」と答える。他人とは違う自分。どうよ、この答え。

「村むら人びとくん、透明が好きなの？」

「そうですね。なんの色にも染まってないし、白のように別の色に染まったりもしないんですよ」

「あ、ごめん村人くん。メール読み間違えてた」

「は？」

　先ほど横にぺいっと放ったメールを再び手た繰ぐり寄せた音おと無なしさん。

「いまの質問はね、『好きな下着の色はなんですか？』っていう質問だったよ、ごめん村人くん！　で、何色が好きなんだっけ？」

「いや…………あの、その…………」

「透明って言ってたっけ？　それってなに？　すけすけってこと？　うわ、やらしー」

「おかしくね!?　最初っから好きな下着の色って訊かれてたら、もっと別のこと答えてましたよ!?」

「じゃあ、改めて訊くけど、好きな下着の色はなに？　あ、ちなみに、自分がはくんじゃなくてね？」

　あーもう、これ逆セクハラじゃないかな。

「どう？　どうなの？　ん？」

「うっ…………ピンクとか？」

「あ、白じゃないんだ」

「白は基本すぎるんですよ」

「基本なんだ…………」

「ピンクに、黒のレースが付いてたりしたらいいんじゃないですかね！　あくまで、一般論ですけど!!」

「なんで村人くんがちょっとキレ気味に言ってるのか分からないけどさ…………」

「恥ずかしいからだよ！」

「ちなみに、あたしが訊いたのは好きな色であって、デザインは訊いてないんだよね」

「はっ」

「そっかー。村人くんはピンクの生地に黒いレースが付いてるのが好きなんだね。やらしー」

　ちくしょう、自爆した！

　そう言う音無さんは何色が好きなのさ！　って訊き返したいところだけど、それができないチキンな僕です。

「そ、その…………次のメールいきます！　あ、音無さん、これはちょっといい質問ですよ」

「わくわく！」

「『将来の夢を教えてください』」

　さっきの質問から一転、いい質問だわ。これは普通に読んでもいいよね。

「将来の夢かあ。素敵なお嫁さんになりたーい」

「え？　音おと無なしさん、新しいギャグですか？」

「なんでよ！」

「歴史モノに出演したいんですか？」

「素敵なおヨネさんになりたーい、って違うわ！　おヨネって誰だれよ！」

「貧乏な家に生まれたヨネ。しかし、その類たぐい希まれなる美び貌ぼうと器量で、長なが屋やのアイドルと呼ばれていた」

「その時代にアイドルっていたのかしら…………」

「そんな時、運命の出会いが！」

「おっ」

「海の向こうからやってきた宣教師の男と禁断の愛！」

「あー、いいわね」

「どうですか、音無さん」

「素敵なおヨネさんになりたーい。って、だから違うって言ってんでしょ!?」

　音無さんのノリツッコミはめずらしいかもしれない。基本はボケたがりで、ツッコまれるのが好きだからな。それだけ僕もトークを回せるようになってきたってことなのだろうか。

「村むら人びとくんの将来の夢は？」

「将来の夢ですか。…………やっぱり、正義の味方ですかね」

　とりあえずボケてみたけど、本当のところはどうなんだろうね。

　高校二年生の秋。そろそろ進路も決めなくちゃいけないし。

「うそつけ！　美少女の味方のくせに！」

「違いますよ。美少女の味方なのは、いまもそうです。将来の夢が正義の味方です」

　大きく分ければ、進学か就職か。普通に考えれば、大学に進学なんだろうな。

「でも味方って言っても、助けた美少女とあわよくば……って考えてるんでしょ？」

「正義の味方にも下心くらいありますよ！」

「そんな正義の味方に助けられたくないんだけど！」

　正論だ…………。言い返せないほどの正論だ。

「だいたい、村人くんに正義の味方なんてできるの？」

「できますよ！」

「じゃあ、ちょっとやってみよう」

　は？　え、なに？

「あたしが助けを呼ぶから、村人くんが助けにきてね」

「わ、分かりました」

　小こ芝しば居いが始まった！　マジメに進路のことを考えている場合ではない！

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました、お嬢さん！」

「これからみんなでしゃぶしゃぶやるんで、助けてください」

「灰あ汁くはすくわねえよ!?　正義の味方だからね！」

　くっだらないネタから始まった。しょーもない！

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました、お嬢さん！」

「…………チェンジ」

「チェンジとかねえから！　僕で我慢して！」

　どこの風俗だよ！

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました、お嬢さん！」

「焼きそばパンと牛乳買ってこいよ」

「パシリじゃねえかよ！　正義の味方になに頼んでんだよ！」

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました、お嬢さん！」

「三百万ほど貸してください」

「金借りんな！　正義の味方に！」

「ダメ？」

「なんでそんなにお金が必要なんですか」

「いや、ちょっと結婚詐さ欺ぎがバレちゃって。賠ばい償しよう金きんがさ」

「おっ！　悪いやつ発見したぞ！　この女を倒した方がいいんじゃないのか」

「ケチ！　もういいよ！」

「逆ギレだよ…………」

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました、お嬢さん！」

「ちっ、またおまえかよ」

「さっきの！　さっきの悪い女!!」

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました、お嬢さん！」

「…………きゃー！　助けて!!」

「どういうことだよ！　なんで僕を見て逃げだすんだよ！」

「高校生にもなって将来の夢が正義の味方とか言っちゃう痛い人よ！」

「やめろ！　それを言うな!!　もう音おと無なしさん、ちゃんとやってよ！　さっきから全然できてない」

「なによなによ、どうすればいいの？」

「怪人とかが出るんですよ。で、正義の味方が助けに来るっていうね」

「あー、おっけー、おっけー」

　本当に分かってるんだろうか。

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました!?」

「うちの息子むすこがネットゲームにハマって部屋から出てこなくなっちゃって」

「廃はい人じんじゃねえかよ！　正義の味方を呼ぶ前に相談するとこあんでしょ！」

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました!?」

「いい句が思い浮かばなくて」

「俳はい人じん！　正義の味方には手に余るよ」

「きゃー！　助けて!!」

「どうしました!?」

「夫が浮気をしてたんです！」

「愛人かよ！」

「もう二度と夫に色目を使わないように、やっつけてください！」

「やめろやめろやめろ！　それは正義の味方の仕事じゃない！」

　ヒーローショーが愛あい憎ぞう劇になっちゃうよ。

「怪人だって言ってんでしょ！　さっきから正義の味方の仕事が一個もない！」

「でも村むら人びとくんが怪人を倒せるとは思えないんだよね」

「大だい丈じよう夫ぶですって！　愛と根性でなんとかなりますから。いいですか、音無さん、正義の味方は絶対に負けないんですよ！」

「手巻き寿ず司しパーティーの時、困るね」

「そういう意味じゃねえよ！」

「いよっ！　もう一声！」

「値切るな！　そういう意味じゃないっつってんでしょ!?」

「村人くん…………さっきから正義の味方正義の味方って言ってるけど、村人くんにとって、正義とはなにかね」

「ああ！　一気に重い話になってきた。哲てつ学がくですか」

「え？　無料だったら会員になってもいいけど」

「月額なんて言ってねえよ！　哲学！」

　はあ…………ちょっとツッコミすぎて疲れてきたぞ。そろそろ休きゆう憩けいが欲しいんですけど。

「で？　本当のところはどうなの？」

「はい？」

「将来の夢の話。村むら人びとくんはなにになりたいの？」

　僕の心を見透かすように、音おと無なしさんは言った。

　この流れで切り込んできますか。ずるいですよ。

「なんだかんだ言っても、村人くんは素人しろうとでしょ？　将来はなにになりたいの？」

「うーん…………あんまり僕、いままでこうなりたい、ああなりたいって思ったことないんですよね。夢とか、目標とかがなくて」

「これだから最近の若者は」

「同い年ですよね!?」

「逆に、あたしはその感覚が分からないなぁ。物心ついた時から、やりたいことや目標がなかったことがないから」

　それはきっと幸せなことなんだよ、音無さん。

　夢も目標もない人は、暗くら闇やみの中をただ闇雲に走るしかない。ゴールが見えないから、やがて走ることもやめてしまう。もうここがゴールでいいやって妥だ協きようしてしまう。

　でも、どこに進めばいいのか分かっている人は走り続けることができる。たとえゴール地点がころころ変わったとしても、前に進むことはできる。

　大きな差だよ。歳としを取れば取るほど、その差は大きくなり、埋めようがなくなるんだ。

　でも、でもね、音無さん。僕にもようやく見えてきたんだ。

　まだ、こんなラジオなんかで発表できるほどくっきりと明確に見えてはいないけど、なんとなく、進みたい方向が分かってきたんだよ。

「すごいですよね、音無さんは。もうこの業界入って長いですもんね」

「ちょっとちょっと、人を年寄りみたいに言わないでくれる!?」

「そうは言ってないですよ！」

「まだまだ気持ちは新人なんだから！」

「それはそれでどうなの!?」

　ある意味、もう少し落ち着いた方がいいんじゃないでしょうか！

「あ、でもね！　こうしてあたしがここまでやってこれたのも、みんなのおかげ！　だから、これからもよろしくね！」

「あざとい！　急に思いついたように言うのやめてもらっていいですか」

「みんなっていうのは、リスナーさんだけじゃなくて、ここのラジオのスタッフや村人くんも含まれてるからね？」

「そ、そうですか」

「照れてる」

「照れてない」

　そう言われたらなにも言い返せないじゃない！

　音おと無なしさんが顔を覗のぞき込んでくるので、ブースの外へと視線を逃がす。

「そういえば、音無さんのマネージャーはデビューしてからずっと芹せり沢ざわさんなんですか？」

「そうだよ、ずっと芹沢さん」

「今日きようはスタジオに来てくれてますよね」

　二人して、ブースの外にいる芹沢さんを見る。

「そう、そうなんだけどさ、最近忙しいみたいでね、なかなか現場に付いてきてくれないんだよね。あっ、いいんですよ？　あたしなんかまだまだ新人だから」

「へりくだりすぎ！　逆にいやらしい」

　表情ひとつ変えずに僕たちの視線を浴びる芹沢さん。さすがクールだ。音無さんがこんなことを言ったくらいでは動じないか。

　あ、いや！　いまちょっとだけ視線をずらしたぞ。

　おもしろいからもうちょっとイジってみるか。

「芹沢さんには、僕も色々お世話になりましたしね」

「え？　それは変な意味で？」

「普通の意味で」

　変な意味だとしたら、僕はネットを通じてなにを告白してんだよ。たしかに芹沢さんはきれいで魅み力りよく的な女性だけども！

　イジってみようとは思ったけど、このイジり方はなんか違う。ただのセクハラじゃねえか。

「ラジオに出たことがない僕に、色々親切にしてくれたりもしたんですよ」

「ちょっと！　芹沢さんはあたしのマネージャーよ！」

「べつに取ろうなんて思ってないから！」

　ただでさえ忙しいのに、これ以上担当増やしたら芹沢さん死んじゃうよ！　芹沢さんのプライベートってまったく知らないし想像もできないんだけど、一応嫁入り前の娘さんなんだよ！

「ほら、生放送のラジオとかにもヘルプで出てもらったりしたじゃないですか」

「あー、あったね。あの時は本当にすみませんでした」

「僕も芹沢さんに助けられました。ありがとうございました」

　今度は二人してブースの外にいる芹沢さんに頭を下げる。

　…………そうだ！

　いいことを思いついた。ひらめきましたよ。

　と思ったら、頭を上げた音無さんと目が合った。きっと同じことを思いついたのだろう。

　声に出すわけにはいかないから、黙だまったまま二人で頷うなずき合う。

　台本を見る感じ、一度切るにはいいタイミングだしね。

「じゃあ音おと無なしさん」

「うん、村むら人びとくん。この企画は、ここらで一区切りにしようか」

　言いながら、ブースの外にいるスタッフさんに視線を送る。ＣＭを流す用意をしてもらうためだ。

　急なことなのですぐには出ない様子。

　一言二言交えて繫つないでおこう。

「なんだかんだ言いましたが、メールを送っていただいた皆さま、ありがとうございました！」

「ありがとう！　楽しかったよ！」

「ではでは、ＣＭいっちゃいますかね？」

　スタッフさんからＣＭの準備完了の合図が返ってきた。

「はい！　じゃあＣＭです！」

　音無さんからの逆キューが出た。

　美しい進行だ。目的が一緒だとスムーズでいいね！










　ブースの中にＣＭが流れ始める。普段ならここで一息ついて水でも飲みつつ、体重を背もたれにあずけて深呼吸をするところだ。

　でも今日きようは違う。イヤホンを外して立ち上がる音無さんと僕。

　その足で向かうはブースの外だ。

「ちょっ、二人ともどうしたんですか」

　ＣＭ中とはいえ、まだまだ収録の真っ最中だ。なのにパーソナリティの二人がブースから出てきてしまったもんだから、芹せり沢ざわさんだけでなくスタッフさんたちも何事かと事態を見守っている。

「芹沢さん、ちょーっといい？」

　まずは音無さんが芹沢さんの手を取った。

「な、なんですか？」

「とりあえず、中へ」

「なにがとりあえずなんですか!?」

　さすがに僕らの考えに気づいたらしい。

　それはもちろんスタジオにいるスタッフの皆さんも同じである。だが、スタッフの皆さんは芹沢さんのように狼狽うろたえてはいない。

「ＣＭあけで一度止めまーす」

「マイク準備してー」

　なんて優秀なスタッフさんたちなんだろうか。手て際ぎわが良すぎる。粛しゆく々しゆくと事を進めてくれているようだ。

「りょ、良りよう人とくん！」

　おっと、芹せり沢ざわさんが僕に助けを求めてきたぞ。

「ダメですよ、芹沢さん。収録が始まったらちゃんと村むら人びとＢの名前で呼んでくださいね」

「そういうことではなくて！」

　音おと無なしさんに背中を押され、ブースの入り口で踏ふみとどまる芹沢さん。

　はなから僕らは説得をしようだなんて考えていない。そんなのはどうでもいい。

「あの！　私は裏方の人間ですし」

「まあまあ」

　と音無さんが言うので、僕も続くことにする。

「まあまあまあ」

「「まあまあまあまあ」」

「なんなんですか、二人して！」

　芹沢さんをブースに押し込んで、音無さんの隣となりの席へと座ってもらう。

　音無さんと僕も席について、イヤホンを装着。すぐにスタッフさんからの指示がきた。

『マイクの調整するんで、芹沢さんなんかしゃべってください』

「いえ、ですから私！　なにもしゃべれませんよ!?」

『はい、オッケーでーす』

　どうやらマイクの調整もつつがなく済んだようである。

『んじゃ、ＣＭあけから始めますんで』

「はいはーい。村人くん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「いつでもいけますよ！　音無さん。芹沢さんも、心の準備はばっちりですか？」

「そそそそ、そんなわけないじゃないですか！」

『じゃあ録とりまーす』

　芹沢さんの言葉は、誰だれも聞いちゃいなかった。










「はーい、音無まどかです」

「村人Ｂです！　そして…………」

　芹沢さんに自己紹介を促うながす。しかし、背筋をぴんと伸ばして、音無さんと僕を交互に見るばかり。

　そんなに緊きん張ちようしなくても。

　一度生放送だって経験してるんだしさ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。なんとかなるって。

　僕を見てごらんよ。数ヶ月でこれだよ。人間ってのは慣れる生き物なんだね。やられる側から、ついに僕もやる側になりました。こうして連鎖は続いていくわけさ。

　さあ、そろそろしゃべってくれないと。芹せり沢ざわさんだって声優さんのマネージャーとして、色んなラジオの現場を見てきてるでしょ？

　ここで沈ちん黙もくするってことがマズイことだって、分かってるはずだよ。

「あの、その…………すみません。芹沢です」

「はーい！　というわけで、あたしのマネージャーの芹沢さんに入ってきてもらいました！」

　ぱちぱちぱち、と拍手で歓迎である。

「よ、よ、よ、夜よ露ろ死し苦く！」

　うん、芹沢さん、もうちょっと普通に言ってもらっても大丈夫ですよ。

「まどか…………なにをさせるつもりですか」

「なにもしないよ！　日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷん…………じゃなかった。感謝の気持ちをみんなにも聴きいてもらおうと思って」

　鬱憤て。冗談で言ってるんだろうけど、実際のところはどうなんだろうね。

「ほら芹沢さん、音おと無なしさんがこんなこと言ってますよ。なにか言い返さないと！　具体的には、音無さんの恥ずかしいエピソードを暴ばく露ろしちゃうとか！」

「いえ、その、あまりの緊張で、言っていいことと悪いことの区別が…………昔からよく暴走してしまうクセがあるので」

　暴走の意味がそのまんまな気がするけど、そこはツッコんじゃいけないところですよね。

「ねえ、村むら人びとくん」

「は、はい」

　どうしたどうした、音無さん。そんな恐こわい目で僕を見て。

「あたし気づいたんだけどね？」

「なにをでしょうか」

「村人くんが一番おいしいポジションにいない？」

「いやいやいやいやいや！　なにを言ってんですか！　僕は番組を盛り上げようと思ってですね！」

　やべ、バレた。調子に乗りすぎたか。

「あたしも、とてもラジオでは言えないような村人くんのプライベートな話を、あまりの緊張でポロっとしゃべっちゃうかもしれないなー」

「音無さんはたいして緊張なんてしてないでしょ！　どんだけラジオやってんですか」

「ゲストも含めれば、かなり出てるね」

　音おと無なしさんは指を折りながら数え始めたけど、絶対両手じゃ足りないよね。となれば、なにかおもしろいエピソードのひとつやふたつくらいはあるんじゃないですかね？　いや、ないわけないよね？

「芹せり沢ざわさんに訊ききたいんですけど、音無さんって最初からこんなにラジオで傍ぼう若じやく無ぶ人じんだったんですか？」

　僕の質問に、芹沢さんは音無さんの表情を窺うかがいながらもぽつぽつと答えてくれた。

「いえ、最初は全然そんなことなくて。勢いつけてしゃべるあまりアクションが大きくなり、収録中に飲み物を盛大にこぼしたこともありました」

「わあああああああああああ！　ちょっ、芹沢さん、なに言ってんの！」

「あの時は別の事務所の声優さんの服を汚してしまって…………でもそれからというもの、ペットボトルのキャップはかなりきつく閉めるようになりましたね」

「そんなとこまで見てたの!?」

「だって…………あの後、強く閉めすぎてしまったからって、私に開けるのをお願いしてきたことが何度かあったじゃないですか」

　なにその音無さん。かわいい。

「あと、お辞じ儀ぎをしてマイクに頭突きをしたこともありましたね」

「やめてえええええええええ！　ほんっとに恥ずかしいから！」

　新人がやってしまいがちなミスを、あの音無さんもやってたなんて。人に歴史ありだね。すばらしい。

「へー、音無さんにもそんな時代があったんですね」

「ずいぶん嬉うれしそうににやにやしてるね、村むら人びとくん」

「へ？」

「この前、スタッフさんが持ってきた声優雑誌のグラビアを眺ながめてる時にもそんな顔してたよね」

「おわああああああああ、なに言ってんですか！　にやにやなんてしてなかったでしょ!?」

「たしかあの号ってあたしのグラビアが載ってたやつだったと思ったけど？」

「それは！　その…………!!」

　たしかに音無さんの載ってるやつでした。かわいいなーって思って眺めてましたよ！　ちなみにあの雑誌、後で買いましたしね！

　この現場、恐こわいぞ。さっきまで僕も狩かる側だったのに、いつの間にか狩られる側に戻っている。

　一いつ瞬しゆんの油断もできない。

　気を抜いたやつが、暴ばく露ろされる！

　ラジオって、こんな殺さつ伐ばつとした現場だったっけ!?

　やらなきゃやられる。なら僕も。

「違うんですよ、あのにやにやは！　なんか普段の音おと無なしさんよりボリュームがあるなーと思って。おもに胸の辺りが」

「あー、言ったな！　あのね、村むら人びとくんにだけじゃなくて、男性リスナーのみーんなに一応言っとくけどな、写真撮るって時はそれなりに詰めてるからな！　あたしだけじゃなくて、結構みんなやってることだからな!!」

「うわ、すっげー暴ばく露ろきた」

　暴露というか自爆じゃねえか。

　そこまで言われたらもう敵かなわないよ。

　むしろそんなこと言っちゃっていいの？　僕知らないからね？

「芹せり沢ざわさん…………大変ですよね、こんな音無さんのマネージャーをずっとやってるんですから。心中お察しします」

「なに同情してんのよ！」

「いやあ、苦労してるんだろうなあと思って」

「そんなことないよね？」

　僕からは次の暴露を期待する眼まな差ざし。音無さんからはとてつもないプレッシャー。その板いた挟ばさみにされている芹せり沢ざわさん。
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　さあ、芹沢さんはどちらに折れるのか。

「あの…………まどかはたしかに他ほかの娘こと比べたら手のかからない方です」

　あ、音おと無なしさんの方に折れた。そりゃそうですよね。

「それこそ、昔の仲間と比べたら天と地ほどの差が」

　そこは比べるところと違うよね!?　タレントがそんなじゃじゃ馬だったら大変だよ。まあ、中にはすごい人もいるって噂うわさは聞くけど！

「でも芹沢さん、手のかからない方だったかもしれないけど、手のかかることもあったんですよね？」

「村むら人びとくん？」

　音無さん、こっちにまでプレッシャーかけるのやめてもらっていいですか。

「あ、いや！　リスナーの皆さんだって、聴ききたいのはそこだと思いますよ!?　ね、芹沢さん。芹沢さんなら分かりますよね」

「えっと、えっと…………ごめんなさい。言えません」

「ちょっと芹沢さん！　それじゃあ本当になにか放送では言えないようなことがあったみたいじゃない！」

「え？　あれ、そっか」

「そこははっきり『無い』って言ってくれないと！」

　普段はクールでかっこいいマネージャーなのに、ラジオに出ちゃうとその敏びん腕わんっぷりがどこかにいっちゃうのね。きっと頭の中が真っ白なんだろうなぁ。

　しかし、このままでは埒らちがあかないな。切り口を変えてみるか。

「ところで音無さん、トイレに行きたくなったりしないですか」

「急に!?　突然すぎるでしょ。しないし！　したくなっても絶対行かない！　どうせあたしが席外してる間に好き勝手やるつもりなんでしょ!?」

「体に悪いですよ!?」

「いいもん。そしたらもう…………この場で漏もらすもん」

「どんだけしゃべられたくないんだよ！　体張りすぎでしょ！」

　一いつ瞬しゆん妄もう想そうしちゃったじゃないか。マイクの前から離れられないから、その場でしちゃう音無さんの姿を。どんなプレイだよ。

　まあ、マラソンランナーとかは、もうどうしようもなくなったら走りながらしちゃうっていう話は聞いたことあるけどね。体に水をかけながら、こっそりいたしてしまうそうですよ。本当かどうかは分からないけど。

　追い出し作戦は失敗か。まさかここまでだとは。

「分かりました。もう音無さんの恥ずかしいエピソードを訊ききだそうとはしませんよ」

「本当に？」

「はい。諦あきらめました」

　あのね、ここまでやっておいてなんだけど、やっぱ暴ばく露ろ大会はよろしくないよ。どっちも得をしないもん。お互いが傷を晒さらし合ってかさぶたを剝はがし合うだけだもん。

「逆にですね、芹せり沢ざわさんだから知ってる、音おと無なしさんのいいところを教えてください」

「いいところ、ですか」

「あ、ないですか。分かりました。じゃあ次の質問に────」

「ちょっと待ちなさいよ！　あるわよ、いいところの一兆や二兆！」

　すげえ、音無さん。芹沢さんと話してたのに、間髪入れずに入ってきた。しかも軽くボケまで混ぜて。

「数字がバカっぽい！　あと、もうちょっと現実味のある数字にした方がいいですよ！」

「……………………一個くらいならあるわよ」

「ああ！　一気に謙けん虚きよに！　ちなみに伺うかがいますけど、いいところってどこですか？」

「この辺かな」

　お腹なかをさすりだす音無さん。

「胃のところじゃねえよ！　いいところ！　そりゃ胃は一個だわ！」

「四個あるかもしれないじゃん！」

「牛みたいなこと言うな！」

「牧草っておいしいよね」

「牛みたいなこと言うなっつってんでしょ！　長所を言えよ、長所を！」

「おいしいミルクがとれるよ」

「牛の長所は訊きいてねえよ！　音無さんの長所を訊いてんでしょ!?」

　音無さんに付き合ってたら話が進まないぞ。

　強引にでも芹沢さんに戻そう。

「芹沢さん！　音無さんの長所、お願いします。営業にもなりますし！」

「そ、そうですね！」

　小さくなっていた芹沢さんがちょっとだけ前のめりになってくれたぞ。仕事しなくちゃって気持ちが緊きん張ちように打ち勝ったらしい。

「あの、色々言ってますけど、本当はとてもいい娘こなんです。空気の読める娘だから、ついノリで口に出しちゃってるだけなんです」

「うぁ、なんか本気でフォローされると照れるんだけど」

　音無さんが恥ずかしがっている！

　ここは手を抜かずに、僕も追い打ちをかけるぞ。

「本当にそうですよね。空気読めるし、プロ意識が高いから、人を楽しませるためについついがんばりすぎちゃうんですよね」

「そう！　そうなんです！　いいことを言ってくれました。なにはなくても、まずは自分を見てくれる人たちのことを一番に考えて行動する娘こですから」

「あー！　なんだろ、これ。この感じ。ムズ痒がゆいというか、落ち着かないというか、とにかく居いづらい！」

　キレ芸を持ち味とする芸人さんが、実は楽屋ではめっちゃ腰が低いことを暴ばく露ろされる感覚ですよ。キャラ的には営業妨ぼう害がいもいいところなんだけど、悪い気はしないっていうね。

「それに、あの、私もまどかに助けられてることが多々ありまして」

「ほほう」

　ようやく芹せり沢ざわさんもノってきたな。こうでなくっちゃ。

「実は、私が一人で担当したのは、まどかが初めてなんですよ」

「へー、そうなんですか」

「はい。先せん輩ぱいの下についてってことはあったのですが、本当に私が一人でなにからなにまで担当することになったのは、まどかが初めてなんです」

　感かん慨がい深げに言う芹沢さんは、目を閉じている。きっと色々思いだしてるんだろうな。

「いまのマネージャーとしての私を作ってくれたのは、間違いなくまどかです」

「それを言ったらさ、いまの音おと無なしまどかがあるのも、芹沢さんのおかげだよ」

　芹沢さんの様子を見て、さっきまで居心地の悪そうだった音無さんが優やさしい口調で話し始めた。さすが空気の読める音無さん。

　ここは、僕は黙だまっていようっと。

「むしろ、芹沢さんじゃないと仕事ができないってくらい。他ほかの人が取ってきた仕事なんて、本当にあたしがやるべき仕事なのかって、やっていい仕事なのかって、そんな風に疑っちゃいそうだもん」

「そんな…………私だって、失敗することもありますし」

「でもさ、芹沢さんは、あたしのことを本気で大事にしてくれてるんだなーって感じてるから。だから安心してあたしもすべて任せられるの。芹沢さんの言うことだったら、まずはチャレンジしてみようって思えるの」

　やってみなけりゃ分からないことって多いもんね。自分では良いか悪いか判断できなくても、人から言われたことをやってみたら結果上う手まく転がることだってある。もちろん逆に悪くなってしまうこともあるだろうけど、相手が本当に心の底から自分のためを思って言ってくれてるんだって分かれば、たとえ失敗したってまた次がんばれる。

　要は、お互いを信頼できるかどうかなんだよ。

　そういう相手と巡り会えて、パートナーとしてやっていければ、最高だよね。

　そして音無さんと芹沢さんは、そういう最高で最強のタッグなんだよ。

「まどか、これからもよろしくお願いいたします」

「こちらこそ！　音おと無なしまどかをどうぞよろしくお願いします」

　いい話だな。茶化すわけじゃなくて、本当にそう思う。

「頼むよー？　芹せり沢ざわちゃーん」

　あれ、せっかくいい話だったのに。さっそく張本人が茶化してどうするの！

「あたしぃ、芹沢ちゃん以外のジャーマネ知らないからぁー。芹沢ちゃんがいなくなったら一番困るのあたしなんだからね？」

「ふふふ、がんばります」

　空気を読んだ音無さんが、このいい雰ふん囲い気きにいたたまれなくなったらしい。ボケというより、照れ隠しだね。

　そうだな、たしかにいつまでもこんな感じなのは、この番組らしくもないか。

　ではでは、そろそろ僕も入らせてもらおうか。

「なんかいまの見てて、僕もマネージャーさん欲しくなっちゃいましたよ」

「おっ、デビューしちゃう？　事務所入っちゃう？」

「いやいやいや！　僕なんてまだまだそんな器うつわじゃないですけどね？」

「じゃあ、もしデビューしたら、こんなマネージャーさんについてほしいなってのはある？」

　あー、そうだなぁ。

　腕を組んで考えていたら芹沢さんも話題に乗っかってきた。

「あ、それは私も気になります。一般的にはどんなマネージャーが望まれているのか」

　考えたことなかったな。普通は考えないことだもんな。

　どうだろう…………。どんな人がいいかな？

「そりゃあやっぱり、さっき二人も話してたように信頼できる人がいいですよね」

「なるほどね。で、きれいな女の人がいい、と」

「性別とかルックスとかは関係ないでしょ！」

「またまたー。一緒に仕事していくパートナーだよ？　芸能界を見ててもたまにあるじゃん。マネージャーさんと結婚するってパターン。やっぱさ、人生を預けてるわけだからそういう仲にもなりやすいのかもしれないよね」

「あー、ありますね」

「となると、やっぱりきれいな女の人がいいんだよね？」

「だから！　そこはマストじゃないんですって。できれば…………くらいの話で、そこまで重要じゃないんですよ！」

「プロポーズの言葉は『僕の人生のすべてをマネージメントしてください』で決まりだね」

「…………ちょっと待ってください音無さん。そう考えるとですね、芹沢さんって最高のマネージャーじゃないですか？」

「たしかに」

　信頼がおけるし、腕はいいし、美人ときたもんだ。

「えっ、えっ、いえ！　私なんてそんなそんな…………」

　慌あわてふためく芹せり沢ざわさんがかわいくてついついイジってしまう。普段とのギャップがたまらないね。いつものクールな芹沢さんが相手ではこんなにイジれないもの。またとないチャンスを生かして存分に楽しもう。

「これ、全国の…………いや、世界中のタレントから芹沢さんにマネージャーになってほしいって依頼が来ますよ」

「ダメ！　絶対ダメ！　芹沢さんはあたしのマネージャーなんだから！　芹沢さん、どこにも行かないで！　行っちゃヤだよ！」

「い、行きませんよ。っていうか、そんな話来ませんから」

「僕気づいたんだけど、これいつの間にか芹沢さんの営業になってません？」

　音おと無なしさんの好感度を上げるというよりは、芹沢さんの好感度が上がりまくっている！

「ああっ！　違うんです。私なんかどうでもよくて！　あの、本当にまどかはいい娘こで、すごくいい娘で、とにかくいい娘で…………」

「芹沢さん芹沢さん、落ち着いてください。同じことを繰り返してるだけですよ？　なんか逆にウソっぽいですよ？」

「え？　いや、そんなつもりは、あれ？　ああ！　まどかごめん！」

「謝らないでよ！　なんか本当にダメに聞こえちゃう！」










　その後も、芹沢さんを音無さんと僕でイジり、軽い暴ばく露ろを受けた音無さんを僕がイジり、最終的に音無さんに反撃を食らう僕、というパターンでラジオは進行していった。

　楽しかったけど、かなり傷も負った気がする。

　ただ、この番組に湿っぽいのは似合わないしね。最終回が近いというのに、こんなバカな回を挟はさむのもこのラジオっぽくていいんじゃないかな。

　残り少ない時間を精一杯楽しむ。

　今日きようも、そんな収録だった。







[image: 第四章]







　もしやと思ったことはある。

　まさかと思ったことがある。

　いつものように古ふる里さと学園へ登校した僕は、まだ完全に覚かく醒せいしていない脳みそをこねくり回して最近の自分について考えてみた。

　アイドル声優天あま乃の川がわしぐれと知り合い…………いや、仲が良くて、クラスメイト。先日は手作りお弁当までいただいてしまった。お昼休みに一緒に食べた。

　新人アイドル声優木こ立だち陽ひ菜な乃のと知り合い…………いやいや、仲が良くて、お互いがお互いの部屋へお邪じや魔ましたことがある。しかも、先日うちに招いて手料理をごちそうになった。

　アイドル声優音おと無なしまどかと知り合い…………いやいやいや、仲が良くて、家はお隣となりさん同士。さらに、クラスメイト。先日、うちに招いて手料理をごちそうになった。

　ラジオに出るようになってから、たまに学校でサインを求められたりもする。廊下を歩いていてチラ見されることはよくある。男子生徒からだけじゃなく、女子生徒からもだ。

　それが、いまの僕の日常だ。

　僕のリアルだ。

　もしかしてもしかすると、これってリアルが充実していると言えるんじゃないのか。略してリア充じゆうなんじゃないのか。

　もっとも自分と縁遠い存在だと思っていたリア充。

　散々、爆発してしまえと願っていたリア充。

　だがしかし、最近の自分を思い返してみたら…………。ひとつの可能性が浮かんできたのである。

　僕はいま、リア充なのか？

　ははは、まさかそんな。

　第一、恋人とかいないし。

　大金を手にしたわけでもない。

　秋あき葉は原ばらだって顔を隠せずに普通に歩ける。古里学園の中でだけはちょっとだけ名が知られてしまったけど、世間一般で考えて、有名人になったわけでもない。

　そんな僕がリア充なわけないよな。ちょっと人と違う経験をしているだけだ。

　そうそう、あくまでちょっと違うだけであって、僕がリア充なんてまだまだ。

　ちょっとお風呂場でひなのちゃんの裸はだかを見てしまったことがあるだけだし。

　ちょっとしぐれさんの下着姿を見てしまったことがあるだけだし。

　ちょっと音無さんの着替えを何度か目撃したり、胸を鷲わしづかみにしてしまったことがあるだけだし。

　うむ、やっぱり勘かん違ちがいだった。気の迷いだった。

　僕なんかがリア充なわけないよな。

　おいしい秋の味覚を堪たん能のうしすぎて正常な思考ができていなかったのかもしれない。

　秋の夜長に読書をしすぎたせいで、まだ変な夢を見ているのかもしれない。

　ようやく目が覚めてきたぞ。

　そういえば、先日のラジオ収録はなかなか楽しかったな。それに、手て応ごたえも感じた。

　最初はたんに、最終回も近いから思い出話のついでにってことで芹せり沢ざわさんをブースに入れただけだったんだけど、そのあと音おと無なしさんからいい話も聞けたしな。

　次回辺り、「感動しました！」って感想のメールとか届いちゃうかも。これまで「おもしろかったです」ってメールは届いても、あんまり感動は届けられてなかったみたいだからね。

　最終回も近いし、そういうのもいいんじゃないのかなって。

　いやあ、先日収録した回が配信されるの、楽しみだなぁ。

　あ、先生が教室にやってきた。

「はーい、みんな、集まってる？　きりーつ、れい、うらめしや。なんちゃって」

　朝っぱらから面倒臭くせえ。

　普段起立なんてしないでしょうよ。ここにいるみんなは先生のネタ見せショーに集まってるわけじゃないんですからね。

　あれ？

　しぐれさんまだ来てないのか。遅刻かな？

　って、音無さんも来てないや。

　二人ともいないってことは、ユニットの仕事かなんかかな。

　なるべく学校は休まないようにしているけれど、それでもどうにもならない時が、ごくまれにある。そんな時は仕方なく欠席しているみたいだ。

　しぐれさんは、転校してくる前の学校ではちょくちょく休んでいたみたいだけど、古ふる里さと学園に来てからはそんなに休んでなかったよな。なんか考え方でも変えたんだろうな。

　音無さんは、仕事と学業を両立させたいって言ってたから、かなり無理して学校に通っているようだった。以前に、仕事を理由に成績を悪くしてしまったことをバカにされたからってのもあるかも。負けず嫌いだからな。

　二人ともマジメだなぁ。僕だったら仕事優先にしちゃうよ。ちょっとした仕事でも、それを理由に学校休んじゃうと思うわ。そんなことじゃあダメなんだろうけどさ。

　そっか、音無さんとしぐれさんが今日きようは揃そろってお休みなのか。それで今日はなんだか教室がいつもより静かだったんだな。

　いや、まあ、静かってのは言い過ぎか。

　でも、もっとこう…………普段は落ち着きがないんだよな。そわそわしてるっていうか。男子連中が音無さんやしぐれさんを意識しすぎているからだと思う。

　気持ちは分かる。学校に来れば音無さんとしぐれさんに会えるんだから。その気になったら、お話だってできるんだから。

　意気揚よう々ようと登校してみて、二人がいなかったら落ち込むわな。

　あ、朝のホームルームが終わって先生が教室を出て行った。

　しまった、まったく聞いていなかった。ただでさえ、集中して聞いていないとダジャレなのか重要な連絡なのか分からなくなるというのに。他ほかのことを考えながらではダメだね。

　音おと無なしさんに、休んだ時の連絡事項や板書を頼まれてるんだけどな。あとで友達に聞いておこうっと。

　さて、じゃあちょっと授業が始まる前にトイレにでも行っておこうかな。

　教室を出てトイレに向かう。一限目までそんなに時間があるわけではない。さっさと済ませなければ。

　廊下はまだ静かだった。他のクラスにまで行っておしゃべりする時間もないしな。と思ったけど、まだホームルームをやっている教室も多い。

　いつもはダジャレで長引くうちのクラスのホームルームが、めずらしく早く終わったのだろう。

　な、なんだろう。この不安な感じは。普段は早く終われと思っているのに、早く終わったら終わったでこの感覚。先生、大事なことを言い忘れているんじゃないだろうか。ネタを言うのに夢中になってつい忘れちゃった、とかあり得ない話じゃないからな。

　まあ、どっちにしろ僕はたいして聞いてなかったわけだけど。

　トイレに着いた。当然男子の方へと入る。トイレには誰だれもいない。

　便器の前に立ち、ズボンのチャックを下ろす。

　…………ふう。

「ん？」

　背後に違和感！

　とはいえ、出てしまっているのを急に止めるのは不可能。首だけ伸ばして後ろを見る。

「……………………あ」

「嘉か保ほうさん!?」

　あなた、カメラを構えてなにやってんですか！

「なんでこんなところに!?」

「……………………用を足しに」

「ここ男子トイレだけど!?」

「……………………混こんでたから」

「ウソつけ！　なんだよその羞しゆう恥ち心しんを失ったおばちゃんみたいな言い訳は！」

　ああ、まだ終わらない。もうちょっとだ。早く終われ。

「……………………じゃあ、正直に言う。まだホームルームも終わってないのに、常つね村むらが廊下を歩いてたから」

「もう終わったんですよ、ホームルーム」

「……………………ウソ。あの先生がこんなに早く終わるわけない」

　僕もそう思うけど、今日きようは奇跡が起きたんだよ！

　だいたい嘉か保ほうさん。その言い分だとあなたもホームルーム終わってないんでしょうに。どうやって教室を抜けてきたんだよ。

　よし、終わったぞ。すっきりすっきり。

「……………………常つね村むらが、誰だれもいないトイレで、一人で変なことをするのかと」

「するか！」

　大おお慌あわてで手を洗う。誰もいない男子トイレで女子生徒とふたりっきりなんて、それこそ誰かに見つかったらやばい。変な噂うわさをたてられてしまう。

　こっそりと辺りを窺うかがってからトイレを脱出。よかった、まだ廊下は静かだ。

「だいたい、僕のそんなシーン撮ってどうするんですか」

　どうやったって学校新聞に載せるのは無理だろ。

「……………………モザイク？」

「直接見えなくすればいいってわけじゃないからな！」

　どこの世界に成年向けの学校新聞なんて存在するんだよ。先生しか読めないじゃんか。

「……………………じゃあ、個人的に使う」

「お、脅おどす気ですか。それこそ、僕なんか脅してもいいことなんかないからな」

「……………………そういう意味やない」

　たしかに、嘉保さんはそんなことをする人ではないか。女性のそういう写真は絶対に撮らないって言ってたし、以前にもモロ出し状態で撮られた気がするけど、その写真がどこかに使われたりはしてなかった…………はず。腰布一枚の写真は使われてたけど。僕が気づいてないだけか？　いや、そんなことないよな。

「じゃあ、どういう意味なんですか」

「……………………んー」

　無表情のまま、ゆっくり首をかしげる。

「……………………オカズ？」

「はっ？」

「……………………ほな」

「ちょっ、ちょっ、ちょっ」

　どこかへ行こうとする嘉保さんの腕を摑つかんで引き留める。

「説明を」

「……………………言わせるプレイ？　意外と鬼き畜ちく」

　違う、そういうことじゃないんだ。

「……………………ん、分かった。うちが一方的に使わせてもらうだけでは申し訳ない。代わりに…………」

　代わりに!?

　なに、おかずにしてばっかりで申し訳ないから、代わりに嘉か保ほうさんのあんな姿やこんな姿を納めた写真を僕にプレゼントしてどうぞご自由に使ってくださいってこと!?

　よ、よし。それはそれでもらっておこうじゃないか。

　ただ、頂ちよう戴だいしたあとで、もうちょっと詳しく色々聞きたいね。その、なんだ、頻ひん度どとか？

　でもこの人の言うことだからな、どこまで本気か分からん。ただ僕をからかってるだけという可能性も。

　嘉保さんが自身のスマホを僕に差しだしてきた。

「見ていいんですか？」

　一応確認をとってみる。

　無言のまま頷うなずく嘉保さん。

「ど、どれどれ…………」

　ドキドキ。ワクワク。

　嘉保さん、小柄なわりにその制服の下はなかなかだからな。健康な男の子としては、なんだかんだ言っても期待してしまうわけで。
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「ん？」

　あれ？　全然肌はだ色いろじゃないぞ。もう完全に僕の頭の中はピンク色だったんだけど、嘉か保ほうさんのスマホに表示されていたのは古ぼけた写真が一枚だけだった。

　めちゃくちゃきれいな女の人が、ちゃんと服を着て写っている。しかし、その格好はどう見ても…………。

「どこの暴走族の姉ちゃんですか」

　ごっついバイクに跨またがった暴走族の女性である。ちなみに最近は、暴走族って減ってきているらしい。お金がなくてバイクも買えないんだって。改造費もバカにならないらしいし。

　長い髪をマッキンキンに染めて、ドぎついメイクをしている。なんだか一昔前の暴走族って感じ。

　正直がっかりだよ。全然ピンク色の画像じゃないじゃん。嘉保さんのあんな姿やこんな姿が見られると思ったのに。

　でも、なんだろう。

　この写真に写ってる人、恐こわそうなんだけど、どこか優やさしそうというか…………。

　じっくりと眺ながめていたら、ある物が目に付いた。

「この髪留め」

　蝶ちようのカタチをした髪留めだ。

　見たことある、気がする。たしか、身近な人で、こういう髪留めを使っている人がいたような。

「あっ、この人…………」

　芹せり沢ざわさんだ。間違いない。

　一度意識したら、どっからどう見てもそうとしか見えなくなってきた。

　これが何年前の写真なのか分からない。でも、いくら髪の色が違っても、濃いメイクをしていても、なんとなく分かる。

　変わってないなぁ。歳としとらないのかな、あの人。

「……………………重要なのは、こっち」

　嘉保さんがスマホを操作して、画像を小さくする。いままで見ていたのは、拡大したものだったらしい。

　次に表示されたのは、誰だれかのブログのようだ。

『大人気アイドル声優、音おと無なしまどかのマネージャーである芹沢優ゆう花かのお宝写真をゲット』

　そう始まったブログには、芹沢さんがかつて所属していたチームの名前や、活動していた地域、そして数々の武勇伝が綴つづられている。

　この記事がどこまで真実なのかは分からない。でも、芹沢さんがかつてはそっち系の人だったであろうことは、これまでの彼女の言動でなんとなく分かっていた。

「これ、誰だれが？」

「……………………」

　このブログには、記事が一件しか投稿されていなかった。となれば明らかだろ。どこかの誰かが、芹せり沢ざわさんの過去を暴あばいて攻撃してきているんだ。

　記事が投稿されたのは昨日きのうの…………いや、今日きようか。早朝だ。にも拘かかわらず、かなりのコメントがついてる。ブログを作って記事を投稿しただけでは、そうそう発見されることなんてないだろう。いまの時代、ブログなんて無数にあるんだ。

　これだけのコメントがついているということは、記事を書いた張本人がありとあらゆる掲示板にＵＲＬを貼はって回ったのだろう。

「……………………最後のところ」

　嘉か保ほうさんに言われて、記事の締めの言葉に目を走らせる。

『音おと無なしまどかの所属する事務所は、このような人物をマネージャーとして雇やとっている。もしかすると、裏にはもっと大きな組織が関係しているのかもしれない。現在の音無まどかの人気は、作られたものである可能性すらある。私は、命を賭かけてでも、業界の闇やみを暴き、このブログにて発表していこうと思う』

　業界の闇。この記事を書いたやつが言いたかったのは、この一言だ。

　案の定、コメント欄らんにはそのような書き込みばかりが続いている。

　古くから噂うわさされ、関係者がそれを口にすることは御ご法はつ度ととされてきた、芸能界と暴力団との関係。

「いやいやいや、こんなのありえないでしょ」

　暴走族と暴力団なんてまったくの別物じゃないか。どうしてそこまで話が飛ぶんだよ。

　ほんの数ヶ月だけど、僕は業界で仕事をしてきた。その間、そういう関係で恐こわい目にあったことなんてない。恐い人に会ったことなんてない。

　音無さんの人気は、まぎれもなく実力と努力で手に入れてきたものだ。

　…………でも、そうか。知らないんだよな。僕は実際にこの目で見てきたから知ってるけど、みんなは知らないんだよな。

「この記事どれくらい広まってますか」

「……………………今日、音無まどかと天あま乃の川がわしぐれは登校してる？」

「してない」

　そういうことか。それで、普段は無理をしてでも来る音無さんまでもが、登校してなかったのか。それほどまでに、もう広まってしまっているってことか。

「嘉保さん。嘉保さんを、情報のスペシャリストだと見込んでお願いがあります。この記事を書いたのが誰なのか、調べてください」

「……………………」

　無言で頷うなずいてくれる嘉か保ほうさん。

「あ！　でも、危ないことはしないでくださいね。安全第一で、できる範囲でいいんで」

「まかせて」

　めずらしく間髪入れずに、むしろ若じやつ干かん食い気味に答えてくれた。こんなに頼もしいことがあるだろうか。

「……………………ほな」

　ポケットにスマホをしまった嘉保さんが、教室とは反対の方へと歩いていく。これから授業だというのに、どこへ行くのだろうか。

　って、僕もこんなことしてる場合じゃないや。

　自分のスマホを取りだす。

　音おと無なしさんに…………いや、この場合はしぐれさんの方がいいかもな。音無さんに事情を尋たずねても、こっちのことは気にしなくていいから、なんていらない強がりで気を遣つかわれてしまうかもしれない。

　何回目かのコールのあと、しぐれさんの声が聞こえてきた。

「もしもし！」

『はい、天あま乃の川がわしぐれです。良りよう人とさまでございますか？』

　電話を介して聞こえる彼女の声は、いつも通りのように聞こえる。でも、そんなのでは安心できない。しぐれさんは声優だぞ。女優だぞ。僕のようなしょうもない男を一人騙だますことくらい、朝飯前だろ。

「常つね村むらです」

『申し訳ありません、学校をお休みしてしまいまして』

「いえ、そんなことはいいんです。…………大だい丈じよう夫ぶですか？」

『…………え？　はい、良人さまです』

　む、いまのは僕に向けた言葉じゃないな。電話の先で、しぐれさんが誰だれかに声を掛けられたのだろう。

『良人さま』

「はい！」

『まどかと、代わりますね』

「はい…………」

　音無さん？　なんだろう。

『いまどこにいる？』

　もしもし、も言わずに用件を伝えてきた音無さん。

「学校だけど」

『電話してきたってことは、もう知ってるってことでいい？』

「…………うん」

『じゃあさ、いま、事務所にいるんだけど、来れる？』

「もちろん」

　何度も行ったことがあるから大だい丈じよう夫ぶだ。

　授業は…………うむむ、先生には申し訳ないけど、欠席させてもらおう。

『芹せり沢ざわさん、いま社長に事情を聞かれてる。このあと、あたしたちも色々訊きかれると思う。だから、あんたの口からも説明してほしいの』

「あ、ああ。分かった」

　そうだね。僕なんかがどこまでできるか分からないけど、証人は一人でも多い方がいい。

「すぐ行く」

『うん、お願い』

　通話が切れた。

　こうしちゃいられない。

　全力ダッシュで教室へと戻る。良かった、まだ先生は来てないみたいだ。

　自分の机の脇わきにかけていたカバンを摑つかむ。やっぱり今日きようも軽い。

「おい、良りよう人と」

「高たか見み沢ざわ」

「どこ行くんだ、授業始まるぞ」

「ごめん、早退する」

「は？　いま来たばっかだろ」

「急用ができたんだ」

「…………音おと無なしさんたちのことか？」

　その言葉に、思わず睨にらみつけるくらいの勢いで高見沢を見てしまった。

「知ってたのか」

「ああ、まあな。みんな知ってるんじゃないか？」

　そっか。それで、なんか今日は教室が静かだったのかな。

　みんな、気にはなってるけど、話が話なだけに訊きづらいって、そういうことだったのか。

　そう言われて辺りを見回してみたら、クラス中の視線を僕が独占していた。隣となりの教室の喧けん騒そうが聞こえてくるほどに、静まりかえっている。

「信じて」

　大きく息を吸って、腹から声を出す。力強い声を出す。いまここで、僕が情けない声を出すわけにはいかない。

「信じてあげて」

　音おと無なしさんと、しぐれさんのためにも。

「なにを言うかと思ったら、そんなことかよ」

「いてっ」

　高たか見み沢ざわが肩を叩たたいてきた。それも、かなり力強く。

「早く行けよ。先生が来たら厄やつ介かいだぞ」

　みんな優やさしい笑顔だった。

　でも、たしかに頷うなずいてくれた。

　信じてくれているのだ。

　僕がわざわざ言うまでもなく、クラスのみんなは音無さんとしぐれさんのことを信じてくれているのだ。

「…………ああ！」

　授業をサボることへの罪悪感はあれど、躊ちゆう躇ちよは微み塵じんも感じなかった。クラスのみんなのおかげだ。




　一分でも一秒でも早く。

　急いでいる時の電車の中のもどかしさっていったらないね。どんなに気持ちは急いでいても、電車は速く走ってはくれない。

　そんなどうしようもない時間を有効活用しようと、嘉か保ほうさんに教えてもらったブログを改めてじっくりと読んでみた。先ほどよりもコメント数が増えている。全部読んでから、やっぱり見なきゃよかったと後こう悔かいした。

　こんなの…………ただただ腹が立つだけだ。

　なにも知らないくせに、憶おく測そくだけで人を攻撃するな。ウソの情報に踊らされて、勝手に幻げん滅めつしてんじゃねえよ。

　そう、思わずにはいられない。

　電車から降りた僕は、全速力で事務所へと向かった。

　朝っぱらに制服を着た高校生が走っていたのだから、周りの人からは寝坊して慌あわてて学校へ向かう男子生徒、くらいに思われたかもしれない。

　残念ながら曲がり角で美少女とぶつかることはなかった。いまそんなイベントに出くわしてもフラグを立ててる余裕なんかないから、ちょうどよかったと思う。

「はあ、はあ、はあ、ここだ」

　ようやく着いた。

　休むことなく、ビルに入る。さて、こっからどうしようか。事情を話せば中まで通してくれるかな？　さすがに無理か？　一応、僕は部外者だからなぁ。僕のことを知ってる人がいてくれればいいんだけど……。

　音おと無なしさんに電話して出てきてもらうか。

　なんて思っていたら、声を掛けられた。

「良りよう人とくん」

「はい！　…………あ、芹せり沢ざわさん」

　いつもはかっこいい芹沢さん。スーツ姿でしゃきっと姿勢よく立ち、縁ふちのないメガネの奥には鋭い眼光。時には厳しいことを、時には優やさしい言葉を掛けてくれる芹沢さん。

　そんな彼女が、今日きようは壁かべに背を預け、寄りかかるようにして立っていた。

　横顔を見るまでもない。明らかに元気はなさそうだ。

　思わず髪留めを見てしまった。同じだ。蝶ちようのカタチをした髪留め。写真に写っていた暴走族風の女性がしていたものと、まったく同じである。

「ごめんなさい」

　僕の視線に気づいたのだろうか。芹沢さんの一言目は謝罪の言葉だった。

　そして、僕の正面にまっすぐ立つ。

「ご心配をおかけしてしまっただけでなく、学校まで休ませてしまいまして、本当に申し訳ありません」

「いいんです。そんなの、いいんですよ」

　芹沢さんが謝ることじゃないです。だから、本当にいいんです。

「音無さんたちは？」

「まどかたちは、いまさっき社長に呼ばれたところです。良人くんが来るって聞いたから、私はここで待っていたの」

「そう、ですか」

「まずは、まどかたちが戻ってくるのを待ちましょう」

「分かりました」

「どうぞ、こちらに」

　芹沢さんに連れられて事務所の中へ入る。

　静かな廊下を歩いて、小さな部屋へ。

　女性物のカバンがいくつか、テーブルの上に置いてある。音無さんたちの物だろうか。

「どうぞ、お掛けになってください」

　芹沢さんに促うながされるまま、近くのイスへと腰掛ける。

「芹沢さんも、座ってください」

　芹沢さんにそう言った。僕が座っても立ったままだったからだ。僕が言わなかったら、ずっと立ったままでいそうだったから。

「では、失礼します」

　芹沢さんは僕の正面に座った。相変わらず、背筋を伸ばして姿勢よく座っているが、視線は僕まで届かない。

「「………………………………」」

　沈ちん黙もくが重い。

　このまま黙だまっていたらダメだ。僕から切りださないと。

「一応、確認なんですけど。あの写真に写ってたのって、芹せり沢ざわさんですか？」

「…………はい」

「そう、ですか。…………いやあ、でも！　あれって何年前の写真ですか？　芹沢さん全然変わらないですよね！　いまと変わらずすごくきれいで…………」

「……………………」

　ミスった！　そんなことを言ってる場合じゃない。

「えっと…………あのブログに書かれてたことって、どこまで本当なんですか？」

「ほとんどが事実です。たしかに私は、あのチームでリーダーをやっていました」

　そっか。まあ、それに関してはそうじゃないかな、とは予想してた。

「でも…………」

　芹沢さんが立ち上がる。そして、僕の横まで歩いてきた。

「見てください」

　なにを？　と思ったら、芹沢さんが急に自身のタイトスカートをぐいっと思い切りたくし上げていく！

　黒ストッキングに包まれた芹沢さんの締まった脚あしが、やわらかそうな太ももが露あらわに！

　芹沢さん急にどうしたんですか。そんなに上げたら、太ももだけじゃなくてもっと奥が見えちゃいますよ！

　え？　なに？　ショックなことがあったから、慰なぐさめてほしいとかそういうこと？

　マズイって。ここじゃマズイって。音おと無なしさんたち帰ってきちゃうって。いや、場所とか時間とかそういうことじゃないか。

　そんな自じ暴ぼう自じ棄きになったらダメですよ芹沢さん！　気を強く持って。

「ここ、見てください。傷きず痕あとが見えますか？」

　傷痕？

　芹沢さんの指さすところを、近づいてよーく見てみる。

　色の濃いストッキングをはいているから、なかなか見づらいんだけど…………ああ、たしかに傷痕みたいなのが見えるな。

「あの…………良りよう人とくん、近いです」

「わ！　ごめんなさい！」

　見えにくかったから、つい！

　スカートに顔を突っ込む勢いで凝ぎよう視ししてしまった。これ以上近づいていたら、女性のスカートの中の匂においを嗅かぐ変態男みたいに見えてしまったんじゃないだろうか。危ない危ない。

　少し恥ずかしそうに、たくし上げたスカートをずりずりと戻す芹せり沢ざわさん。

　なんかこういう芹沢さんを見るのは初めてなので、ちょっとドキドキした。そんな場合ではないのは百も承知なんだけども。

「えっと、その傷は？」

　芹沢さんが服を整えて、席につくのを待ってから尋たずねた。

「バイクでやってしまいました。危ない走りもしていましたから、いつかは、という気持ちもありましたが、若かった愚おろかな私はそんなスリルにすら快感を覚えていたのです」

　かすかな嘲ちよう笑しようを音もなく自らに向け、芹沢さんは続ける。

「でも、いざ事故を起こして、この身に傷を負って、気づいたのです。私は、バイクを降りる決意をしました。いえ、いまでもバイクや車は好きですが、チームは解散することにしたのです」

　うん、バイクや車に善も悪もない。

　問題があるとすれば、それらを使う人間の側にだ、と僕は思う。

「私が起こした事故で、他人を巻き込まなかったのは不幸中の幸いです。もちろん、たくさんの人に迷めい惑わくをかけてしまいましたが、ケガをしたのは私だけでした」

　それが、さっきの傷きず痕あとか。

　そっか…………だから芹沢さん、夏でも黒いストッキングをはいていたのか。傷痕を隠すために。結構大きかったもんな。

「そこまでのことをして、私はようやく決断することができたのです。…………まあ、わざわざ解散を宣言するまでもなく、ケガをして弱気になっていた私から、メンバーは一人また一人と離れていってしまいましたけどね」

　一気にしゃべって、ようやく一息つく。

　しかし、芹沢さんは最後に言葉を付け加えた。

「でも、それだけです。それだけなんです」

　強い口調で、はっきりと言ってくれた。

「気の合う仲間たちとバカやってただけの自分たちが、本物の暴力団なんかと繫つながりがあるわけありません」

　良かった。ほっとした。

　ここまで自分の過去を、できれば誰だれにも言わずに隠しておきたかったであろう過去を話してくれた芹沢さんの言葉なら、信用に値する。

「この話、音おと無なしさんたちには？」

「もちろんしました。先ほど、社長にもしてきました」

　そっか。

　じゃあ、あとは、偉えらい人たちがどんな判断を下すか、だな。

　黙だまったまま、二人で音おと無なしさんたちの帰りを待つ。

　少しして、ドアをノックする音が聞こえた。

「はい、どうぞ」

　芹せり沢ざわさんが声を掛けると、ゆっくりとドアが開いて音無さんの姿が。続いて、しぐれさんも部屋に入ってくる。

　芹沢さんが担当している人全員を呼んだってわけじゃあなさそうだな。ひなのちゃんや、流りゆう星せいさんがいないし。マネージャーとして担当している期間が長い人とかを呼んで話を聞いてたのだろうか。もちろん、仕事が入っていて来られないって人もいるだろう。

　そして最後に、だいぶ白しら髪がの混じった頭の、小柄な男の人が入ってきた。スーツ姿で、胸にスカーフを差している。誰だれだろうか。初めて会ったと思うけど。

　と、その男の人を観察していたら、芹沢さんが社長だと紹介してくれた。いつの間にか芹沢さんが立っていたので、僕も慌あわてて立ち上がる。

「君は？」

「常つね村むら良りよう人とです」

　名乗ったあと、村むら人びとＢとして音無さんと一緒にラジオに出ていることを告げた。

「そうか、君が。すまない、君にも迷めい惑わくをかけたね」

「いえ…………」

　違う。僕が聞きたいのは、そんな言葉じゃない。

　結局、今回の件はどうするんだよ。

「さて、芹沢くん」

　この場にいる全員の顔を一巡してから、社長が改めて芹沢さんを見て、その名前を呼んだ。

「はい」

「だいたい事情は分かった」

　お、なんだ。今後の方針でも決まったのだろうか。

「…………我が社は、タレント事務所だ。そんな我が社が、芸能界と古くから噂うわさの絶えない暴力団との関係を取り沙ざ汰たされた。当然、無視することもできる。多くの事務所がそうしているようにね」

　じゃ、じゃあ…………。

「でもね、今回は実際に証拠となり得る写真が出回ってしまった。実際に関かかわりがあろうが無かろうが、ケジメはつけなくてはいけないと、そう考えているよ」

「待ってください！」

「まどか！」

　割って入ろうとした音無さんを、芹沢さんが制する。

　それを見て、社長が音おと無なしさんににこりと微笑ほほえみかける。

「ご覧らんの通り、我が社に所属するタレントはいい子たちばかりだ。ビジネスを抜きにしても、悪いイメージをつけさせたくはない。芹せり沢ざわくんだってそう思うだろう？」

「はい。もちろんです」

「じゃあ、分かるね？　彼女たちを護まもるためにも、君は君のすべきことをしなさい」

　やめろ。そんな正論聞きたくない。

　目を背そむけたくなるくらいに輝くきれい事を押しつけるな。

　すべきことってなんだよ。

　それって、それって…………結局、芹沢さんが責任をとって辞めろってことかよ。

　この人、全然分かってない。

　そういうことじゃないんだって。

「あたしは、そんなの納なつ得とくできません」

　音無さんが社長に食ってかかる。

「まどか、やめなさい」

　芹沢さんが止めようとしても、音無さんは止まらない。

「そんなことしたら、芹沢さんが暴力団と関係があったって認めているようなもんじゃないですか！　どうせ芹沢さんが辞めたあとで、『まったく知りませんでした。当人はクビにしました。これで関係は完全に切れました。今後このようなことはないよう、努力します』とかなんとか言ってすべて終わらせようってことでしょ!?」

「…………そうか、音無くんはデビュー前からずっと芹沢が担当していたんだったね。安心したまえ、すぐに代わりの者をつけさせる」

「そういうことを言ってんじゃないのよ！」

　音無さんが机を叩たたく。強く、強く、感情をぶつける。きっと手も痛いだろう。

「まどか」

　しぐれさんが音無さんに声を掛ける。きっとしぐれさんも、音無さんと同じ気持ちなんだと思う。僕だってそうだ。でも、これだけ音無さんが感情的になってるから…………いや、そんな音無さんのおかげで、なんとか冷静に事態を見ることができている。

　だからこそ、音無さん。これ以上この人になにかを言っても無む駄だだ。先に正論を持ちだしてきた相手になにを言っても、この人にとっては自分が正義であり、揺ゆるがない。揺るぎようがない。

　勢いだけで感情を口にしては…………。

「そう、なら分かったわよ。そっちがそういう態度なら、あたしだって覚悟決めるわよ。芹沢さんをクビにするってんなら、あたしも──────」

　お、音無さ…………!?

「まどか、ダメ！　ダメよ。それだけは絶対にダメ！」

　僕が止めるよりも早く、芹せり沢ざわさんが割って入る。

　しぐれさんも後ろから音おと無なしさんの手を取る。しかし、それも振りほどかれてしまう。

「どうして!?　音無まどかは芹沢さんと一緒に作り上げてきたものよ。音無まどかがみんなのものであるように、みんなもまた、音無まどかの一部なの。スタッフさんも、ファンのみんなも、マネージャーである芹沢さんも、全部ひっくるめて、ようやく音無まどかは完成するの。そうでないとダメなの！」

　そういえば、どっかで聞いたことあるな。アイドルソングってのは、ファンの人の歓声や合の手が入ってようやく完成するって。

　激しく嚙かみつく音無さんに対し、社長は軽くいなすように言葉を発する。

「音無くん、突然のことで動転する気持ちも分かる。少し休みをあげるから、冷静になりなさい」

　休み、という言葉に、音無さんの肩がぴくりと震ふるえた。

　もう少しで口から出てしまいそうだった言葉。だけど芹沢さんがギリギリのところで止めてくれた言葉が、現実のものとなって頭をよぎったのだろう。

　そしてそれは、芹沢さんも同じのようで。

「社長！　違うんです、まどかは…………」
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「分かってるさ。あくまで、お休みをあげるだけだ。騒さわぎが収まるまでの間ね。これも彼女を護まもるためだよ」

　そう言い残し、社長は部屋を出ていってしまった。

　部屋に残された僕たちは呆ぼう然ぜんとするばかり。

「なんとかならないのでしょうか。これでは、あまりにも…………」

　しぐれさんが言わずとも、みんな考えていた。

　芹せり沢ざわさんが自ら辞表を出さなくてもよくなる方法を。

　この騒ぎを収める方法を。

　僕も、必死に考えた。

「音おと無なしさん、源げん太たさんは？」

　源太さんなら、昔の芹沢さんを知っているはず。ずいぶん前にそういう話を聞いたことがある。なにをどうすればいいかは分からないけど、なんとか証人になってもらってさ。

　でも、音無さんは首を横に振った。

「最近、姿見ないの」

　ああもう、いつも余計な時に出てくるくせに、なんで大事な時にいないんだよ。

　心の中であの赤くて濃い顔のタコに舌打ちをしていると、ここにいる音無さんを除いた全員が不思議そうな顔で僕を見ていた。そりゃそうだ、死んだはずの音無源太の名前が突然出たんだから。でも、そこについて深く訊きいてくる人はいなかった。

「そうだ！　目には目を、歯には歯をって言うだろ？　だからこっちもさ、真実をネットとかで公表すれば…………」

　音無さんの言うことだったら、きっとみんな信じてくれるよ。

「ダメよ」

「どうして」

「大衆を味方につけて相手を説得するやり方は、たしかに効果的かもしれないけど、子供のケンカに親を呼ぶみたいでみっともないじゃない」

　先ほどまでとは打って変わって、落ち着いた声で答える音無さん。

「あたしは、アイドルだから。そんなみっともないマネはできない。あたしはあくまでも、どんな時でも…………この身、栄はえる道を選ぶから」

　すげえよ、音無さん。こんな時にまで、自身のアイドル像を守るのかよ。ファンの人たちの夢を守ろうとするのかよ。

　でもそうか。そうだよな、この前のしぐれさんのゴスロリの時とは事情が違うもんな。事が事なだけに、デリケートにもなるわ。

『………………………………』

　また静かになってしまった部屋で、芹沢さんが軽く二回手を打った。

「さあ、とりあえず今日きようはもう帰りなさい。みんな、わざわざありがとう。今後のことは、また追って連絡しますから」

　努めて明るく、いつも通りの連絡事項を伝えるように言う芹せり沢ざわさん。

「まどかも、まずは落ち着いて。ね？」

「………………………………落ち着けるわけないじゃない」

　音おと無なしさんの気持ちも分かるけど、たしかにここにいてもどうしようもない。

　いま社長を追いかけても、同じことの繰り返しで話が進展しそうにない。それどころか、どんどんこちらが不利になってしまいそうだ。

　いまは、ただ状況を見守ることしかできないのだろうか。

　僕にできることはあるのか？

　僕に、なにができる？

　なんとかしたいという気持ちだけが空から回って、考えがまとまらない。

　分からない…………。

　どうすればいいんだ。










　あの日から、数日が過ぎた。

　先日収録した『ラジオの法ほう則そく』は更新が見送られることになったらしい。ちょうど騒さわぎの中心である芹沢さんが出演していたからだ。なんともタイミングが悪い。一応、延期の理由としては出演者やスタッフのスケジュールの都合で、ってことになるようだ。

　そして、音無さんがお休みに入ってしまったこともあり、最終回の収録も見送られることになった。

『スケジュールの都合がつき次第、更新します。お待たせしてしまってすみません』

　ラジオのホームページを見に行けば、そう書かれているだろう。

　音無さんは、仕事だけでなく学校も休んでいた。これは、芹沢さんの騒そう動どうというよりは、その前にネットにアップされた写真に原因がある。

　嘉か保ほうさんから画像を見せてもらった時、僕はしぐれさんのお弁当に夢中で気づかなかったのだけれど、あの写真はたしかに、制服姿の音無さんと僕だった。

　つまり、どこの学校に通っているのかバレる可能性があるってことだ。いや、もしかしたらもうバレてしまっているかもしれない。学校がバレたら、住所までバレてしまうのも時間の問題だ。

　普段であれば、そこまで気にするほどのことではないのかもしれない。身の回りに注意はするけど、学校を休むまではしないかもしれない。しかし、直後に芹沢さんのことが明るみになった。結果、音おと無なしまどかはいらぬ注目を浴びることになってしまった。

　そんないま、なにが起こってもおかしくない。念には念を入れて行動しなくてはいけないのだ。

　ちなみに僕も、学校を休んだ方がいいのではと言われた。写真には、僕も写ってたからね。でも、さすがにそれは大だい丈じよう夫ぶだろう。男だし、ほぼ素人しろうとだし。

　だから僕は普通に通学している。学校に行けば、興味津しん々しんなやつや、心配してくれるやつもいるけど、僕は音無さんの考えに倣ならってなにも言わずに過ごした。しぐれさんも、同じように対処しているようだった。

　なにもない日常。ただ、音無さんだけが欠けた日常。

　今日きようも、僕の一日はなにごともなく終わる。

　朝起きて、学校に行って、授業を受けて、帰って、寝る。常に頭の片かた隅すみでは、僕にできるなにかを探してはいるものの、時間だけが過ぎていく。

　芹せり沢ざわさんがいつ辞表を出すのかは分からない。引き継ぎとか色々あるだろうから、まだ少しは時間に猶ゆう予よがあるだろうけど、このままなにもしなければ、きっと…………。

　そういえば、と教室を見渡す。

　一日の授業が終わり、教室を出ていくクラスメイトたち。教室に残っておしゃべりをしている者もいる。

　ここ数日、友達から遊びに誘さそわれてないな。避けられてるのかな？　いや、違うか。僕が避けてるんだ。アレコレ訊きかれたくなくて。

　常に暗い顔して、あーでもないこーでもないって考え事してるんだもんな。そりゃ誰だれも話しかけてこなくなるか。最初の頃ころは友人たちも心配してくれてたけど、それももうずいぶん昔のことのように感じる。ほんの数日なのに。

　今日は音無さんの生放送の日だったな。たしか、代役としてしぐれさんとひなのちゃんがパーソナリティを務めるんだったか。

　ひなのちゃんは、まだ芹沢さんがマネージャーについてそう長くないし、しぐれさんもそんなに長くはないらしい。だからこそ、それほど芹沢さんの件での影えい響きようもなく、普通に仕事に復帰できていた。

　音無さんが復帰するまで、一緒にユニットを組んでる仲間として協力するって言ってたわ。

　ユニットも、結成したばかりなのに大変だよな。ひなのちゃんなんかは、「勘かん違ちがいしないでください。この事務所に誘ってくれた優ゆう花かさんのためです。まどかせんぱいのためじゃないですからっ」なんて強がってたけど。

　ラジオ、聴きき逃さないようにしようっと。しぐれさんとひなのちゃんのラジオなんて、初めての組み合わせだよな。楽しそうだわ。

　…………そこに音無さんがいたら、もっとおもしろくなるんだけどな。

「良りよう人とさま」

「あ、しぐれさん」

　すでに帰り支じ度たくを済ませたしぐれさんが僕のところまでやってきた。

「今日きようはこのあとラジオでしたっけ」

「はい。ひなちゃんさまと二人で生放送に出るのは、初めてですわ」

「家で聴きいてますんで、がんばってくださいね」

「はい、ありがとうございます」

　学校からラジオ局に直行するのかな。

　って、あれ？　行かないんですか？　しぐれさんは僕の顔をずっと見つめたままだ。

「あれから、まどかに会いましたか？」

「いえ、一度も」

　僕の部屋の窓を開ければ、すぐに音おと無なしさんの部屋がある。でも、どんなに呼びかけても、カーテンを開けっ放しで待っていても、部屋に明かりが点つくことはなかった。疑問に思った僕が、音無さん家ちのお母さんに尋たずねてみたところ、いま音無さんはホテルで過ごしているらしい。

　なんでも、芹せり沢ざわさんが手配してくれたとか。さすがだ。音無さんを、音無さんの安全を、第一に考えてるんだね。

　でもその代わり、学校でも会えず、家でも会えず、収録現場でも会えず。音無さんと僕の距離も、遠く離れてしまった。

　一度そうなってしまうと、音無さんに掛ける言葉を思いつかず、電話もメールもできなくなっている。

「そうですか…………」

　音無さんの仕事復帰はいつになるんだろう。芹沢さんがすべての引き継ぎを終わらせてから、かな？　せめて、仕事さえできれば音無さんの気も紛まぎれるんだろうけど。

「では、あまり時間もございませんので、お先に失礼いたしますね」

「はい。じゃ、また」

　教室のドアのところでこちらを振り返り、もう一度丁てい寧ねいにぺこりと頭を下げてしぐれさんは行ってしまった。

　さて、僕も帰ろうかね。

「……………………常つね村むら良人」

「おわ！」

　ちょっ、誰だれだよ！　いきなり背後から話しかけられてびっくりしたわ。後ろの席は音無さんの席で、そこには誰もいないと思い込んでたから余計に驚おどろいたわ。

「嘉か保ほうさん？」

　ですよね。こんな登場の仕方をするのはあなた以外にいないですよね。

　後ろを振り向くと、いつも通りの無表情な嘉か保ほうさんがいた。

「なんですか？」

「……………………情報」

　情報？　あ、もしかして。

「なんか分かったんですか？」

　嘉保さんは、芹せり沢ざわさんの過去の写真をアップロードし、記事を書いた人を調べてくれると言っていたんだ。ちなみに、あのブログはあれ以降一度も更新されていない。

「……………………うん」

「誰だれなんですか、あんな記事を書いたのは!?」

　思わず声が大きくなってしまった。いかんいかん、冷静にならなければ。

「……………………すまん。誰かまでは分からない」

　そ、そうか。でも、しょうがないよな。

「……………………でも、ひとつだけ判明」

　ひとつでもいい。いまはとにかく情報がほしい。

　この状況を打開するための武器がほしい。

「……………………この写真」

　嘉保さんがスマホの画面をこちらに向ける。表示されているのは、以前に見せてもらったことのある写真だった。

　音おと無なしさんと僕が、制服姿で並んで歩いているあの一枚である。

　まったく、どこの誰だか知らないけど、この写真も忌いま々いましい。この写真のせいで、音無さんはいま学校にも通えないし、家にも帰れないんだぞ。

　この写真が最初にネットに上がった時には、まさかこんなことになるなんて予想もしてなかったわ。

「で、これがなんなんですか？」

　なかなか言ってくれない嘉保さんを急せかす。

「……………………同一人物」

「は？」

　同一人物？　なにが、誰と？

「……………………可能性は高い」

　まさか、芹沢さんの過去の写真をアップしてひどい煽あおり記事を書いたやつと、音無さんと僕の制服で並んで歩いている写真をアップしたやつが、同一人物の可能性が？

「……………………少なくとも、同じパソコンからアップされてる」

　ちょっと待てちょっと待て。

　それってつまりどういうことだよ。

　芹せり沢ざわさんを攻撃したかったんじゃないのか？　少なくとも、あのブログは芹沢さんを攻撃するものだった。

　でも、なんのために？

　芹沢さんはマネージャーだぞ。まあ、音おと無なしさんのファンの間では、音無まどかのマネージャーとして、そこそこ知名度はあったかもしれないけど…………。

　まさか、最初から音無さんを狙ねらって？　それならあり得ない話ではない。常に業界で日の当たるところを歩く音無さんを、目の上のたんこぶのように思う人はいるだろう。

　いやいや！　でも、芹沢さんが誰だれかから恨うらみを買っていたことだって、当然あり得るわけだし。

　その情報だけでは、分からないな。でも、この状況を打開するための大きな一歩ではあるように感じる。

「ありがとうございます、嘉か保ほうさん！」

「……………………礼はいい。引き続き調べておく」

「お願いします…………くれぐれも無理はしないように」

「……………………ほな」

　よし、音無さんに連絡しよう。いままでは、話すことがなかったからなかなか電話できなかったけど、いまならできる。

　家に帰ってからにするか？　いやいや、早い方がいいだろう。いますぐだ。

　ポケットから自分のスマホを取りだす。

　えーっと、音無さんの番号は…………。

「おっと」

　なんて操作していたら、電話がかかってきた。

　一いつ瞬しゆん、音無さんからか、と期待したが違ったようだ。

　芹沢さんからの電話である。

『もしもし、良りよう人とくん？』

「もしもし、はい、常つね村むらです」

『いま、まどかと一緒にいますか？』

「いや…………？　まだ学校ですし」

『あの…………ホテルで姿が見えなくて。電話しても連絡がつかないんです』

　マジかよ。嫌いやな感じがする。

　きな臭くさい話を聞いた後だから、余計に最悪のシチュエーションばかりが頭をよぎる。

　嘉保さんに教えてもらったこと、芹沢さんにも教えておこう。変に不安をかきたてることになってしまうかもしれないけど、手遅れになってしまってはそれこそ意味がない。

『そうですか。私も、万全を期してホテルにかくまったのですが…………』

「分かりました。僕も心当たりを探してみます」

『よろしくお願いします』

　電話を切る。教室はもうだいぶ人が少なくなっていた。

　僕も行こう。…………どこへ？

　音おと無なしさんの行きそうなところへ。それはどこだ。

　うーん、思いつかない。

　しぐれさんやひなのちゃんにも協力を…………いや。二人はこれから生放送だしな。

　…………うん？　生放送、か。

　今日きようはしぐれさんとひなのちゃんがパーソナリティを務めるけど、本来は音無さんの番組なんだよな。

　仕事が生き甲が斐いで、それがすべての音無さんのことだ。たとえ自分が出演することができなくても…………。

　行ってみる価値はあるか。

　生放送には、僕も一回出たことがある。場所も分かる。

　音無さんと過ごした数ヶ月。その間に経験したひとつひとつが、音無さんに繫つながっていると信じて。

　行くか。

　イスを蹴け飛とばす勢いで立ち上がり、僕は駆けだした。




　ラジオ局の前に着いた。

　周囲に特に変わった感じはない。まあ、これでパトカーや救急車のサイレンが聞こえてたら最悪なんだけど、とりあえずは静かだ。

　どうするかな。パス持ってないから中には入れないし、建物の周りを探してみるか？

「ん？」

　建物の中を覗のぞき込んでいたら、見覚えのある物を発見。

　いや、物というか…………人？

　人ではないな。タコか。

　かつては人だったなにかだ。

　名前は音無源げん太た。病気で亡なくなった、音無さんのお父さんらしい。

　それがなぜ、デフォルメされたキャラクターようなタコの姿になって、この世にいるのか。真実は誰だれにも分からない。誰にも分からないから、超常現象なのだ。

「源太さん」

　建物に入ってすぐのロビーで、床に転がっていたタコを拾い上げた。警備員に怪しまれないように気をつけなくちゃ。

　っていうか、もう見られてるな。

　そりゃそうだ。この真まっ赤かなタコ、音おと無なしさんと僕以外には見えないし、声も聞こえないんだから。

　警備員からしてみれば、建物に入ってきた男が床にかがんだと思ったら立ち上がり、その場から動かない。しかも独り言を言っている。どんだけ不審者だよ。

　よし、ここはケータイ作戦だ。

　電話をかけるフリをして、ここの局員と知り合いなんですよー、ってな空気を醸かもしだす。電話なら、独り言を言っていても怪しまれないしな。

「源げん太たさん」

　左手でスマホを。そして右手に赤いタコを摑つかんで、僕は話しかけた。

『おお、常つね村むら。おぬしには見えるか』

「は？　なにいまさらなこと言ってるんですか。そんなことより、音無さんは？」

『なんだか久しぶりだな』

　最後に会ったのは夏のコミケの前だったかな？

「そんなことはどうでもいいんです。源太さんがここにいるってことは、音無さんも近くにいるんですよね？」

『うむ…………』

「なにかあったんですか!?」

　もしかして、考えたくはないけど、手遅れだった!?

『近くの公園におる。この建物を眺ながめておるよ』

　公園か、よし！

　とりあえずは無事ってことだな。ちょっとだけ安心した。

『常村』

「は、はい」

　なんだよ、公園に急がないと。音無さんのところへ！

『覚えておるか？　わしと、おぬしとの賭かけのこと』

　賭け？

「ああ！」

　一いつ瞬しゆんなんのことかと考えちゃったけど、思いだしたわ。

　あれだろ？　それこそ、最後に会った時にした賭けだわ。

　もし約束の期間内に音無さんと僕が手を繫つなぐことができたら、音無さんのことをお姉さまと呼んだひなのちゃんに関する、源太さんの知ってることを全部白状するっていう。賭けとか関係なく、その辺の事情は知っちゃったからさ。もうどうでもよくなってたわ。

『結局、おぬしはまどかと手を繫げておらんかったよな』

　げ。なんだっけ。僕が負けたら、源げん太たさんの言うことをなんでも聞くんだっけか。

「あの、源太さん、そんな場合じゃないんですよ」

　源太さんがどこまでいまの状況を把は握あくしてるのか知らないけどさ、親バカな源太さんなら、いま僕に言うことをひとつ聞かせてる場合じゃないのは理解できるはずだよ。

　なにが起こってるのか知らないのかな。だったら、公園行くまでに説明するけども。

『聞け！　常つね村むら』

「あーもう！　なんなんですか！」

　やべ、大きな声を出してしまった。警備員がこっち睨にらんでるよ。マズイよ。

『頼む。まどかのことを、頼む』

「え？」

『いまのわしには、どうにもできんのだ』

　源太さん…………？

「良りよう人とさま！」

　ん？　なんだなんだ？

　源太さんの、頭の中に直接響ひびいてくるような声ではない。

「しぐれさん！　ひなのちゃんも」

　広いロビーに声が響く。二人が来てくれたことで、警備員さんもこっちを睨むのをやめてくれたようだ。

　っていうか二人ともどうしたの、これから生放送じゃないの？

「まどかと会いました？」

「いえ…………」

「スタッフさんに聞いたんだけどね、まどかせんぱい、ここに来たんだって」

　やっぱりか。

「でも、まどかは表向き実質謹きん慎しんのようなものですから。スタッフさんは帰したって」

　そうか。それで二人は追ってきたのか。

　音おと無なしさん、本当に仕事をさせてもらってないんだな…………。

　よし、そうと決まったら。

「えっと、詳しいことはまた今度説明しますけど、もしかしたら、狙ねらわれてるのは芹せり沢ざわさんじゃなくて音無さんなのかもしれないんです！　だから、その…………ああもう！　とにかく行ってきます！」

　全然まとまってないわ。

　これじゃあ、しぐれさんもひなのちゃんもちんぷんかんぷんだよ。

「分かりましたわ」

　おお、しぐれさん分かってくれたか。すごい理解力だ。

「とにかく、まどかが危ないかもしれないってことですわよね」

「そ、そうです」

　うん、いまはそれだけ伝わっていればいいか。

「では、わたくしたちも」

「そうだねっ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶです！　二人は生放送に行ってください。場所は、なんとなく分かるんで。この…………」

　と、思わず手に持っている源げん太たさんを持ち上げてしまった。言っても分かるわけないよな。ただでさえきちんと説明できてなくて、混乱してるっていうのに。

「そのタコさんが、どうかしましたか？」

　え？

「かわいー。それなんですかっ？　タコのカタチのＧＰＳかなにか？」

　は？

　なに、二人とも、どうして…………。僕と音おと無なしさんにしか見えないんじゃなかったの？

『……………………』

　源太さんは無言。表情を変えずにただまっすぐ見ている。

「こ、これは…………」

「天あま乃の川がわさーん！　木こ立だちさーん！　そろそろ打ち合わせしないと。戻ってください！」

　げ、もうそんな時間か。スタッフさんが二人を呼びにやってきた。

　ああもう、色々分からないことだらけだけど、とにかく大事なことはふたつ！

「音無さんの居場所は分かるんで、僕が行きます。二人は生放送に行ってください！」

　最初は「でも…………」と渋しぶっていたが、生放送に穴を空あけるわけにはいかない。二人ともプロだ。渋々了承してくれた。

「じゃあ、生放送がんばってください」

「良りよう人とさまも、お気をつけて」

「せんぱいっ！　ほんっとーに、気をつけてくださいねっ。制服の写真に、昔の写真だなんて、相手はかなり強引な手を使ってきてるみたいですからっ」

「うん、ありがとう！　気をつけるよ」

　二人と別れて、僕は走り始める。

　……………………ん？

　なんだ？

　なんか違和感が。

　いま、ひなのちゃんなんて言った？

　あれこれ考え過ぎて、引っかからなくていいところに引っかかってるだけか？

　僕、二つの写真をアップしたのが、同一人物の仕し業わざかもしれないってひなのちゃんに言ったっけ？

　急いでたし、慌あわててたから記き憶おくが定かじゃないな。

　まあいっか。言ったかもしれないし。

　いまはそんなことより音おと無なしさんだ。




　源げん太たさんに道を教えてもらい、音無さんのいるという公園へと急ぐ。

　幸い、本当にすぐ近くだった。

　頼む、無事でいてくれ！

　その道すがら。あと少しで公園、という時だった。

「はーい、すとーっぷ」

　なんだ？

　ガラの悪い男が三人。僕を囲むようにして現れた。

　その内の一人。僕の正面に立つ男が、ゆっくりと近づいてくる。

　なんだよなんだよ。カツアゲか？　この急いでる時に。いいよいいよ、いまたいして持ってないし。有り金全部くれてやるから道を空あけろ。

　ポケットからサイフを出そうとしたら、正面の男が僕を呼ぶ。

「おい、おまえ、村むら人びとＢだろ？」

「………………………………」

　僕のことを知っている？　なぜ？　でも、答える義理はない。

「おいおい、だんまりかよ。名前くらい教えてくれたっていいだろ？」

「いっつ」

　思い切り肩を摑つかまれた。指が食い込む。こいつ、なんて握力してやがる。

　茶色のロン毛。鼻にピアス。身長は僕と同じくらい。よし、こいつの特徴は覚えたぞ。

「じゃあ、まずおまえの名前を教えろよ」

「嫌いやだぷー!!」

　鼻ピアスの男に合わせて、残りの男たちもゲラゲラと下品に笑う。

「なんの用だよ」

　思い切り睨にらみつける。

　ビビるな。震ふるえるな。

「おうおう、勇ましいねぇ」

　鼻ピアスの男が一歩僕から離れた。

　僕は引かないぞ。一歩でも引いたら、負け────。

「ぐぁっ!!」

　なんだ…………？　左肩が急に重く…………。

　膝ひざをつく。遅れてやってくる痛みに声が漏もれる。

「うあぁっ…………」

　ずきずきと鋭い痛みを訴える左肩を押さえながら後方を見れば、男の一人が木刀を持って立っていた。

　ただでさえ一対三なのに、武器とか、ずりぃよ…………。

　正面の男に集中しすぎてたか。ちくしょう。

　僕の後方には木刀を持った男。正面には鼻ピアスの男。そして左には、ビデオカメラを持った男が。

「あの写真、おまえらがアップしたのか」

「写真？　知らねえな。オレらは撮るのが仕事だから、よっ」

　蹴けりだ。頭でそう判断しても、体が動かない。

「があっ」

　ごろごろと地面を転がる。とっさに左腕でガードしようとしたけど、肩の痛みのせいで上う手まく上がりきらなかった。

「おう、撮れてるか？」

「バッチリだぜ」

「う…………くっ。なんなんだよ。こんな映像撮って、おまえらどうするつもりだ」

「知らねえよ。どうでもいい。おいしいバイトだからやってるだけだ」

　ちっ…………。金で雇やとわれただけのチンピラかよ。

　油断したな。まさか僕が狙ねらわれるとは。てっきり、音おと無なしさんが危ないものだとばかり思っていた。

　ああ、ちくしょう。コンクリってこんなに冷たいんだな。知らなかったよ。

　まずい。なにもできない。

　源げん太たさんは頼りにならないし、電話で助けを呼ぶ隙すきもない。

　鼻ピアスの男を睨にらみつける。精一杯の虚勢だ。

　────────その時。

「てめえら！　そこでなにしてやがる！」

　うお、なんだこのドスの利きいた声。女の人、だよな？

　鼻ピアスの男もさすがに驚おどろいたのか、一度も僕から離さなかった視線を声のした方へと向けた。

　そこにいたのは。

「芹せり沢ざわさん、音無さん」

「遅れてすみません。途中でまどかを見つけたもので。しぐれちゃんから連絡をもらって、できるだけ急いだのですが」

　ははは。

　ギリギリですよ。本当に。

「なんだなんだ？　えらいべっぴんさんじゃねぇか。オレらと遊びたいってか？　いいぜいいぜ、男をボコるよりよっぽどイイ映像が撮れそ────」

　あ、勝負ついた。

　鼻ピアスの男、食い気味でノックダウン。最後まで言わせてもらえなかったな。

　鋭い蹴けり一発だったな。

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　聞こえてないですよ、芹せり沢ざわさん。もう白目剝むいてるもの。

「おい、やべえぞ」

　カメラを持っていた男が後ずさる。

「に、逃げろ！」

　木刀を持っていた男も、芹沢さんの圧倒的な強さに脱だつ兎とのごとく。

「逃がすかコラ!!」

　芹沢さん、マジ恐こわいっす。

　男たちを追いかける芹沢さん。あ、木刀持ってたやつをまたしても一発で沈めた。

　さらに、残りの一人を追いかけていく。

「はあ…………助かった…………」

　ようやく緊きん張ちようと恐怖から解放された。

「いてっ」

　痛みがひどくなったような。張っていた気が緩ゆるんだからかな。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　すでに涙目の音おと無なしさんが僕の上半身を起こしてくれた。あったかいし、やわらかい。コンクリなんかとは比べものにならないね。僕は断然こっちがいいよ。

「やあ、音無さん。なんか、久しぶり」

　ほんの数日しか経たってないけど、不思議と久しぶりな感じがするわ。

　再会がこんな姿なんて、みっともないな、僕。

「ごめん、ごめんね」

「なんで音無さんが謝るのさ。音無さんはなにも悪くないよ」

「ホテルで大人おとなしくしてれば良かったのに、いてもたってもいられなくなって、ひょこひょこ出てきたりなんかしたせいで」

「違うよ、僕が勝手に追いかけてきただけだから」

　それでこのザマさ。

　それにさ、音おと無なしさんの気持ち、分かるから。自分の代わりにみんなががんばってくれてるのに、じっとしてられなかったんだよね。

「だって…………だって、それも全部、あたしのせいでしょ」

「どこをどう考えたらそうなるのさ」

　やめてよ。本当に。

「あたしがアイドルだから、だよね」

　あー、そうか。そういうことか。ようやく敵の狙ねらいに気づいた。

　将を射んと欲すればまず馬を射よ。音無まどかという将を射るために、芹せり沢ざわ優ゆう花か、村むら人びとＢっていう馬を射止めようとしたんだ。

　だとしたら音無さん。それじゃあ相手の思うツボだよ。

　ダメだよ。そんな風に考えたらダメだって。

「あたし、この数日間、ずっと考えてたの」

　やめて音無さん。言っちゃダメだ。

　口にしたら、心まで折れてしまう。

「もう…………本当にやめちゃおうかな」

　音無さん…………。

「それ、本気で言ってんのかよ」
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　自分の力で起き上がる。

　あちこち痛いけど、そんなの気にしていられない。音おと無なしさんの痛めつけられた心に比べれば、これくらい。

「本気よ…………あたしのためにがんばってくれる人たちをこんなに傷つけて、迷めい惑わくかけて。それでも己おのれを貫つらぬくことなんて、そんな我が儘まま、あたしにはできないよ」

「我が儘なんかじゃない。みんな、やりたくてやってることさ。音無さんのために、心からそう思ってやってることさ」

　だから、音無さんが責任を感じる必要なんてないんだよ。

「それに、それにね。この仕事をやめて普通の女の子になれたら、心置きなく、なんの問題もなく、あんたと…………」

　僕、と。

　そうだね。そんな未来があったらいいね。

　学校の帰りに、制服のまま寄り道したりしてさ。カラオケとかゲーセンとか映画とか行ったりしてさ。ファストフード店で他た愛わいもないおしゃべりをするだけでもいいさ。

　これから冬がやってくる。

　クリスマス。お互いプレゼントを用意し合って、一緒におっきなケーキを食べるんだ。

　大おお晦日みそか。寒さに手を擦こすり合わせて、除夜の鐘かねを聞きながら、二年参りの行列に並ぶんだ。

　お正月。振り袖そで姿で初はつ詣もうで。おみくじを引いて、真っ先に恋愛運を確認し合ったりしてさ。

　バレンタイン。もらえるかな、チョコレート。

　ホワイトデー。どんな物を贈ればいいのか、きっと僕は真剣に悩むんだろうな。

　楽しいイベントが盛りだくさんさ。

　それを、音無さんと二人で過ごせたらって、何度妄もう想そうしたか分からないよ。

「…………ふざけんな」

　でも、違うよ音無さん。

「ふざけんな!!」

　僕が本当に望んでいるのは、そんな未来じゃない。

「僕の惚ほれた音無まどかって女の子は、いつも強気で、サービス精神旺おう盛せいで、見ている人に夢と元気を与えてくれる、完かん璧ぺきな女の子なんだよ！　…………僕の惚れた音無まどかって女の子は！　いじわるで、怒りんぼで、打たれ弱くて、それでも前を向こうとする、頑張り屋さんな、普通の女の子なんだよ！」

　自己中心的な考えだってことは分かってる。

　僕の理想を押しつけているだけなのは分かってる。

　でも…………。

「生き甲が斐いなんだろ！　すべてなんだろ！　こんなことで、全部捨てちゃうのかよ!!」

　前に言っていたじゃない。音おと無なしまどかってのは、スタッフや、ファンのみんながすべて揃そろってようやく完成なんだって。

　僕にとっての音無さんもそうなんだよ。

　アイドル声優である音無まどかと、普通の女の子である音無まどか。このふたつが揃って、ようやく僕が恋した女の子になるんだ。

　本気で好きって言える女の子になるんだよ。

「そっか…………こんなあたしじゃ、好きになってもらえないよね」

　つぶやく音無さんの瞳ひとみから涙がこぼれる。

　なにを弱気になってんだよ。音無さんらしくないじゃんか。

「源げん太たさんからも、なんか言ってやってくださいよ！」

「え？　お父さん、いるの？」

「ほら、そこに」

　地面に転がっている源太さんを指さす。

　音無さんが源太さんを見る。でも、なぜだか視線が定まっていない様子。

　源太さんも源太さんで、なにも言わなかった。音無さんを見もしなかった。

「そっか、そこにいるんだ。お父さん、いつも傍そばにいてくれてありがとね」

　ん？

「あたしね、もう見えないみたい」

　見えない…………？　源太さんが？

「分かってた、分かってたの、なにかをすることは、なにかをなくすこと。たくさんの人に愛されたいと思いながらも、同時にたくさん嫌われてもきた。新しいものを手に入れるたび、この両手に抱かかえきれないものを落っことしてきた。でも…………でも、どうしてだろう。あたし、大切なものばっかりなくしちゃうよ」

　苦しそうに涙を流す音無さん。

　音無さんはどれだけのものを手に入れて、どれだけのものをなくしたのだろう。

　友達と遊ぶ時間も削けずって、レッスンを受けたのだろう。

　年とし頃ごろの女の子なら普通にするはずの恋愛もせずに、仕事に打ち込んだのだろう。

　苦しい時に笑顔を作って、本音を吞のみ込んで建前を口にし、いまの音無まどかを手に入れるために、人生をかけた。

　だったらなおのこと、こんなところでなくすわけにはいかない。なくさせるわけにはいかない。

「なんとかする」

　なにかをすることが、なにかをなくすことなんだとしたら。

「僕が、絶対なんとかするから」

　僕は、僕のすべてをなげうってでも、僕の好きな音おと無なしまどかを手に入れてみせる。取り戻してみせる。

　いいタイミングで芹せり沢ざわさんが戻ってきた。きっと最後の一人を仕留めたのだろう。

　その芹沢さんへ、僕は────。

「芹沢さんに、折り入ってお願いがあります」

　さすがに困こん惑わくしてるな。

　でも、そんなの構っていられない。

　僕は決めたんだ。

　実を言うと、少し前からうっすらと考えていたことではあった。

　それはまだ先の話。遠い将来の話だと思っていた。

　まさかこんなことになろうとはね。

　この一言で、僕の未来が変わる。

　僕の人生が変わる。

　…………いや、もうすでに変わっていたのかもしれないな。

　音無さんと、ラジオの収録現場で出会ったあの日から。










「僕を、正式にプロとしてデビューさせてください」







あとがき




　皆さんは小学生の時、運動会の徒競走で転んだことはありますか？　一年に一人はいますよね、そういう子。私がそれでした。どうも、サイトーマサトです。恥ずかしいやら、気まずいやら、なんか本当にいたたまれないんですよね。しかも、閉会式で登とう壇だんした校長先生が一日を振り返りながら話をしている時に、「かけっこで転んでしまった児童もいましたが…………」とかフォローなんてされちゃった日には、もう……もうっ!!

　しかし、そんな経験もいまでは笑い話。そうです、いいんです。失敗したっていいんです。むしろ、失敗した方がいいんです。一度痛い目を見れば覚えますから。そしていつの日か、失敗の経験を笑い話にできるんですから。そうです、いいんですよ。原稿を上げるのが遅れたって、いい…………いや、良くないですよね。ごめんなさい。そもそも、痛い目を見ているのは遅れた私じゃなくて、担当さんですもんね。痛い目を見て覚えるとか覚えないとかじゃないですよね。本当にごめんなさい！

　というわけで、この流れで謝辞に移りたいと思います。読者の皆さまにおかれましては、制作サイドへの謝辞なんて身内ネタと一緒で、あとがきに書かれてもな…………と感じる方もいらっしゃるかもしれません。もしくは、どうせテンプレートでしょ？　と思う方もいらっしゃるかもしれません。だがしかし！　私の場合は、先述の通り、マジでご迷めい惑わくをかけまくりなのです。せめてこの場を借りて頭を下げなければ申し訳が立たないのでございます。

　そんなわけでして、今回も謝辞りたいと思います。

　イラストレーターの魚さかなさん、いつもありがとうございます。原稿が遅れることによって、魚さんの作業時間を削けずってしまっているのではないかと冷や汗をかいております。なにとぞ、ご容よう赦しやを！　そして、直接の被害を受けているであろう皆々さま。本当にごめんなさい。皆さまのご尽じん力りよくがなければ、私は本を出すことができません。いつもありがとうございます。

　最後になりましたが、読者の皆さま。本当に、本当にありがとうございます。さらに、すでにお読みいただいた方には「すみません！」と一言添えておこうと思います。なんのことかと申しますと…………実は、しばらく続けて参りましたこの『彼女アイドルはつっこまれるのが好すき！』ですが、次の巻で最後のお話となります。そのため、アレがアレで、ソレがソレで、八巻はこうなりました。次巻をお待ちいただければ幸いです！　なるべく早くお届けできるよう、がんばります!!　といったところで、今回も結びの一言を。

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！
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サイトーマサト

エンターテインメントをこよなく愛する。

ダジャレもそんなに嫌いじゃない。

マゾだと周りの人から良く言われる。

メが悪い。これ、サイトーの豆知識な。
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イラスト／魚さかな

サイトーマサトさんから沖縄旅行のお土産を送っていただきました！　箱を開けると大量のビールと泡盛が（笑）。

忙しくて一月以上アルコール摂取してなかったので身体に染み渡る美味さでした～










彼女アイドルはつっこまれるのが好すき!8
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